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一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A1:　ー
A3:　ー

特記仕様書（１）

A－001

●

●

詳細は現場説明書による。

再生資源利用［促進］計画書、実施書の提出

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)

○　図示による鋼矢板等の抜き跡の処理　　

存置する

撤去する(3.3.3)

山留めの撤去3

○ 家具手加工作業

4

4

4

4

3

4

4

4

　　  　改定

令和

　　  　改定

　　  　改定

令和

令和

令和

令和

令和

令和

令和

令和

○産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

○産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業

者と処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

○拡底杭○場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法

○行わない

工法

超音波測定器による孔壁の確認　　○行う

○リバース工法○アースドリル工法

工法　　　　　　　　　　　)その他(材料　　　　　　　　　　　　○

ｍ3）建設発生土（盛土材）の外部からの受入土量（○

）発生場所　（

○※標仕 4.3.4 (6)(コ)(a)から(g)による

○

構外指示の受入場所に処分

受入場所

土壌調査

○

○

構内指示の場所に敷き均し

仮置場所

○

○

下記に定めるほかは、現場説明書による

○

(一財)城陽山砂利採取地整備公社

行う（受入場所指定の検査）

京都府土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例

施行規則第７条第３項１３号及び第４項に規定する方法

鋼杭の材料　○ 図示による　○

(工法　　　）○

層の位置及び土質支持

○杭継手

試験杭 ○

○セメントミルク工法

○特定埋込杭工法

根固め液及び杭周固定液の管理試験

行う（下記以外は構造図による）

行う（浸透探傷試験　　　　　　　本）

行う（構造図による）

行う（構造図による）

構造図による

構造図による

構造図による

無溶接継手○ｱｰｸ溶接

杭の水平方向位置ずれ精度

○

○

○

載荷試験

継杭溶接部試験

杭の載荷試験

直接基礎

構造図による

構造図による

工法

杭の種別、本数等杭基礎○

杭の支持地盤への掘削深さ

平板載荷試験 試験箇所数

設計地耐力

箇所

t/㎡

（試験位置図示）

○

(表3.2.1)

Ｂ種　根切り土の中の良質土を機器による締固め

Ａ種　砂質土（山砂の類）を水締め又は機器による締固め

Ｄ種　再生コンクリート砂を水締め又は機器による締固め

Ｃ種　他現場の建設発生土の中の良質土を機器による締固め

○

○

○オールケーシング工法

構内指示の場所にたい積

(4.5.6)

(4.3.5)

(4.5.5)

場所打ち
ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

(4.5.1)

5

の処理

建設発生土2

(3.2.5)

(4.4.3)
鋼杭地業4

(4.3.4)
(4.3.1)

～(4.5.8)

(4.2.2)

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業3

(4.2.4)

地盤の載荷試験2

４

地

業

工

事

(3.2.3)盛土

埋め戻し及び1

３

土

工

事

設計ＧＬ

仮囲い等 

工事用電力

工事用水 

6

5

4

3

(2.3.1)

監督職員事務所2

基礎種別１

足場等

16

(1.5.2)技能士

18

２
1

(2.2.4)

完成図

保全に関する資料

(1.7.2)

(1.7.3)

(1.5.9)濃度測定

化学物質の

仮

設

工

事

14

(ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板)

発生材の処理等

(屋根工事用足場及び施工方法)の施工標準に基づく足場及び装備機材を設置すること。

図示（仕上げ表による　床・壁・天井毎に種別を確認）

事項について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

アスベスト成形板使用部位の確認

　記載上の成形板及びその使用範囲以外についても

　監督職員と協議の上確認を行うこと。

アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

○

アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の

処理を行う範囲

施工調査

○ 全ての室

(1)

(2)

○

屋根工事及び小屋組の建方工事における墜落事故防止対策は、JIS A 8971

アスベスト成形板使用数量の確認

施工範囲等の確認

建具工事 ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

○

○

○

○

○

○

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

適用する技能士の技能検定における選択作業

○

○

型枠工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

○ とび作業○ 構造物鉄工作業

防水工事 ○

○

○

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

○ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

○

○ ｶﾞﾗｽ工事作業

○

○

ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

FRP防水工事作業

石工事

タイル工事

木工事

○

○

○

○

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業 ○ かわらぶき作業

○

○

○

ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

屋根及びとい工事

(1.5.2)

金属工事

左官工事

塗装工事

○

○

○

鋼製下地工事作業

左官作業

○ スレート工事作業

○

内装工事 ○

○

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

○

○

○ 壁装作業

○

○ ガラス工事作業 自動ドア施工作業

ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

排水工事

舗装工事

○

○ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督職員の承諾を得ること。

○ 造園工事作業植栽工事

○ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ﾌﾞﾛｯｸ及びALCﾊﾟﾈﾙ工事

建築塗装作業

建築配管作業

成形板の製造年等の確認 ○ Ｘ線解析法

ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

内外装板金作業

主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

建物等の清掃の要点

建物、工作物、植裁等を管理する上での保全業務の要点

建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

建物を使用する上での注意事項

建物の主要な構造部及び外構についての説明

敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要

「業務共通仕様書」を参考として作成すること。

　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」建築保全

○

○

○

○

○

○

○

「非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従い、

あらかじめ処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

適用する　（適用事項は、現場説明書による）

作成する

完成図等の電子データによる提出については、現場説明書による。

部）○（提出部数作成する

詳細は監督職員の指示による。部）○（提出部数

足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省 基発第0424001号)」

足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組立等に関する

基準」の２の(２)手すり据置方式又は(３)手すり先行専用足場方式を採用すること。

２部

２部

○

○

(3)

(4)

仮設工事

工事種別

確認方法

処理方法

○

の 「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づき「働きやすい安心感のある

足場に関する基準」に適合する手すり、中桟及び幅木の機能を有する足場とし、
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発生材の処理等

(1.3.11)

11 電気保安技術者

(1.3.3)

施工条件

(1.3.5)

(1.2.4)

工事写真

取扱い (1.2.3)

施工図等の

特別な材料の工法

風圧力及び積雪

取合い

設備工事との

登録 (1.1.4)

工事実績情報の

に対する性能

工事工程報告

現場代理人

(13.2.3～13.4.3)

(10.5.3)

(8.4.3、8.5.3)

設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

風速（Vo) ○３２ ○ (平成12年5月31日建設省告示第1454号)

地表面粗度区分 ○ Ⅰ ○ Ⅱ ○ Ⅲ ○ Ⅳ

多雪地域の指定 ○なし ○ あり

者又は監理技術者と同様、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任

しなければならない。

月報は毎月末日に〆め、翌月5日までに提出する。

日報は監督職員の指示による。

週報は毎週（ ）曜日に提出する。

適用する　（適用事項は、現場説明書による）

施工範囲

○図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

○図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

○駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

○自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

施工図

設備機器の位置､取合等の検討できる施工図を提出し､監督職員の承諾を受ける。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。 

下記のものを監督職員に提出する。下記のものを監督職員に提出する。

(ネガ１枚につき)部 数 　分　類 ・ 規　格 原版の大きさ（㎜）

着　 　工　 　前 ○１ ○ ○ カラーサービス版 ○ 24×36以上

工 　　事　 　中 ○１ ○ ○ カラーサービス版 ○ 24×36以上

屋　　　内 ○２ ○ ○ カラーサービス版 ○ 24×36以上
完

成

時

(   )箇所 ○ カラーキャビネ版 ○ 60×70以上

外　　　観 ○２ ○ ○ カラーキャビネ版 ○ 24×36以上

(   )箇所 ○ カラーパネル半切○ 60×70以上

デジタル写真の撮影にあたり、完成写真については有効画素数300万画素程度、工

事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判読できる精度

完成写真撮影場所は、監督職員の指示による。

○ 完成写真撮影業者は、監督職員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

適用する

現場説明書による

○ 引渡しを要するもの （ ）

○

（ ）

○ 指定副産物の搬出（詳細は現場説明書による）

○ アスファルトコンクリート塊 ○ セメントコンクリート塊 ○ 建設発生木材

○ 指定副産物の処分地（詳細は現場説明書による）

○ 指定地処分 （ ）

○自由処分 （ 最寄りの再資源化施設へ搬出すること ）

○ 指定副産物以外の搬出 ※ 構外搬出適切処理

○ 特別管理産業廃棄物の処理 （ ）

を確保するものとする。

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（最新版）（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修）よるほかは監督職員の指示による。

工事現場において再利用を図るもの、再生資源化を図るもの

本工事の施工にあたっては、工事請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術

　　　年

　　　年版

　　　年版

　　　年版

　　　年版

　　  年版

　 事編）（　　  年版）をいう。（以下、これを「標仕」という。）

可動間仕切、移動間仕切(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ)、トイレブ-ス、煙突用成形ライニング材、

（監修：　　　　　）国土交通省

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を示す）

○

○

※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

4,項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

3,特記事項は､●印の付いたものを適用する｡●印の付かない場合は､※印の付いたものを適用する｡

2,項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

1,設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「標仕」のほか別記の適用基準による。

【４】　工　事　仕　様

　 別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。

　 設計図書による。

【３】　工　事　区　分
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（ﾀｲﾙ工事用）、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形、現場調合形）、押出成形セメント板、

鋳鉄製ふた（マンホールふた・弁枡ふた）

公共建築木造工事標準仕様書

（監修：国土交通省）

タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

屋上緑化軽量システム）、トップライト、エポキシ樹脂、

天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム（屋上緑化システム、

ガラスブロック(中空)、防水剤、現場発泡断熱材、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、

網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、熱線反射ｶﾞﾗｽ）、

重量シャッタｰ、軽量シャッタｰ、ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス(ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ、型板ｶﾞﾗｽ、

制御装置・駆動装置・検出装置）、自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)、

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ)、自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、

錠前類（ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類(ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、

アルミニウム製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、

成形伸縮目地材、乾式保護材(防水立上部)、陶磁器質タイル、既製調合モルタル

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職員

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」 にある材料とする。

（評価名簿によるもの）

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも建築材料等

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

敷地調査共通仕様書

建築工事標準詳細図

○

○

○

○

○

○

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

適用基準等

項　　　　目章

　 本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「標仕」の適用を受けるものとする。

　 現場説明書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、標準仕様書に示す範囲とする。

備　　考延べ面積(㎡)建築面積(㎡)

㎡

階　　数構　　　造棟　　　　名

　 上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工

　 すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。

４．そ　の　他

３．建築物概要

２．敷 地 面 積

１．工 事 場 所

【２】　適　用　範　囲

【１】　工　事　概　要

（監修：国土交通省）

　　　年　

　　　年

１

　

　

一

般

共

通

事

項

２

仮

設

工

事

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章
建 築 工 事 特 記 仕 様 書

建築構造設計基準、同資料

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

○

○

○

4標仕（令和  年版）

建築工事標準詳細図 (令和4年改定)

令和4

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編(最新版)

上記６品（　　　　、　　　人分程度）

建築工事監理指針 (　　  年版)

製図板○ 掛時計 温度計

流し台ネット回線コピー機 ○

掃除具

黒板

懐中電灯 湯沸器 加入電話機

冷暖房機器

消火器

書棚

建築工事施工チェックシート

○

図示による

図示による

設計ＧＬ＝現状ＧＬ○

○

衣類ﾛｯｶｰ雨がっぱゴム長靴保護帽いす机備品

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

100㎡程度○

ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

○

鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り○

65㎡程度○

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き

設ける（畳敷き）

○

35㎡程度○20㎡程度

設けない

合板張り素地

10㎡程度

休憩室

屋根

内壁､天井

床

○

仕上

規模

●

●

○

●

● 現場説明書による

現場説明書による

●

現場説明書による。

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

7

〇●

〇

○ ○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

13

15

17



3セメントの類別

(6.3.1)

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

担
　
当

設
　
計 図面名称

工事名称

縮尺

図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
第　１　回

第　３　回

第　２　回

第　４　回廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A－002
A1:　ー
A3:　ー

特記仕様書（２）

(5.5. )

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

地

業

工

事

４

鉄

筋

工

事

５

砂利及び砂地業6

土間断熱材

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

床下防湿層

 (4.6.4)

(4.6.5)

地盤改良

7

8

9

10

(4.6.3)

(4.6.2)

(5.2.1)

(5.3.4)

5

(5.4.10)

(5.6.3)

(5.2.2)

厚さ（㎜）

材料 砂利

セメント及びセメント系固化材を使用した改良土を使用する場合、六価クロム溶出試

験を実施し、土壌環境基準を勘案して必要に応じ適切な措置を講じること。また、

再利用しようとする場合は、基準以下であることを確認すること。

とすること。

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」((一財)日本建築ｾﾝﾀｰ)を参考

現場発生土を再利用する。

厚さ

改良方法

㎜ ○ ㎜

○

２５

厚さ（㎜）

施工範囲

建物内の土間スラブ(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ含む)の直下（ピット下を除く）

捨ｺﾝｸﾘｰﾄの直下

５０

図示による

ポリエチレンフィルム　厚さ0.15mm　重ね幅縦及び基礎梁際のみ込み 250㎜以上

○

○

図示による

○

○

砂

○ 切込砕石

押出法ポリスチレンフォーム３種ｂのスキン層付き

○

再生クラッシャラン

図示による ※６０

○切込砂利

※

※

※

※

※

※

※

異形鉄筋

ＳＤ３４５

種類の記号

Ｄ１６以下

径（㎜）

一般建築物の柱・梁の

主筋に適用する

備　　　　　　考

(表5.2.1)

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

機械式継手 工法

構造図による

構造図による

鉄筋継手位置

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

○

部　　　　　位 接　　合　　方　　法 重ね継手の長さ

○ 重ね継手

重ね継手

○ 機械式継手

○

標仕表5.3.2

による

柱・梁の主筋

その他

径（㎜）

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

工法溶接継手

○ 機械式継手

○ 溶接継手

○ 溶接継手

○

構造図による

○ 表5.3.3による

○ 表5.3.4による

ｶﾞｽ圧接継手

ｶﾞｽ圧接継手

鉄筋の定着長さ

試験方法 ○ 引張試験※ 超音波探傷試験

※試験方法等

①～⑥による

○

※

網目の形状、寸法 鉄線の径 mm

標仕 5.4.10(ｲ)

はＦｃ:21以上の場合、壁筋及びスラブ筋に適用する

６

コ

ン

ク

リー

ト

工

事

7

4

5

6

打継ぎ

(6.6.4)

混和材料

骨材

構造体強度補正値

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.2)

型枠（せき板）

(6.2.5)

8

コンクリートの

強度

1 コンクリートの

種類 (6.2.1)

(6.2.2)

(6.2.4)

2

(6.14.1)

(6.10.2)

(6.8.1)

(6.8.2)

○混和材

鉄筋コンクリート用防錆剤(JIS A 6025)防錆剤 ※

目地の寸法　※図示による　○

○ 高炉セメントのＢ種

アルカリシリカ反応性による区分 ※ Ａ（無害） ○

○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂利(JIS A5308),砕石(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ粗骨材

○ 再生骨材H

細骨材 ※砂(JIS A5308),砕砂(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ ○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ

○ 銅ｽﾗｸﾞ ○ ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ

○ 再生骨材H

※

  3/11～  7/20 

※

予想平均気温

普通

南部地域（京都市(一部を除く)、旧八木町、旧園部町以南の市町村）

北部地域（宮津市、旧加悦町以北の市町）

早強

　(℃)

３

N/㎜２

６

N/㎜２

補正値

 11/16～ 3/5

南部地域 中部地域

 11/ 1～ 3/10

北部地域

気温による構造体強度補正値（Ｓ）

中部地域（上記以外の市町、旧美山町及び旧京北町含む）

  9/11～ 11/15   9/1 ～ 11/5 

  3/11～  7/10

  9/1 ～ 10/31

期　　　間　　　（打　設　日）

 11/ 6～ 3/10

  3/6 ～  6/30

（適用箇所　　　　　　　　　　　　）

○

○

シリカセメント

）

○ コンクリート用シリカフューム(JIS A 6207)

○ コンクリート用高炉スラグ微粉末(JIS A 6206)

○ コンクリート用膨張材(JIS A 6202)

(Ｓ）

フライアッシュセメントのＢ種（適用箇所

フライアッシュ(JIS A 6201)Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種

 8以上

 8未満

 5以上

 5未満

 0以上  0以上

合板の規格

合板の材種

厚さ（㎜）

※

※

※ ○１２

広葉樹合板、針葉樹合板又はこれらの複合合板

「合板の日本農林規格」の「ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板の規格」による合板

(表6.3.2)

※

○ ※

設計基準強度 (Ｆc)

※

打　設　部　位

土間コンクリート

捨コンクリート

軽量コンクリート

無筋コンクリート

構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

基礎

上部

Ｆc

○

○

○

(N/㎜２）

○

スランプ

※

○

○

○

○

(cm)

標仕6.14.1による

備　　　　　　考

１８

１８

１８

１５

１５

１５

１５

１８

１８

１８

１８

１８

１８

｛Ｆｃ ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝N/㎜２ 

（6.14.1によるもの及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄは構造体強度補正は行わない）

※ Ⅰ類 ○ Ⅱ類類別

土間スラブを含む

(表6.2.1)

普通コンクリート※種類 ○

２４

２４

２１

○

２１

打放し仕上げのせき板

※

○

○

○

種 　別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

板　面　の　品　質

○

○

○

　　施　　　工　　　箇　　　所

(表6.2.4)

※6.8.2(2)(ｱ)

※6.8.2(2)(ｲ)

※6.8.2(2)(ｲ)

合板せき板を用いる場合

合板せき板を用いない場合

せき板の材料

コ

ン

ク

リー

ト

工

事

６

1 鉄骨の製作工場

鉄

骨

工

事

７ (7.1.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車の

過積載防止対策等

(6.14.1)

無筋コンクリート15

16

コンクリートの

試験

軽量コンクリート

寒中コンクリート

(6.9.2)

～(6.9.5)

(6.10.1)

暑中コンクリート

(6.12.2)

マスコンクリート

(6.13.2)

(6.13.1)

～(6.10.3)

(6.11.1)

10

11

12

13

14

※

提出するとともに、検査時に提示しなければならない。また、ミキサー車１台毎の

受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督職員の請求があった場合は、遅滞なく

※ 普通コンクリート ○コンクリートの種類

※ フレッシュコンクリートの試験  

施工箇所

○ １種 ２種

日平均気温が25度を超える期間（打設日）地　　域

※

北　部　地　域

中　部　地　域

南　部　地　域 ７月 １ 日～９月１０日

７月２１日～８月３１日

７月１１日～８月３１日

補 正 値

暑中における構造体強度補正値（Ｓ）

※ ６N/mm２

○ ３N/mm２

○ 省略する

t/m3

○ 不可○ 可常時土又は水に直接接する部分の使用

施工箇所

（寒中コンクリート）による。

予想平均気温が表6.3.2に示す予想平均気温未満の場合には標仕第６章第１１節

気乾単位容積質量

セメントの種類

混和材料

スランプ ※ ○15cm

○種類

AE減水剤又は高性能AE減水剤(JIS A 6204)混和剤 ※

○

混和材 ○

○

高炉スラグ微粉末の3000　　　　4000(JIS A 6206)若しくは

フライアッシュのⅡ種(JIS A 6201)○

○

○

○ 中庸熱ポルトランドセメント

○

○

○

○

低熱ポルトランドセメント

高炉セメントＢ種

フライアッシュセメントＢ種

普通ポルトランドセメント

○ シリカセメント

積載量が把握できる運搬管理表を検査時に提出しなければならない。

建築基準法第　  条の     に基づき国土交通大臣から

又は同等以上の能力のある工場

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

７

鉄

骨

工

事

(7.3.10)仮組

工作図

(7.3.2)

(7.6.3)

技能資格者

(7.6.7)

(7.6.4)

溶接接合

(7.9.2)

耐火被覆

～(7.9.7)

(7.2.4)

アンカーボルト

(7.10.3)

(7.3.2)

柱底均しモルタル

(7.2.9)

(7.10.3)

10

11

12

13

15

16

17

溶接作業者における

図示による ○※適用箇所

）部位（実施する○

高力ﾎﾞﾙﾄ、普通ﾎﾞﾙﾄのｹﾞｰｼﾞ､ﾋﾟｯﾁ、ﾍﾘあき等

※ 図示による　（図に無い場合は鉄骨設計基準による）

溶接作業者の技量付加試験

行う

※

○

行わない

試験の要領 図示による（　　　　　）○ ○

○

図示による

開先の形状

図示による

スカラップの形状

切断面の仕上げ ※ ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰにより､粗さ100μmR2程度以下及びﾉｯﾁ深さ1mm程度以下

○

種　別 材　料　・　工　法

種別

耐火材吹付け

耐火材巻付け

湿式ロックウール

適用箇所（部位･部分）

-

○

ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り○

高断熱ロックウール

○

○○

○

○耐火板張り○

半乾式吹付ロックウール

○

乾式吹付ロックウール○

繊維混入ケイ酸カルシウム板

性能

適　用　箇　所　（部　位　・　部　分）

３時間耐火

２時間耐火

１時間耐火

３０分耐火

性 能

○

○

○

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

○

建方用アンカーボルト

構造用アンカーボルト

アンカーボルトの保持及び埋め込み工法

図示による ○

(表7.10.1)

３０mm５０mm ○

Ｂ種Ａ種○

柱底均しモルタルの厚さ

種別

SS400

○

アンカーフレームの形状及び寸法

SNR400B

適用

モルタルの種別 ※ ○無収縮モルタル

厚さ ○※

※ Ａ種工法 ○ Ｂ種

図示による

材料･調合等　※標示 7.2.9 (2)(ｱ)から(ｴ)による

種類

種類

○

耐火塗料

無○有○　　エンドタブの切断

4 鉄筋のかぶり厚さ

(5.3.5)及び間隔

施　工　箇　所　等 最 小 か ぶ り 厚 さ（㎜）

○機械式継手及び溶接継手のあき

塩害の受けるおそれのある部分等、耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。○

○ 軽量コンクリートで土に接する部分の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

※ 構造図による

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

○ 表5.3.6による（次の２項目のかぶり厚さを除く）

     3

ＳＤ２９５

SD295

機械式定着工法 種類

品質確認方法、修正方法等

工法

(ｂ)

ガス圧接継手

○ 監督職員の承諾する工場（標準仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る）

2 施工管理技術者

3

高力ボルト4

(7.2.2)

(7.4.2)

(7.2.1)

鋼材

(7.1.4)

5

高力ボルト

溶融亜鉛めっき

(7.4.2)

(7.2.2)

普通ボルト

(7.2.3)

9

(7.2.6)

ターンバックル

溶接材料 (7.2.5)

8

(7.3.8)

デッキプレート

(7.2.7)(7.7.8)

○ ＪＩＳ形高力ボルト 

すべり係数試験 行わない

○ 行う 試験方法等 ○ 図示による

ボルトの区分 トルシア形高力ボルト

○

○

※ ○図示による

適用する

形状及び寸法種類

ねじの呼び

○

溶融亜鉛めっき高力ボルト

※ すべり耐力試験

試験方法等

セットの種類

摩擦面の処理

○ 図示による

○

リン酸塩処理

すべり耐力等の確認方法

ブラスト処理（表面粗度５０μｍRz以上）

○

材質、形状及び寸法 ※ ○図示による

アイボルト○両ねじボルト

パイプ式

○

○

羽子板ボルト

割枠式

※

※

ボルトの種類

胴の種類

溶接材料

※

○ 図示による

○

　

母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径

○

標準仕様書7.2.5( )( )による1 2

○

ねじの呼び

※呼び径＋1.0㎜

ねじの呼び

デッキプレートと鉄骨部材の溶接方法 図示による

１種（F8T)相当

溶接部の試験14

(7.6.12)

第６水準（節全て）

2.5%4.0% ○

完全溶込溶接部の超音波探傷試験

○

検査水準

AOQL

行わない行う※ ○

H12建設省告示第1464号第二号に関する外観試験方法等

○

「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強ﾏﾆｭｱﾙ(独立行政法人 

 建築研究所)」3.5.2による受入検査

抜き取り検査① ※

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]の付則3「溶接」に関する試験方法等

外観試験の不合格箇所は､すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い､再試験する。

JASS 10.4 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし､完全

抜き取り検査②

工場溶接

工事現場溶接

溶込み溶接部の外観検査の抜取り箇所は､超音波深傷試験の試験箇所と同一とする。

(7.12.5)

２５６８

いる鉄骨製作工場

以上

構造方法等の認定を取得して

鋼製

●

●山砂　●川砂　●砕砂

●
　

●

●

D19以上D25以下

D29以上ＳＤ３９０

１００×１００ φ６

●

●

●

位置　※構造図による　●標仕 6.6.4(1) による

構造体 ３０

３０

１５ １８○２４構造体

昇降口屋根鉄骨

●地盤改良ヶ所については不要

スリーブ9

(6.8.2)

スリーブの材種

水密を要する地中部分等

水密を要しない地中部分等

上記以外の円形スリーブ

適　　用　　箇　　所

※

※

※

○

つば付き鋼管

つば幅50㎜以上の鋼板を溶接したもの）

溶融亜鉛めっき鋼板

材　　　種　　（　規　格　そ　の　他　）

硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K6741 のＶＵ）

以上、径200㎜を超え350㎜以下は厚0.6㎜以上）

（径200㎜以下は厚0.4㎜

（JIS G3452 の黒管に厚さ6㎜

(表6.8.1)

以上、

外部に面する打放し仕上げの打増し厚さ ○※ 図示による

ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法 ○※ 図示による

２０mm

ル張り

モルタル塗り
タイル張り

● ｃ種

張り
磁器質タイル

陶タルによる
セメントモル

場合
下地の影響を受けにくい仕上げの
仕上げ厚さが7㎜以上の場合又は

10㎜以下
3mにつき

材塗り10㎜以下
3mにつき

ｂ種●
他良好な平たんさが必要な場合
仕上げ厚さが7㎜未満の場合その

及び表面状態が必要な場合

場合又は仕上げ厚さが極めて薄い
陶磁器質タイ

塗装仕上げ
接着剤による7㎜以下

床柱・梁・壁

フロアクセス
し仕上げフリーア

直均コンクリート
ニル系床材張り床
合成樹脂塗り材ビ3mにつき

平たんさコンクリートの内外装仕上げ種 　別

コンクリートが見え掛かりとなる

ａ種● 場合その他非常に良好な平たんさ

仕上塗剤塗り セルフレベリング

コンクリートの仕上がりの平たんさ

実施しない

混和剤 ※ AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種(JIS A 6204)●
（高性能AE減水剤の適用箇所は、Fc24以上の箇所とする。）

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

鉄筋の種類等1

2溶接金網

3鉄筋の継手及び定着

浅層混合処理工法

※

※

●

● サポーター控室)
(スクール

〇 〇

○

○

●

●

●

○○ ○

○

● 図示による

○

● １５●

（（ ○Ｓ  ○Ｈ  ○Ｍ  ○Ｒ  ○Ｊ　）グレード　 　）

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

宇治西小倉学園東門周辺整備工事



○

担
　
当

設
　
計 図面名称

工事名称

縮尺

図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
第　１　回

第　３　回

第　２　回

第　４　回廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A－003
A1:　ー
A3:　ー

特記仕様書（３）

目地仕上げ

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

錆止め塗料

4(7.8. )

(18.3.2)

1 補強コンクリート

ブロック造

(8.2.2)

8～(8.2. )

3 ＡＬＣパネル

(8.4.2)

～(8.4.5)

2 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

及び塀 (8.3.2)

～(8.3.4)

4 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

(ECP) (8.5.2)

～(8.5.5)

18

７

鉄

骨

工

事

８

コ

ン

ク

リー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ
メ

ン

ト

板

工

事

・

塗料の種別

鉄鋼面の錆止め塗料

○ 表18.3.1による ※ Ａ種 ○ Ｂ種

○

亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

○ 表18.3.2による ※ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種

○

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

○ 表18.3.1による ※ Ａ種 ○ Ｂ種

○

耐火被覆材の接着する面への塗装

○ 行う ○ 図示による ○行わない （ 範囲 ）

耐火被覆材の接着する面以外への塗装

○ 行う ○ 図示による ○行わない （ 範囲 ）

ブロックの種類 ○ 16（Ｃ種）普通ブロック ○ 16-W（Ｃ種）防水ブロック

モデュール呼び寸法及び正味厚さ ○ 図示による ○

コンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）

充填用及びまぐさ ※ 21 以上 ○

上記以外 ※ 21 以上 ○

各部の配筋 ※ 図示による

パネルの種類 (表8.4.2)(表8.4.3)(表8.4.4)

区　　　分 単位荷重(N/㎡) 厚さ(㎜) 構　　　法 耐火性能

外壁ﾊﾟﾈﾙ ※ 1180 ○ 1960 ※100 ※ 有り（ 時間）

○ ○Ｂ種 ○ 無し

○間仕切ﾊﾟﾈﾙ ※ 640 ○ ※ 100 ○Ｃ種 ○Ｅ種 ※ 有り（ 時間）

○ ○Ｄ種 ○ 無し

○ 屋根ﾊﾟﾈﾙ ※ 980 ○ ※ 100 ※ F種 ※ 有り（ 時間）

○ ○ 無し

○ 床ﾊﾟﾈﾙ ○ 2350 ○ 3530 ○ 100 ※ F種 ※ 有り（ 時間）

○ 150 ○ 無し

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材 ○ 図示による ○

外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

※ 本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足させること。

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

パネル幅の最小限度 ※ 300 mm ○ mm

ﾊﾟﾈﾙの出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部並びにﾊﾟﾈﾙと他部材との取り合い部の目地幅 mm

適用する ○適用しない

切断後のﾊﾟﾈﾙの残り部分の幅

短辺

設ける場合 長辺

短辺

長辺

ブロックの種類 (表8.3.1)

適　　　用　　　箇　　　所 種  類　 の　 記　 号

間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀 ※ 空洞ブロック 16○

外壁の化粧積み ○ 空洞ブロック 16-W ○

モデュール呼び寸法及び正味厚さ ○ 図示による ○

塀の厚さ ○ 図示による ○

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状 ※ 図示による

各部の配筋 ※ 図示による

塀化粧ブロック ○ 有 （ ）

ブロック塀の基礎及び控壁のコンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）

○○ 18 ※ 21

モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲○ 図示による ○

伸縮目地への耐火目地材の充填

外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

※ 本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足させること。

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

パネル幅の最小限度 ※ 300 mm ○ mm

ﾊﾟﾈﾙ相互の目地幅 ○ 図示による ○ mm

出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部目地の目地幅 ※ 15 mm ○ mm

種類 ※ 無石綿タイプ（タイプⅡ）

施工箇所 表 　面　 形 　状 厚さ（㎜） 工　法 耐火性能

※ フラットパネル ○３５ ○ Ａ種 ※ 有り

○ 外壁 ○ デザインパネル(図示) ○５０ ○ Ｂ種 （ 時間）

○ タイルベースパネル ○６０ ○ 無し

※ フラットパネル ○３５ ○ Ｂ種 ○ 有り

○ 間仕切り ○ デザインパネル(図示) ○５０ ○ Ｃ種 （ 時間）

○ タイルベースパネル ○６０ ※ 無し

ﾊﾟﾈﾙに　　　を

ﾊﾟﾈﾙ

場合

の大きさ

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

　　　　を提出すること。

1 アスファルト防水

(9.2.2)

～(9.2.5)９

防

水

工

事

2 改質アスファルト

シート防水

(9.3.2)

～(9.3.4)

3 合成高分子系

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

(9.4.2)

～(9.4.4)

(表9.2.3)～(表9.2.9)

種　　　　　　　　 　別 防水層 施　　工　　箇　　所

○ A-1 ○ A-2 ○ A-3 表9.2.3

保護防水 ○ AI-1 AI-2 ○ AI-3 表9.2.4

○ B-1 ○ B-2 表9.2.5

○ BI-1 ※ BI-2 表9.2.6
仕上塗料施 工 箇 所○ 露出防水 ※ D-1 ○ D-2 表9.2.7

種　類 使用量

○ DI-1 ○ DI-2 表9.2.8

屋内防水 ※ E-1 ○ E-2 表9.2.9

断熱材（屋根保護防水断熱工法）

　　　　mm厚さ

○断熱材（屋根露出防水断熱工法）

　　　　mm厚さ

種類

種別 (表9.3.1)～(表9.3.3)(表9.3.1)～(表9.3.3)
仕上塗料種　　　　　別 防水層 施　工　箇　所 種　類 使用量

○ AS-T1 ○ AS-T2 表9.3.1

○ AS-T3 ○ AS-T4 ○ AS-J1 表9.3.2

○ ASI-T1○ ASI-J1 表9.3.3

断熱材（露出防水断熱工法）

厚さ ○ 　　　　mm

種類 ○

脱気装置（絶縁工法） ※ 設ける 材種（ ）設置数量（１箇所／　　　㎡ ）

防湿層(露出防水絶縁断熱工法) ○ 設ける ○ 設けない

押え金物 ※ アルミニウム製 L-30×15×2.0 ○

種別 　(表9.4.1)(表9.4.2)
仕上塗料種　　　　　別 防水層 施　工　箇　所 種　類 使用量

○ S-F1 表9.4.1 ○ カラー

PC部材入隅増張(※有り○無し) ○ シルバー 

○ ○

○ S-M1 ○ (露出の場合)

○ SI-F1 表9.4.2

PC部材入隅増張(※有り○無し)

○ SI-F2

○ SI-M1 ○ SI-M2

　　　　mm○ S-C1 表9.4.3 ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ

絶縁用シート ※ ポリエチレンフィルム厚0.15（保護防水工法）

※ フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）（保護防水断熱工法）

○

押え金物 ※ アルミニウム製 L-30×15×2.0  ○

立上り部の保護 乾式保護材 （ ）

○ 普通れんが ○ 化粧れんが ○

○ コンクリート（ 工法 ）

保護層　平場のコンクリート厚さ 　　　　mm

○ こて仕上げ 　　　　mm

○ 床タイル張り等仕上げ 　　　　mm

屋上排水溝 ※ 図示による

脱気装置(露出防水絶縁(断熱)工法)　※設ける　材種（　　　　　　　　　　　　）

設置数量(１箇所／　㎡)

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材 の張りじまい位置

※ 図示による ○

○断熱材（　　　　　工法）機械的固定

厚さ 　　　　mm

種類

○断熱材（　　工法）接着

　　　　mm厚さ

種類

○防湿用フィルムを設置する(断熱工法)

S-F2

S-M2

平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ ○　　　　mm

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

９

防

水

工

事

4 塗膜防水

(9.5.3)

5 ｹｲ酸質系塗布防水

(9.6.3)

6 漏水試験

7保証書

8 施工標識

9 シーリング

(9.7.2)

(9.7.3)

(9.7.5)

1 天然石張り10
(10.2.1)

石

工

事

止水板10

3 壁の石張り工法

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.3.2)

(10.3.3)

(10.4.2)

(10.4.3)

(10.5.2)

(10.5.3)

脱気装置(接着工法) ○ 設ける 材種 （ ） 設置数量 （ １箇所／　　　㎡ ）

固定金具の材質及び寸法形状

※ 防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂を積層加工した

鋼板で、厚さ0.4mm以上のもの

○

接着工法の場合でＰＣｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地の場合の処理

目地処理 ※ 図示による ○

入隅部の増張り（Ｓ-Ｆ１、ＳI-Ｆ１の場合） ※図示による○

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

種別 (表9.5.1)(表9.5.2)
仕上塗料種 別 防水層 施　　　工　　　箇　　　所 種　類 使用量

○ X-1 表9.5.1

X-2

○ Y-1 表9.5.2

○ Y-2

脱気装置 (X-1) ○ 設ける 材種 （ ） 設置数量 （ １箇所 ㎡）

保護層 (Y-2) ○ 設ける

※ 水張り試験を行う （ ○ 屋内 屋外 ）

※ 受注者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。）

工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。

材質 ※ 真鍮製エッチング仕上 150×100 ○

設置数量 箇所

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 ※         による表9.7.1

施工箇所 ※

※ 発泡ポリエチレンシート ○シート

材質 形状 差込式 ○ 据置式 ○ 壁張り式

適用範囲

目地寸法 コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

※ 幅20㎜以上、深さ10㎜以上 ○

※ 幅5㎜以上、深さ5㎜以上 ○

その他の目地

○※ 幅10mm以上、深さ10mm以上

)シーリングの試験 ※ 簡易接着性試験 （部位

)○ 引張接着性試験 （部位

図示による

ガラス回りの目地

外壁石張り

流し筋工法 あと施工ｱﾝｶｰ工法 あと施工ｱﾝｶｰ横筋流し工法○ 外壁湿式工法( ）工法

受金物の材質、形状及び寸法 ○

○

金物の種類、形状、寸法等

スライド方式 ロッキング方式 ○○ ○

石の厚さ ㎜

○

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。乾式工法 ※

裏面及び裏打ち処理 ※ 行わない ○ 行う（表面処理の場合小口共）

ドレンパイプ ※ ステンレスSUS304 ○

目地 ○一般目地幅 ㎜

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 ㎜

10

石

工

事

内壁石張り

あと施工アンカー横筋流し工法 あと施工アンカー工法工法 ○ 内壁空積工法  ( ※ ○ ）

スライド方式 ロッキング方式 ○○ 乾式工法 ( ○ ○ ）

石の厚さ ㎜

裏面及び裏打ち処理 ※ 行わない ○ 行う

目地 ○一般目地幅 ㎜

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 ㎜

石の種類・表面仕上げ  (表10.2.1)

施　工　箇　所 種　類（産地、名称、形状、寸法） 表面仕上げの種類

2 テラゾ張り

(10.2.1)

 (表10.2.2)

施　工　箇　所 種石の種類 種石の大きさ 形状・寸法等 表面仕上げ

※ 大理石 ※ 1.5～12mm

○ ○

笠木、甲板等

取付工法

取付金物 ○

石の厚さ ㎜

石裏面処理 ※ 行わない ○ 行う

石材裏面の補強用モルタル（乾式工法） ※ 行わない ○ 行う

○目地 一般目地幅 ㎜

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 ㎜

隔て板

石の厚さ ㎜

○ 湿式工法 ○ 乾式工法

5 特殊部位の石張り

(10.2.2)

(10.7.1)

～(10.7. )

4 床及び階段の

石張り (10.6.2)

(10.6.3)

石の厚さ ㎜

目地 ○一般目地幅 ㎜

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 ㎜

11

タ

イ

ル

工

事

1 伸縮調整目地等

(11.1.3)

外壁 ※ 表11.1.1による ○ 図示による

屋内壁面 ※ 図示による ○

床面 ※ ○表11.1.1による

2 施工後の確認及び

試験 (11.1. )

浮きの確認 ※ 全面打診による確認を行う

※試験 ○ 行わない接着力試験機による引張接着強度の測定を行う

3 タイル張り

(11.2.2)

(11.2. )

(11.3.2)

(11.3. )

タイルの種類

施工箇所・　形状・　 工法
生 地 釉 薬 役 物 色耐凍害性 耐滑り性

ﾀｲﾙの種類 寸法(mm) その他

○ 磁器 ○ 無釉 有り 有り ※ 標準

陶器 施釉 ○ 無し 無し ○ 特注

○ せっ器

○ 磁器 ○ 無釉 ○ 有り ○ 有り ※ 標準

○ 陶器 ○ 施釉 ○ 無し ○ 無し ○ 特注

○ せっ器

○ 磁器 ○ 無釉 ○ 有り ○ 有り ※ 標準

○ 陶器 ○ 施釉 ○ 無し ○ 無し ○ 特注

○ せっ器

タイルの試験張り ※ 行わない ○ 行う

タイルの見本焼き ※ 行わない ○ 行う

既調合モルタル

4 下地及びタイル

ごしらえ

5 張付け用材料

(11.3.3)

(11.2. )○ ○図示による　○MCR工法 目荒し工法

接着剤のホルムアルデヒド放散量　 ※F☆☆☆☆ ○

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の　　処理　

3

7

6

5

6

外壁パネル構法及び間仕切壁パネル構法における耐震性能

外壁パネル構法及び間仕切壁パネル構法における耐震性能 ○

孔あけ

に欠き込み

を設ける

孔あけ及び欠き込み

した資料

及び絶縁用シート

モルタル押え（屋内）

S-F1,S-M1,S-F2,S-M2 ○ 軽歩行仕様※ 非歩行仕様

可塑剤移行防止用

図示による　○＿＿＿＿＿＿標仕9.6.4（２）(イ),（ウ）以外の下地処理 ○

施工箇所 図示による　○＿＿＿＿＿＿

※○

外壁

浸透性吸水防止剤 ※専門工事業者の指定

仕上げを行わない施工箇所（ ○図示による

ジェットバーナー仕上げのバフ仕上げ ○ なし○ あり

浸透性吸水防止剤 ※専門工事業者の指定

あと施工アンカーの材質、寸法等　　種類 ○　　　　材質 ○　　　寸法 ○

浸透性吸水防止剤 （床石張り）

（床石張り）

（床石張り）

石裏面処理

（階段石張り）

○適用する　　○適用しない

○適用する　　○適用しない

○適用する　　○適用しない

○適用する　　○適用しない裏打ち処理

あと施工アンカーの材質、寸法等　　種類 ○　　　　材質 ○　　　寸法 ○

引張接着 油圧式

下地

外壁タイルの目地詰め ○行わない

●

全て

コンクリート打継目地

●

●行う

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

門扉(壁)

BI施釉ﾀｲﾙ
144*19

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○押し目地仕上げ　　○化粧目地仕上げ　

○ ○Ａ種

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

宇治西小倉学園東門周辺整備工事



天井点検口

ステンレス製既製品　（600 ×600 ）

担
　
当

設
　
計 図面名称

工事名称

縮尺

図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
第　１　回

第　３　回

第　２　回

第　４　回廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A－004
A1:　ー
A3:　ー

特記仕様書（４）

(14.4.2)

(14.2.2)

パーティクルボード

※15㎜

使用箇所

※１３Ｐタイプ又は１３Ｍタイプ

○

○

各種区分厚さ

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

1

(12.2.1)

(12.2.2)

揮発性有機化合物

対策

(12.2.3)

12

木

工

事

F☆☆☆☆※ ○表示がある場合

表示がない場合 ※ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用（塗装していないもの）

※ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

しない塗料使用（塗装したもの）

○

※ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

しない材料使用（化粧加工したもの）

材料(集成材、合板等)のホルムアルデヒド放散量

○※ F☆☆☆☆接着剤のホルムアルデヒド放散量

集成材 (12.2.1)

12

木

工

事

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

造作用集成材

見付材面の品質

※１等　○２等

見付材面の品質

化粧ばり造作用集成材

※１等　○２等

使用箇所 寸　法樹　 種 見付材面数

使用箇所 品 名

化粧材

樹　種 寸法 化粧板厚 見付材面数

芯材

品 名

12

木

工

事

接合具等

(12.2.2)

防腐、防蟻及び

防虫処理

(12.3.1)
～(12.3.2)

6 保証書

屋

根

及

び

と

い

工

事

13

長尺金属板葺2

(13.2.2)

　(13.2.3)

1 性能

4 粘土瓦葺

　(13.4.2)

　(13.4.3)

5 とい（雨水）

　(13.5.2)

　(13.5.3)

3 折板葺

(13.3.2)

(13.3.3)

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

種別（断熱材張り　○行う

けらば変形防止材

軒先面戸板 有り(軒先面戸・換気面戸)

３０分 ）

ｽﾃﾝﾚｽ鋼製○

無し

）

○

）　防火性能（）　厚さ（

鉄鋼製（上塗り ※折板色　○○

※

※

造作材の化粧面の釘打ち

※ 隠し釘打ち ○○ ○ 釘頭現し

ＭＤＦ

使用箇所 厚　さ 表裏面の状態

による区分 による区分

曲げ強さ 難燃性に

よる区分

接着剤に

よる区分

つぶし頭丁釘釘頭埋め木

諸金物の形状、寸法及び材質

※ かすがい、座金、箱金物及び短冊金物は、表12.2.3から表12.2.5までに示す程度の

市販品で、木材の寸法に応じた適切なものとし、コンクリート埋込部を除き、

○

表14.2.2[鉄鋼の亜鉛めっきの種別]のＦ種程度の亜鉛めっきを施したもの

防腐・防蟻処理

※

（保証年限：工事目的物引渡しより　10 年間以上とする。）

受注者、屋根施工業者、屋根材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

専門工事業者

※

※ 製造所の指定業者とする ○

屋根葺形式 材 料 の 種 類 等 下　葺　材　料

 　(表13.2.1)

厚さ(㎜)

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

※

満足させること。

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

※

○ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材

○ 一般タイプ

○

○

複層基材タイプ

粘着層付タイプ

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

JIS G 3322の屋根用

○

○ ※ 表13.5.2(溶融亜鉛めっきを行ったもの)

○ ※ 表13.5.2

○ ※ 表13.5.2  ○ 0.5m以下（多雪地域の場合）

※鋼管製といの防露

防露材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

※ 行う （ 施工箇所

○

）○表13.5.  による3

 材種

  形状

 取付け間隔

掃除口 設ける※ （開放性のある自転車置場のといを除く）

○

○ ステンレス製

桟木の留付け工法

○ ○ ○棟の工法 ７寸丸伏せ棟 Ｆ形用冠瓦伏せ棟 のし積み棟

留　付　け　方　法

鋼製(溶融亜鉛めっき処理)

材質 形状 寸法材種

棟補強等に使用する金物等

種類、大きさ、産地等 ※ Ｊ型 ５３Ａ ○

○雪止め瓦の使用 ○ 有 無

役物瓦の種類

○凍害試験 行う ○ 行わない

○

　補強用心材の材質、寸法　※杉幅40mm×高さ30mm以上(防腐処理を施したもの)

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力・　　　に対応した工法を品質計画により定める。

といの材種 配管用鋼管 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管
(表13.5.1)

とい受け金物及び　金物

○

※ 重ね形 ○ はぜ締め形

耐　力

板厚（㎜） ※

○ 嵌合形 

○0.6 0.8

形式による区分

山　　高　（㎜）

山ピッチ （㎜）

材料による区分 (表13.2.1）

（屋内といにＶＰ管は使用しない）

建築基準法に基づ　風圧力に対応した工法

本体製　　の仕様による｡

ｺｰﾅｰ部及び突当たり部等の役物は

あと施工アンカーの引張試験

表面処理(種別)

く

図示による※ ○

○

(表14.7.1)

備 　　　　　　　　　　考種　  類

2.0

1.8

1.6

板厚(mm)

350 形

300 形

250 形

○

○

○

○

）（ N/箇所　箇所以上、

行わない14

1 一般事項

(14.1.3)

金

属

工

事

アルミニウム製

(14.7.2)

(14.7.3)

笠木

(12.2.1)

含水率 (表12.2.1)下地材

造作材

※ ○

※ ○

Ａ種(15%以下) Ｂ種(20%以下)

Ａ種(15%以下) Ｂ種(18%以下)

以下に規定されているものは、その規定による。

(12.2.1)

製材

保存処理樹　 種

使用箇所 樹　 種 寸　法 防虫処理

※Ａ種　○Ｂ種

材面の品質

広葉樹製材

樹　 種

樹　 種 保存処理

保存処理

使用箇所

使用箇所

使用箇所

含水率

(表12.2.2)

「　　　　　　　」による製材

「　　　　　　　」以外の製材

下地用製材

造作用製材

含水率

※10％以下

○

含水率

含水率

○小節 ○並　　

寸　法

寸　法

寸　法

等　　級

○１級 ※２級

等　　級

等　　級

○無節※上小節

○２等

○特等　※１等

樹種

(12.2.1)○

使用木材のうち杉、ひのきについては京都府産木材とする。

工事完成までに、

※

(発行機関：（一社）京都府木材組合連合会)を提出すること。

京都木材規格(KTS)材を使用する場合は、京都木材規格(KTS)材証明書

　　　 詳細は上記法人のホームページを参照すること。

　証明書及び計算書の発行に係る手続きについては次の機関による。

は製材所、流通業者の全てが取扱い事業体でなければ発行されない。

　　一般社団法人京都府木材組合連合会

　　TEL：075-802-2991

○ 工事完成までに、京都府内産木材の産地証明書を提出すること。

寸　法 見付材面の品質

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

造作用集成材○

使用箇所 樹　 種 含水率

※15%以下　○　　

○ 化粧ばり造作用集成材

使用箇所 化粧樹種名 寸法 化粧板厚

※15%以下

○

含水率見付材面の品質芯材樹種名

造作用単板積層材○

○１等　○２等　○３等

○天然木化粧加工　○塗装加工

○表面化粧加工なし

○表面化粧加工あり

表面の品質 防虫処理

○適用する

○適用しない

寸法使用箇所 品名

「　　　　　　　　　　」による造作用単板積層材

○天然木化粧加工　○塗装加工

○表面化粧加工なし

○表面化粧加工あり

○

○ 造作用単板積層材

使用箇所 表面の品質

○

含水率

※14%以下○適用する

○適用しない

防虫処理寸法

「　　　　　　　　　　」以外の造作用単板積層材

使用箇所 寸法樹種曲げ強度 種 別 接着性能品名

(12.2.1)

合板等

その他処理

○防虫処理

接着程度

※１類

○２類

板面の品質

広葉樹

※２等以上

○

針葉樹

※Ｃ-Ｄ以上

○

※押入れ､物入れ

使用箇所 厚さ

※5.5㎜

○

樹種名品名

※畳床下地

　材､ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　張り下地材

使用箇所

○防虫処理

○強度等級

その他処理品名

※２級以上

○ ○

※12㎜

等級 厚さ 樹種名

○

※Ｃ-Ｄ以上

板面の品質

○特類

※１類

接着程度 保存処理

普通合板

構造用合板

使用箇所 樹種名厚さ

○防虫処理

その他処理

○

○　特類

接着程度品名

１類

化粧ばり構造用合板

使用箇所 樹種名厚さ 接着程度

○防虫処理

その他処理

○１類 ○２類

天然木化粧合板

化粧加工の方法 その他処理

○防虫処理○オーバーレイ

○プリント

○塗装

○

使用箇所 接着程度樹種名厚さ品目

○１類 

○２類

「　　　　　　　　　」による特殊加工化粧合板

使用箇所 等　級 厚　さ

構造用パネル

○薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

保存処理性能区分

○ Ｋ３○ Ｋ２ ○ Ｋ４

○ Ｋ３○ Ｋ２ ○ Ｋ４

適用部材

防虫処理 ※ 行う（範囲：ラワン材等 ※｢製材の日本農林規格｣による保存処理の

性能区分K1）

○薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 適用部位

適用部材

○薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

※

○

○

※ JIS K 1571に適合又は同等品

○

処理の方法 薬剤の種類

○ 行わない

(種別)表面処理

○

製 　法形　　　状

○図示による

○※

※

スタッドの高さが5mを超える場合

スタッド、ランナー等の種類 (表14.5.1)

○ パネル形 ※ プレス

伸縮調整継手 設けない 設ける （施工箇所は図示） 

スパンドレル形

○

押出し

ロール

※

○

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

材 　　種

板厚

板幅

寸　法（㎜）

(表14.2.1)

金属成形板張り

(14.5.3)

軽量鉄骨壁下地

(14.6.3)

(14.6.2)

箇所

箇所

アルミニウム製既製品（600 ×600 ）

アルミニウム製既製品（450 ×450 ）

型 φ 箇所

箇所

箇所

鋳鉄製マンホール蓋

アルミニウム製既製品（600 ×600 ）床点検口

無し

500角

○

○

有り

φ600

○

○

断熱材

寸法（㎜）屋上点検口

無し○有り※屋外のはずれ留め補強

開口補強

行う（　図示による　）

行う

行わない

行わない行う

行う

図示による※ ○吊りボルト間隔が900㎜を超える場合の補強方法

※

※

（3m超える）

天井のふところの補強（1.5m以上3m以下)

天井下地材における耐震性を考慮した補強

○

○

屋外の軒天井、ピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

mm

mm

mm

屋外の野縁の間隔

屋外の周辺部の端からの寸法

屋外の野縁受け・吊りボルト・インサートの間隔

野縁等の種類 屋内

屋外

※

○

19型

19型

○

※

25型

25型

(表14.4.1)

(14.4.4)

軽量鉄骨天井下地

～

○

施　　　工　　　箇　　　所

(表14.2.2)

行う

行う

試　験

○

○

Ｆ種

Ｃ種

○Ｅ種

Ｂ種

種　　　　　　別

Ｄ種

Ａ種

○

○

表面処理方法

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

鉄鋼の亜鉛めっき

　色合等

施　工　箇　所（手すり、成形板、笠木、建具以外）種  　別

(表14.2.1)

○三次電解着色○二次電解着色※

陽極酸化皮膜の着色方法

合金の表面処理

(14.2.2)

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ

2

3

4

5

6

7

8

2

3

4

5

6

7

8

9

10

JAS1083（製材）

JAS1083（製材）

ウッドマイレージCO2京都の木認証書（京都府産木材証明書及び

ｳｯﾄﾞﾏｲﾚｰｼﾞCO2計算書）（注１）を提出することを原則とする。当該認証を受けた

木材の使用が困難な場合には、京都の木証明書（京都府産木材証明書）（注２）

を提出すること。

注１）認証書

注２）証明書は製材所、流通業者の全てが取扱事業体又は認証機関登録事業体で

なければ発行されない。

JAS0701（単板積層材）

JAS0701（単板積層材）

JAS3079（　　　　　）直交集成板

合板の日本農林規格「　　　　　　　　　」による

合板の日本農林規格「　　　　　　　　　」による

合板の日本農林規格「　　　　　　　　　」による

合板の日本農林規格「　　　　　　　　　」による

合板の日本農林規格

JAS0360に基づく

雪どめ　　　　〇適用する　　〇適用しない

耐雪性能に対応した工法の適用　　〇適用する　〇適用しない

心木なし
瓦棒葺

蟻掛葺

棟

地震力

足

面戸,雀口,葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

立平葺

横葺きの場合のけらば納め　　〇つつみ込み納め　　〇けらば納め

※JIS G3322の屋根用　（着色　〇有）

○

○モルタル ○瓦葺き用しっくい

薬剤の製造所の仕様に

よる

適用部位○合板等の加圧注入処理等の適用

造所

図示 図示 -

図示 図示 -

図示 図示 -

20％以下

15％以下

（着色●有） ●図示 ●

雪止め　　　　〇設置する　　●設置しない

図示

●

●

●

●

●

●

900

100

303

●

転ばし大引

図示による

図示による

横葺
平滑葺

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

〇

A-134図におけるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類

行う〇

●

○

○

○ ○ルーフドレイン

○

1

○

○

○

○ ○

○ ○

○

●

○

●

表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　○　　　　　　　　　）

○ ○ ○

○

○

○

○

宇治西小倉学園東門周辺整備工事



○

担
　
当

設
　
計 図面名称

工事名称

縮尺

図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
第　１　回

第　３　回

第　２　回

第　４　回廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A－005
A1:　ー
A3:　ー

特記仕様書（５）

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章

左

官

工

事

15

仕上塗材仕上げ

(15. .2)6

モルタル塗り2

(15. .2)

～(15. .5)

3

3

1 ラス系下地

(15.2.4)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

外装薄塗材Si

外装薄塗材Ｅ

可とう形外装薄塗材Ｅ

防水形外装薄塗材Ｅ

（

外装薄塗材Ｓ

内装薄塗材Ｃ

内装薄塗材Ｌ

内装薄塗材Si

内装薄塗材E

内装薄塗材Ｗ

○ 増塗材 ）

○

○

○

○

着色骨材砂壁状

砂壁状じゅらく

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

ゆず肌状

凹凸状

砂壁状

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

吹付け

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

さざ波状

凹凸状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

○

吹付け

ロｰラ-

吹付け

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラー

ロｰラー

吹付け

吹付け

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

○ 平たん状 ○ 凹凸状 こて塗

京壁状じゅらく ○ ゆず肌状 吹付け

薄付け仕上塗材(JIS A 6909)

○ 調湿形

○ 調湿形

○

○

耐アルカリ性

可とう形外装薄塗材Sｉ

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

 (表15. .1)6

○

○

○

○

○

○

○

○

外装厚塗材Ｃ

（

外装厚塗材Si

外装厚塗材Ｅ

（

内装厚塗材Ｃ

内装厚塗材Ｌ

内装厚塗材Ｇ

内装厚塗材Si

内装厚塗材Ｅ

○

○

上塗材

上塗材

）

）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

○

○

○

○

吹付け

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

こて塗

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

厚付け仕上塗材(JIS A 6909)

○ 調湿形

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

 (表15. .1)6

材料 現場調合材料 ○ 既調合材料

○最大目地間隔 3m2㎡程度 )※

種類

目地割(

)押目地 ○※(有り※目地の設置

床塗り

）（形状適用する○

既製目地材

下地の種類 ○

○

○

○ 直張りラスモルタル下地

直張りラスシートモルタル下地

かび抵抗性

左

官

工

事

15

6

○

○

砂壁状

平たん状

吹付け

こて塗

工 法 備　考

吹付用軽量塗材

こて塗用軽量塗材

軽量骨材仕上塗材(JIS A 6909)

仕　上　げ種　　類（呼び名）

 (表15. .1)

○

○

○

○

複層塗材ＣＥ

可とう形複層塗材ＣＥ

○

○

○

凸部処理

ゆず肌状

凸部処理

ゆず肌状

○

吹付け

ロｰラー

吹付け

ロｰラー

工 法 備　考

○

○

○

防水形複層塗材ＣＥ

防水形複層塗材Ｅ 

○

○

凸部処理 吹付け

複層仕上塗材(JIS A 6909)

防水形複層塗材ＲＥ

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

凹凸状

凹凸状

凹凸状

 (表15. .1)6

（ ○
増塗材)

○ ゆず肌状 ロｰラー

複層仕上塗材の耐候性

溶剤系○

つや有

アクリル系

水系

外観

樹脂

溶媒複層仕上塗材の上塗材

メタリック○つやなし○

○

弱溶剤系○

複層塗材Ｓｉ

複層塗材Ｅ

耐候形　種

網戸

16

建

具

工

事

4

5

3

2 (16.1.3)防火戸

(16.1.6)

防犯建物部品

(16.2.2)建具

アルミニウム製

(16.1.4)

見本の製作等

性能1

6 (16.2.3)

(16.3.3)

～

7 樹脂製建具

(16.3.4)

(16.3.2)

～(16.2. )5

等

（断熱性の等級

○三重ガラス単板ガラス ○○複層ガラス※ガラス

図示による ○※

適用箇所

適用箇所

適用箇所

)(シャッター・

)(サッシ・

)(ドア・

開口部の進入防止対策上有効な措置が講じられた「防犯建物部品」を適用する箇所

）（建具番号行う○特殊な建具の仮組

）（建具番号行う○建具見本の製作

満足させること。

※ 本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

（面内変形追随性の等級

（断熱性の等級

（遮音性の等級

）

）

）

○

○※ 図示による

図示による※

○図示による※結露水の処理方法

○図示による※水切り、ぜん板等

特注○標準○

特注○標準○

特注○標準

特注○標準○

○

○

施　　　工　　　箇　　　所色種　　　　　　別

(表14.2.1)表面処理

特注○標準○

○

○※ 図示による

図示による※

○

固定式

ガラス繊維入り合成樹脂製

○

○

0.25㎜以上、16～18メッシュ

外部可動式

ステンレス製（SUS316）  

合成樹脂製

※

※

○

※

線径、網目

形　　式

防虫網

枠見込み(㎜)

水密性

気密性

耐風圧性

性能等級

※ ○Ｓ－２

※ Ａ－３

※ Ｗ－３

性能等級 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種

耐風圧性 ※ Ｓ－４ ○ ※ Ｓ－５ ○ ※ Ｓ－６ ○

気密性 ※ Ａ－３ ○ ※ Ａ－４ ○

水密性 Ｗ－４ ○ ※ Ｗ－５ ○

枠見込み(㎜) ○

※

70 100○○※ 図示 ※ 図示

(表16.2.2)

○Ｓ－３

○

○

○ Ｅ種○ Ｄ種

(表16.2.1)

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合

耐震ドアとする場合

防鳥網

木下地の場合の外部に面する内付建具の止水処理 ○ 行う

○

○

枠見込み(㎜)

水密性

気密性

耐風圧性

性能等級

※ ○Ｓ－２

※ Ｗ－３

※ ○Ｓ－３

○

○ Ｅ種○ Ｄ種

性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

※ Ｓ－４

Ａ種

○ ※ Ｓ－５

○ Ｂ種

○ ※ Ｓ－６

○ Ｃ種

○

○

※ ○Ａ－４

※ ○Ｗ－４ ※ ○Ｗ－５

枠見込み(㎜) ○図示※

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合

（遮音性の等級 ○ T-1 ○ T-2 ○ ）

材　　質

※

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級(ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地､鉄骨下地)

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級(木下地)

外部に面する樹脂製建具の性能等級

外部に面する樹脂製建具の性能等級

(ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地､鉄骨下地)

(木下地)

(表16. .1)

(表16. .2)

H-5H-4○ ○ H-6○

特注色○標準色○表面色

○

○

○

○ 　　　１種

　　　２種

　　　１種

　　　２種

ＢＢ－

ＢＢ－

ＢＣ－

ＢＣ－

○＿＿＿）

16

建

具

工

事

8鋼製建具

(16.4.2)

～(16.4.4)

9

～(16.5.4)

(16.5.2)

鋼製軽量建具

外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

※

Ｓ－４

適用する

Ｓ－５

適用しない

○ Ｓ－６ (表16.2.1)

(表16.4.1)

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用

（遮音性の等級

（断熱性の等級

）

）

）（面内変形追　性の等級随

鋼板類の厚さ

○

が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合は除く）

mm　

表16.5.1（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅※

召合せ、縦小口包み板等　※鋼板　○ステンレス鋼板　○アルミニウム合金の押出形材

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による

鋼板類の厚さ

が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合は除く）

※

○

表16.4.2（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅

mm

随耐震ドアの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

防音ドア、防音サッシの適用

（面内変形追　性の等級

○ 表面処理亜鉛めっき鋼板

ステンレス鋼板○

ビニル被覆鋼板○

カラー鋼板

鋼板

簡易気密型ドアセットの気密性 適用しない

）

）

）

（断熱性の等級

（遮音性の等級

○

○

※ F☆☆☆☆ ○内装塗材のホルムアルデヒド放散量

無し○

○ 行わない○行う

全面打診による確認を行う※

接着力試験

浮きの確認

マスチック塗材

塗り (15. .2)7

種別 ○ Ａ種 Ｂ種 (表15. .1)7○

しっくい塗り

(15.10.1)
～ (15.10.3)

8 下地

材料 ○

○

現場調合材料

既調合材料

〇

～

こまい壁塗り

(15.11.2)
(15.11.8)

9 ※ つのまた

※ ふのり砂壁用のり

○○ ふのり ○ 粉末海藻○ぎんなんそう

土物仕上げ ○ 大津仕上げ色土の種類

○ つのまた ○

○

○

こんにゃくのり

○

○

塗厚 ※ 表15.11.8 ○

○ 耐力壁の指定がある場合 ( )mm

工程

○土物 仕上げ

色砂の種類 ○天然砂と岩石の砕砂 ○人工的に着色・製造したもの

下塗りの調合 ※表15.11.2 ○

※Ａ種 ○Ｂ種

種類

○大津 仕上げ

ちりじゃくり

ちりじゃくり

種類 ○普通大津仕上げ工法 ○大津みがき仕上げ工法

○水ごね土物２工法○水ごね土物１工法

○のりごね土物工法○のりさし土物工法

土もの仕上げ工法○

○砂壁仕上げ工法

○切返し仕上げ工法

土　用のり

に

合成　　系混和剤

ロックウール

吹付け

10

(15.  .3)

(15.  .2)12

12 ﾛｯｸｳｰﾙのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

吹付け厚さ（㎜）

※仕上げ表による

※F☆☆☆☆

※F☆☆☆☆

施　　　　　　　工　　　　　　　箇　　　　　　　所

○

○

ステンレス製建具

(16.6.2)

～(16.6.4)

10 外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

○

○

※

Ｓ－４

適用する

○ Ｓ－５

○ 適用しない

（遮音性の等級

（断熱性の等級

○ Ｓ－６

）

）

(表16.2.1)

○ ）

SUS430J1L○SUS304

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

表面仕上げ

曲げ加工

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による

※

※ 普通曲げ

○

○ 角出し曲げ

ステンレス鋼板 ※ JIS G 4305

○ SUS443J1

(表16.4.1)

ＨＬ 鏡面

○

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用 （面内変形追　性の等級随

○種類

木製建具

(16.7.2)

11

(16.7.3)

建具材の含水率の種別 Ａ種 Ｂ種 ○ Ｃ種

7

　

ラスの材料

種類及び記号　　　　　（　　　　　　　）

ラスシートの材料

ラス目による区分

山高、山ピッチ、質量及び溶接区分による区分

（※M　　　　　　〇　　　　　　　）

単位面積当たりの質量　（　　　　　　　）

ステープルの形状及び寸法　（　　　　　　　）

直張りラスシートモルタル下地で建築基準法に基づく耐力壁のラスシート施工

(　　　　　　　　　　　　　　)

二層下地通気構法

単層下地通気構法

換気口部の措置（※公共木造建築工事標準仕様書11.4.3(2)(ｸ)）

（〇LS4（建築基準法に基づく耐力壁）　〇　　　　　　　）

下地調整塗材塗りの接着力試験

屋外のタイル張り下地及び屋内の吹き抜け部分等のタイル張りの下地モルタル塗及び

石こうボードその

他のボード下地

3 せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

木質系セメント板の種類及び厚さ

種類（〇GB‐R　　〇GB‐L　　〇　　　　　　）厚さ（　　　　㎜）

種類（〇　　　　　　）厚さ（　　　　㎜）

4こまい下地

5木ずり下地 木ずり用小幅板の種類（※すぎ（心去り材）　〇　　　　　　）

6

複層塗材ＲＥ

１○

○

○

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　〇せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ　○ﾓﾙﾀﾙ塗り　〇木ずり　〇こまい

下塗りをせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰとし上塗りに使用する場合　

色しっくい　〇適用する　〇適用しない

○

○

○

○

○

○

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

既調合しっくいの調合

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

なで切り仕上げ　　〇パターン

せっこうボード下地　　　　※（表15,10,1）　〇＿＿＿＿＿

モルタル塗り下地　　　　　※（表15,10,2）　〇＿＿＿＿＿

せっこうラスボード下地　　※（15,8,2）　   〇＿＿＿＿＿

木ずり下地　　　　　　　　※（表15,10,3）　〇＿＿＿＿＿

せっこうプラスター下地、こまい下地　　※（表15,10,4)　　〇＿＿＿＿＿

壁

かわ

樹脂

3

3

※ ○Ａ－４

※ ○図示

○ ○H-7 H-8

外部に面する建具の日射熱取得性の等級 ○

屋内

屋外

水切り、ぜん板等　　　　　※図示による　　

木下地の場合の外部に面する内付け建具の止水処理　　　〇行う

○＿＿＿＿＿

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　○＿＿＿＿＿

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　○＿＿＿＿＿

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　○＿＿＿＿＿

○ 標準型鋼製建具の形式及び寸法　　※図示による

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　○＿＿＿＿＿

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　○＿＿＿＿＿

※ 〇

表面板の厚さ ○※ 図示による

かまち及び鏡板の樹種

見込み寸法

かまち戸

○

○

ふすま

※

※ 36mm

図示による

見込み寸法

○

○

上張りの種類

戸ぶすま

※

※

図示による

材料の種別 ○ Ⅱ型

見込み寸法 ○

見込み寸法 ○

紙張り障子

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆ ○

※ 30mm

※ 30mm

○上張りの種類 ※ 図示による

Ⅰ型

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　〇適用する　　〇適用しない

※ 図示による枠及びくつずりの材料

フラッシュ戸

規　格　等合板の種類

表面材の合板の種類

○板面の品質（　　　　　　　　　　　　　　）広葉樹１種※

特殊加工化粧合板○

ＭＤＦ○

２種○１種○接着の程度（　　　　　　　　　　　　　　）

メラミン化粧合板

ポリエステル化粧合板○

○

○

プリント※

化粧加工の方法

２種○１種○接着の程度（　　　　　　　　　　　　　　）

２種○１種○接着の程度（　　　　　　　　　　　　　　）

樹種名　　（　　　　　　　　　　　　　　）

○

表面の樹脂

天然木化粧合板○

普通合板○

備　考

標仕16.7.2(2)(イ)(a)による※表面材のホルムアルデヒド放散量等

表面材の合板の種類の適用及び品質等

●

○耐候形2種　●耐候形3種

●

●

●
●

● ●

○●

● 点検口の類のくつずりの材料　　● SUS 304

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

〇 〇

設置する　(　ガラリ部・スリット部　)

適用する（Ａ－３）〇

〇 化粧鋼板

18mm

○

○

○

建築基準法に基づく耐力壁の指定（〇あり　○なし）

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

○



担
　
当

設
　
計 図面名称

工事名称

縮尺

図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
第　１　回

第　３　回

第　２　回

第　４　回廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A1:　ー
A3:　ー

A－006

特記仕様書（６）

～(16.9.3)

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章
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16

○

耐じん性能のｸﾞﾚｰﾄﾞ

○

耐じん性能のｸﾞﾚｰﾄﾞ

ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上※

○

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具)

(鋼製建具、鋼製軽量

実用性能項目本締り錠 ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ：ｽﾃﾝﾚｽ

（○ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

取付位置○

( ）ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金，

握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ空錠 ○

○

ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上※

（○ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具)

(鋼製建具、鋼製軽量

実用性能項目

取付位置

( ）ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金，

握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ

そ　 の 　他

シリンダー箱錠

見　え　掛　り　部　の　材　質金　物　の　種　類

○

ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ：ｽﾃﾝﾚｽ

鍵の製作本数 ※

○

○

○

○

表16.8.5による

表16.8.4による

表16.8.3による

表16.8.2による

※

※

※

※

木製建具用丁番

樹脂製建具用丁番

金属製建具用丁番

戸車及びレール

グレモン錠 ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ:亜鉛合金，(○ｽﾃﾝﾚｽ 

）(

○ 取付位置○

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(ﾋﾟﾎﾞｯﾄ型)

ドアクローザー

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(丁番型)

閉鎖順位調整器

鋼（焼付け塗装 ）

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，(本体は鋼 

本体：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

ｽﾃﾝﾚｽ，（○鋼 ）

ｱｰﾑ部：鋼（焼付け塗装 

○

）

あおり止め付き(○ｽﾃﾝﾚｽ，○黄銅

鋼（ｸﾛｰﾑめっき），（○ｽﾃﾝﾚｽ

亜鉛合金程度，戸当り

ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ

上げ落し 亜鉛合金程度，(○ｽﾃﾝﾚｽ ）

（フランス落し）

ケースハンドル錠 ステンレス

○黄銅，○合成樹脂

点検口錠

丁番

のみ

亜鉛合金は木製建具用

○ 自閉装置付き点検口軸吊りヒンジ

フロアヒンジ ドアクローザー

遅延閉り機能付き○

押棒・押板 (○ｽﾃﾝﾚｽ，

亜鉛合金程度，

ｽﾃﾝﾚｽ，

ｶﾊﾞｰ部:ｽﾃﾝﾚｽ，(○亜鉛合金 

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，(本体は鋼 

(○黄銅 ）

(○ｽﾃﾝﾚｽ ）

）

取付位置

( ）

ピボットヒンジ

）

）

）

）

）

）

建具製作所の仕様による

引き戸

金　物　の　種　類 見　え　掛　り　部　の　材　質 そ　 の 　他

引戸用錠 木製建具の場合

:ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ等はｽﾃﾝﾚｽ

クレセント

引手類

建具製作所の仕様による。

木製建具の場合:ｽﾃﾝﾚｽ

）(

取付位置○

（○黄銅）

レール

(上吊りの場合を除く)

ステンレス, 黄銅は木製建具用のみ

戸車

（上吊りの場合除く）

(表16.8.1)

（○ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　　○黄銅 ）

(表16.8.1)開き戸

作成しない○）個グループ、各グループ（

在来マスターキーに合わせる

作成する※

マスターキーの製作

○＿＿＿＿＿　　３本 １組

16

13

(16.9.2)

自動ﾄﾞｱ開閉装置

14

(16.10.3)引戸装置

自閉式上吊り

15

～(16.11.4)

(16.11.2)

重量シャッター

16

～(16.12.4)

(16.12.2)

軽量シャッター

17

～(16.13.4)

(16.13.2)ドア

オーバーヘッド

建

具

工

事

18

～(16.14.4)

(16.14.2)ガラス

※

駆動装置及び検出装置の性能

○引き戸用駆動装置性能値

※

種類・開閉方式 温度上昇○ 電 源防 錆耐久性(サイクル)

○

※

○

○

※

○

引き戸用検出装置性能値

放射無線周波数

電磁界耐性

温度上昇 耐久性(サイクル)

耐電圧

耐電圧

耐電圧 防 錆 電 源

防　錆 電 源防 滴

○戸の開閉方式

引き戸検出装置の種類 ○

建具表による

※ 建具表による

(表16.10.1)

○

○

 ※20以下

 ※20以下

 ○40を越えるもの

○

○

 ※15以下

 ※15以下

手動閉じ力(N)

手動開き力(N)

適用戸の総質量(kg)

品質・規格

性能等

性能値等の区分

管理用シャッター　(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ○設ける)

耐風圧強度

耐風圧強度

屋内用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

外壁用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

○

○

○

○

屋内用防煙シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

※開閉方式

種　類

○Z12又はF12を満足するもの○

めっきの付着量

JIS G 3312○

○Z12又はF12を満足するものJIS G 3302

スラット及びシャッターケース用鋼板

材　質

手動式 ※○開閉方式

耐風圧強度

オーバーラッピング形○

インターロッキング形○

形　状

AZ90を満足するものJIS G 3322

めっきの付着量材　質

○

○○

○

Z06又はF06を満足するもの○JIS G 3312○

スラット

耐風圧性能

バランス式 電動式○チェーン式○バランス式※開閉方式

ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ○ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ○ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ※セクション材

○

ステンレス鋼板○溶融亜鉛めっき鋼板※

○

ガイドレール等

収納形式

バーチカル型

ローヘッド型

○

○

ハイリフト型

スタンダード型

電動式には保護装置を設ける

標仕 表16.9.1による（○ SSLD-1 ○ SSLD-2 ○ DSLD-1 ○ DSLD-2）

標仕 表16.9.2による

標仕 表16.9.3による

表16.9.4（　　　　　　）による

○図示による※設置箇所

○図示による※設置箇所

○図示による※設置箇所

　　　　　　　　　出入口引き戸用駆動装置性能値

○ 行う凍結防止　置措

電動式（手動併用） 手動式 

電動式シャッターには　　装置を設ける

電動式（手動併用）

電動式シャッターには　　装置を設ける

種　類　等種　類　等

○

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

型板ガラス ○

○

○

種　　　　別種　　　　別

倍強度ガラス

熱線反射ｶﾞﾗｽ

複層ガラス

強化ガラス

合わせガラス

線入板ガラス

○ ○

材料

熱線吸収　ｶﾞﾗｽ板

16

建

具

工

事

(18.1.3)

～(18.2.7)

(18.2.2)

素地ごしらえ

塗装材料

2

1

塗

装

工

事

18

(18.3.3)

(18.3.2)

錆止め塗料塗り3

内

装

工

事

19

(19.2.2)(19.3.3)

(19.9.2)

(19.7.2)(19.8.2)

2 ビニル床シート

(19.2.2)

(19.5.5)(19.5.4)

(19.4.2)(19.5.2)

揮発性有機化合物

対策

張り

3 ビニル床タイル

(19.2.2)

張り

塗装工程

 (18.4.1)

～(18.14.2)

4

(表18.3.1)～(表18.3.4)

F☆☆☆☆※ ○塗料のホルムアルデヒド等の放散量

(表18.2.1)～(表18.2.7)

単層ビニル床シート

複層ビニル床シート

○

※

発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

クッションフロア

区分

発
泡
層
無

発
泡
層
有

種　　　　　　類 記号

ＴＳ

ＦＳ

ＨＳ

ＫＳ

※※ 熱溶接※ 無地

○ マーブル

2.5

2.0

厚さ(㎜) 色　　柄 工　法 施工箇所

仕上表に

よる

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ・ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ、ｶｰﾍﾟｯﾄ、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾎﾞｰﾄﾞ類、断熱材の接着に使用する

塗料、フローリング材、ボード類、壁紙、断熱材のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆ ○

※ F☆☆☆☆ ○

○

※

接着剤のホルムアルデヒド放散量

○

○

○

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

単層ビニル床タイル

置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

○複層ビニル床タイル

薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

区分

接
着
形

置
敷
形

種　　　　　　類 記号

ＫＴ

ＴＴ

ＦＯＡ

ＦＯＢ

ＦＴ

2.5

○

2.0

○

※

厚さ(㎜)

※

○

施工箇所寸　法色　　柄

工程の種別

記　号

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

名　　　　　 　　　　称

鉄鋼面

木部

ＤＰ 耐候性塗料塗り

NAD ○ Ａ種 ※ Ｂ種

○クリヤラッカー塗りＣＬ

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り

Ａ種

○※ Ａ種 Ｂ種

○ ※ Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○

屋内

屋外

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出

成形ｾﾒﾝﾄ板面

上塗り １級 ふっ素樹脂系等

ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○ ２級 シリコン系等

３級 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系等

Ｂ種Ａ種○ ○ Ｃ種○

○ Ａ種 ※ Ｂ種

(表18.4.1)～

種　　　　別

亜鉛めっき鋼面 ※ 表18.4.3による

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 ※

※

表18.7.1による

表18.7.2による

(表18.14.1)

ＥＰ 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り ○ Ａ種 ※ Ｂ種

※亜鉛めっき鋼面 表18.8.4による屋内

Ｂ種※Ａ種

ｺﾝｸﾘｰﾄ､ﾓﾙﾀﾙ､

※木部 表18.8.2による

鉄鋼面 屋内 ○ Ａ種 ※ Ｂ種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス塗り ○ Ａ種 ※ Ｂ種

ＷＰ 木材保護塗料塗り Ｂ種※Ａ種○

(16.14.5)

ガラスブロック

シーリング○

○材質金属製化粧カバー○

品質規格はJIS A 5212 による

化粧目地モルタルの色○

○

○

径5.5mmのはしご形状複筋及び単筋

SUS304

寸法・形状 ※

材質 ※力骨○

壁用金属枠及び補強材○

色　 　　調 パターン

)

厚 さ（㎜） 防 火 認 定

あり

なし

○

※

熱線反射

カラー（

○

○クリア

○

○

図示○

○

×

寸  法（㎜）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。※

※

乳白

○

SUS304○

※ 表9.7.1による

寸法・形状 ※ 図示による ○

○目地幅の寸法 ○平積み ※ 8mm以上､15mm以下○

○ 曲面積み ※ 外側 15mm以下､内側 6mm以上

(曲率半径はｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ幅寸法の10倍以上とする)
○

○

※ 6m以下ごとに幅10～25mmの伸縮目地を設ける。伸縮調整目地の位置○

17

カー

テ

ン

ウ

ォー

ル

工

事

1 性能

(17.1.3)

○

耐風圧性

耐震性

水密性

気密性

耐火性

遮音性

断熱性

水平方向(KH)

○

○

※

○

○

Ｓ４

Ｗ１

Ａ１

図示

Ｔ１

Ｈ１

○

○

○

○

Ｓ５

※

Ｗ２

Ａ２

30分

Ｔ２

Ｈ２

○

○

○

○

○

Ｓ６

Ｗ３

Ａ３

1時間

Ｔ３

Ｈ３

○

鉛直方向(KV)

○

○

○

○

○

○

Ｗ４

Ａ４

Ｔ４

Ｈ４

○

○

○

○

※

Ｗ５

Ｈ５

○

○ 80 ○ 70 ○ 60

1.0 0.5

※

満足させること。

○○

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

耐温度差性(℃)

2 メタルカーテン

ウォール

(17.2.2)

～(17.2.3)

材料

形状・寸法

断熱材

見え掛り仕上げ

※

※

図示による

図示による

○表17.2.1による製品の寸法許容差 ○

3 PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

(17.3.2)

4 シーリング材及び

(17.2.2)(17.3.2)

ガラス取付材料

コンクリート ○ ○種類 品質

○鉄筋

補強鉄線

耐火目地材

仕上げ

網目寸法

断熱材

径

仕上げ材、建具枠、ゴンドラ用ガイドレール等 図示による※

○※ 表9.7.1による

5 構造用ガスケット

(17.2.2)(17.3.2)形状

寸法

※

※

図示による

図示による

○

○

※ 図示による ○材質
(9.7.1～5)

19

(17.2.5)

～(17.3.5)

各室

車椅子使用者用便房

車椅子使用者用便房スイッチの種類　○大型押しボタンスイッチ　○非接触スイッチ

タッチスイッチの種類　○無線式タッチスイッチ　○光線式タッチスイッチ

管理用シャッターのシャッターーケース　○設ける　　○設けない

安全

安全

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材の種別 ガラス溝の大きさ(mm)

アルミニウム製建具

鋼製及び鋼製軽量建具

ステンレス製建具

樹脂製建具

※建具製造所の仕様による

○図示による

※建具製造所の仕様による

○図示による

※建具製造所の仕様による

○図示による

※建具製造所の仕様による

○図示による

○グレイジングチャンネル

○

○グレイジングガスケット

○

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

防音仕様、断熱仕様及び耐震仕様については図示による。※

※

○鋼材 ○ステンレス鋼材

鋼材及びステンレス鋼材の場合　○

※ SD295

ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法　※4辺支持

木部 Ｂ種○Ａ種※

亜鉛めっき鋼面

下地面等 種　　　　別

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

Ｃ種※Ｂ種○Ａ種○

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

※

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

○

○

○

○

Ｂ種Ａ種○ ※

鉄鋼面（DP以外）

鉄鋼面（DPのみ） Ｃ種Ｂ種Ａ種○ ※ ○

モルタル面及びせっこうプラスター面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外）及びALCパネル面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DPのみ）

Ｂ種※Ａ種○

Ｂ種○Ａ種※

Ｂ種○Ａ種※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及び

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

下地面 塗料の種別 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの工程

SOP

EP-G

DP

SOP

DP

EP-G

Ａ種

Ｃ種及びＤ種

○Ａ種　※Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

見え掛り：Ａ種

見え隠れ：Ｂ種

表18.3.4

見え掛り：Ａ種

見え隠れ：Ｂ種

鋼製建具等：Ａ種

上記以外：Ｂ種

表18.3.6

鋼製建具等：Ａ種

上記以外：Ｂ種

※Ａ種　○Ｂ種

○Ａ種　※Ｂ種

(着色塗料種類＿＿＿＿＿)

せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ、

ステイン塗り ○ピグメントステイン塗り（表18.11.1）

○オイルステイン塗り（OS）

クリヤラッカー塗りA種の工程2の適用

○適用しない　○適用する（着色剤：○溶剤系着色剤　○油性染料着色剤）

オイルステイン塗りの工程等　○＿＿＿＿＿

○適用する　○適用しない

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

○図示による　○＿＿＿＿＿

12

～(16.8.4)

(16.8.2)

建具用金物

●

●

●

●

●

●

●シーリング材

●シーリング材

●

図示による

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○シーリング材

○○

○

※

※

●

○

 ○40以下

○

○ ○

○

○

●

●

網入型板ガラス

○

○

○

○ｱﾙﾐﾆｳﾑ材

ｱﾙﾐﾆｳﾑ材の場合　○　　BB-2　　　（標仕16.2.3）

1

○

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

○

●



※

担
　
当

第　１　回

第　３　回

第　２　回

第　４　回

設
　
計 図面名称

工事名称

縮尺

図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011

廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

A3:1/000
A1:1/000

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A－007

特記仕様書（７）

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章

5

(19.2.2)

(19.2.2)

耐動荷重性床ｼｰﾄ6

視覚障害者用

床タイル

4

床タイル(19.2.2)

帯電防止床シート、

7

(19.2.2)

床タイル

防滑性床シート、

ゴム床タイル張り

(19.2.2)

ビニル幅木

(19.2.2)

9

8

カーペット敷き10

19

内

装

工

事

(19.3. )

(19.3. )

2

3

○

○

塩化ビニル系

レジンコンクリート系

磁器又はせっ器質タイル

※

○

○

３００㎜角

１５０㎜角

○

○ ○

○

種　　　　　類 　　厚　　さ　（㎜） 備　　　考

○

○ ○

種　　　　　類 性　　　　　　　能

○

○ ○

種　　　　　類 性　　　　　　　能 　　厚　　さ　（㎜）

帯電防止床シート

帯電防止床タイル○

○

○※ 60 ○ 75 ○ 100

種　　　　　類 　　厚　　さ　（㎜）

軟質 ○ 硬質

○

○ ○

○

種　　　　　類

○ ○

種　　　　　類

○○

防滑性床タイル

防滑性床シート○

○

　　厚　　さ　（㎜） 備　　　考

107体積抵抗値 1×10 ～1×10 Ω程度

107体積抵抗値 1×10 ～1×10 Ω程度

○

○

○ 2.0※ 1.5

○ 織じゅうたん

○ タフテッドカーペット

パイル形状 帯電性ﾊﾟｲﾙ長さ(㎜)

ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 ○ 適用

全面接着工法○

Ｃ種○

Ｂ種○

Ａ種○

施　工　箇　所工　　法

施 工 箇 所

備　　考

○

寸法

高　　さ （㎜）

種  別織り方 パイル形状

○ 適用 ※ 無地

○

○

帯電性 色　柄

ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法

接合方法

寸法（㎜）厚さ（㎜）色　柄

単層品 ○○ 積層品

種　類

厚さ（㎜）

種　　　　　類 形　　　　　状

備　　　考

○

○

（㎜）厚さ寸　　　　　法

縁甲板張り

(19.5.1)

畳敷き (19.6.2)

13

14

せっこうボード、

その他ボード

及び合板張り

(19.7.2)

15

19

内

装

工

事

釘留め工法

厚さ(mm)樹　種

○ １×６タイプ

フローリング ※ なら 15

○

○

複合フローリング

樹　　種 等　　級 仕上程度 施工箇所

種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 Ｃ種 ○ Ｄ種 (表19.6.1)

○8

種　　　別 備　　　考

ボードタイプ

仕上げ塗装

○

ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形）Ｂ種

オイルステインの上ワックス塗り ○ 生地のままワックス塗り

○

(KT-　　)

※

しおじ

(表19.7.1)種別

○

○

○

○

○

○

○

○

○

せっこうボード(GB-R)

化粧せっこうボード(GB-D)

不燃積層せっこうボード(GB-NC)

シージングせっこうボード(GB-S)

強化せっこうボード(GB-F) 

ロックウール吸音ボード(RW-B)

グラスウール吸音ボード(GW-B)

メラミン樹脂化粧板

難燃木毛セメント板

断熱木毛セメント板

普通合板

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

その他下張り用合板

※

種 　　　　　　　類

厚さ

厚さ

化粧板樹種

厚さ

表面性能　○Ｆ　○FW　○W　○WS

※

○

○

○

○

○

○

○

内部用

軒天用

タイプ２（無石綿）

JIS K 6903 による

○

○

12.5(不燃)

杉柾模様

トラバーチン模様

トラバーチン模様

模様なし

15(不燃)

21(不燃)

25

25

9.5(準不燃)

30

30

接着の程度

接着の程度

○

接着の程度

なら

○

○

フラット

立体模様

フラット

立体模様

○

○

25

25

○

○

○

12.5(準不燃)

○

○

9.5(準不燃)

○

○

○

20

20

12(不燃)

15(不燃)

12(不燃)

15(不燃)

○

※

○

○

表板樹種

12.5(不燃)

9.5(不燃)

15

15

防虫処理○行う

防虫処理○行う

防虫処理○行う

※ 9.5(準不燃)

※

※

※

※

9(不燃)

12(不燃)

9(不燃)

12(不燃)

○

(軽鉄下地は専用のものとする)

吸音あなあきせっこうボード(GB-P)

○ 6.0

※ 1.2

表19.7.1によるＪＩＳ規格品とする

板面の品質

規　　格　、　厚　さ（㎜）等

※

化粧加工の方法

接着工法

工　　　法

○

Ａ種

Ｂ種

○ Ｃ種

 種 別

接着工法のフローリング裏面の 合成樹脂発泡シート※ ○＿＿＿＿＿

けい酸カルシウム板(0.8FK      )

1 家具、ﾕﾆｯﾄ等の

2 フリーアクセス

(20.2.2)

フロア

揮発性有機化合物

対策

4 移動間仕切

(20.2.4)

3 可動間仕切

(20.2.3)

5 トイレブース

(20.2.5)

20

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

階段滑り止め 材種

形状

取付工法

ステンレス製（SUS304）

ビニルタイヤ入り

※ 接着工法 ○ 埋込み工法

あり （ ビニル ○ SUS304 ）両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ

○

○ ○

幅 約35mm○ ○○

○

スロープ及びボーダー

コンセント等の取付け

配線用取出し用開口

空調用吹出しパネル

※

※

※

○

製造所の標準仕様

製造所の標準仕様

対応品又は工場加工品

あり （ ※ 固定式 

○

○ 可変式 施工箇所は図示 ）

※

収納家具その他ユニットに使用する材料で、合板、化粧合板、MDF等の

収納家具その他ユニットに使用する合板等の接着剤

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

※

※

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

○

○

含まれる可塑剤 ※ ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもの ○

※ 建設技術評価制度｢耐震型ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの開発｣の技術評価を取得した製品とする｡

寸法

(㎜)

フロア

高さ(㎜)

施　工　箇　所 所定荷重 帯電防止 漏えい

抵抗性能

耐震性能

表面仕上げ材の品質、規模等は、標仕１９章内装工事による。

図示による

（コンセント本体は別途設備工事）

（施工箇所は図示）

パネル圧接装置の操作方法パネル表面材・仕上パネル操作方法による種類

あと施工アンカー

引抜耐力試験 ※ 行う

○

○

パネル式

スタッド式

ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式 ○

表　面　仕　上

アクリル樹脂焼付

メラミン樹脂又は

構成基材

ﾊﾟﾈﾙ内に取付ける建具

寸 法  ・  形 状遮 音 性

材質 寸法

表面材 メラミン樹脂系化粧板 ○ ポリエステル樹脂系化粧板

構 造 形 式

種　　　　　　　　　　類

○

パネル材料のホルムアルデヒト放散量　F☆☆☆☆

遮音性

耐荷重性能

耐衝撃性能

ローリングロード性能

耐燃焼性能

フリーアクセスフロアの試験方法

○

○

○

○

幅木型 ○ 足金物型脚部 ※

パネル材料のホルムアルデヒト放散量　F☆☆☆☆

ドアエッジの材質 ○トイレブース製造所の仕様による。※

ブラインド

20

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

ロールスクリーン

カーテン

 

定礎

旗竿受金物

カーテンレール

カーテンボックス

ブラインドボックス

掲示板

収納家具(木製)

鋼製書架及び棚

くつふきマット

案内板（館内、各階、便所）

○

５

外国語表現

寸 法（㎜）

○

材　　　　質

○

○

行う

600×600

色

○

（

角太ゴシック

丸

○

○

英語

100×600

書　　　体

○

○

○

200×200

シルク印刷

○

○

○

）

平付型

持出型

取付け形式

図示による

厚さ(mm)

アクリル板

アルミ板

○ ○ ○ ○

　印刷等の種別

館名板等

品質・規格

操作方法

幅及び高さ

スクリーンの材種

品質・規格

○ スプリング式

○

○ ○ 電動式コード

形 式

横形 ※

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

○ 縦形

ギヤ式

○ コード式

種　　類

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ※25

○80

○

○35

100

○

○

ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄ幅（㎜）

○

※ ２本操作コード式

１本操作コード式

※

○

ﾎﾞｯｸｽ･ﾚｰﾙの材質

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ

取付箇所
形　　　式 開閉操作方法

引分片引ﾀﾞﾌﾞﾙｼﾝｸﾞﾙ 電動 ひも引 手引

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○○○○○

○○○○○

○○○○○

種別・品質・特殊加工等

ひだの種類

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 鋼製

カーテン用　れ地のき

合金製

○

○

○

銅版製　寸法 400×300×60

銅板製 両面文字掘込共 寸法Ｂ４版 厚さ５㎜

御影石 文字掘込共 寸法 450×600×30

○

○

○

定礎箱

定礎銘板

定礎石

）箇所１箇所市販品（ステンレス鋼（SUS304）※

品質・規格

材種

○ ガラス繊維製 ○ 木製

材種 ※ アルミニウム

形状 ○ Ｃ型 ○ Ｄ型 角型※

※ 10-90

○

強さによる区分

製又はアルミニウム合金の押し出し成形材製 ○ ステンレス製

○○ 仕上げ ※ アルマイト

品質・規格

なし

あり

○なし

あり

○

表面の材質枠　の　材　質

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

○

○

屋外

屋内

○

○

照明器具 施　錠

○

○

○ ○

品質・規格

品質・規格

ステンレス製（SUS304)（受枠とも）○

ゴム製（ステンレス製（SUS304）受枠）

硬質アルミニウム合金（受枠とも）

塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製（SUS304）受枠）

○

○

○材種

下敷き材 ※ JIS L 3204(反毛フェルト)の　　　　　　呼び厚さ8㎜

○

見切り、押さえ金物 材質、形状等 ※

第２種２号

図示による ○

○ タイルカーペット

種別 パイル形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜)

※ ※ ループパイル ※ 500×500 ※ 6.5

タイルカーペットの敷き方 平場部分 ※ 市松敷き ○

階段部分 ※ 模様流し ○

施　工　箇　所

 種一

○二種

合成樹脂塗り床

(19.4.2)

(19.4.3)

11

弾性ウレタン樹脂系塗床材

※ 平滑仕上げ 防滑仕上げ ○ つや消し仕上げ

塗厚（㎜）

エポキシ樹脂系塗床材

厚膜型塗床材

○ 樹脂モルタル仕上げ ○ 平滑 ○ 防滑 ）

薄膜型塗床材

○ エポキシ樹脂系塗床材

○

薄膜流し  べ仕上げ

厚膜流し  べ仕上げ （ ○ 平滑 ○ 防滑 ）

(

の

の

フローリング張り

(19.5.2)

12

１等

１等

ボード

単層フローリング

○ フローリング

○ フローリング ○

(表19.5.1)～(表19.5.6)

防水処理足金物付

備　　　考

ブロック

種 類

15

○

厚さ(mm)樹　種

※ なら

○

○

○

○

○

○8

○

○ 接着工法

○ 接着工法

○

○

釘留め工法

根太張り工法

直張り工法

工　　　法大きさ

※ なら

○

○表19.5.1

表19.5.4

○表19.5.5

15

12

8

断熱・防露

(19.9.2)

(19.9.3)

18 材　　　　　　　　　　料

○

○

○

※ 開口部等補修用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量はJISで定めるＦ☆☆☆☆とする

※ 特定フロンを使用しないものとする。

発泡工法

断熱材現場 Ａ種１

(難燃性を有するものとする)

打込み工法

断熱材 mm

断熱材厚さ

そ　　の　　他

mm

吹付け厚さ
JIS A 9526

○○

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

JIS A 9521

合板類の張付け (表19.7.3)○ Ａ種 ※ Ｂ種

せっこうボードの目地処理 (表19.7.5)目透かし ○ 突付け ○ 継目処理

壁紙張り

(19.8.2)

(19.8.3)

16 ※ 図示による

(表18.2.7)

素地ごしらえ モルタル及びプラスター面 ○ Ａ種 ※ Ｂ種

○ Ａ種 ※ Ｂ種コンクリート面 (表18.2.5)

せっこうボード面

○ Ａ種 ※ Ｂ種

Ａ種 Ｂ種目地継目処理工法の場合 (表18.2.7)

(表18.2.4)

※ ○

突付け・目透し工法の場合

品　質　・　規　格防火性能

○ 下表による

施　行　箇　所

防火性能・種類・規格・施工箇所

天井廻り縁17 材質 アルミニウム製 塩化ビニル製

8 黒板及び

ホワイトボード

9 鏡

表示・標識10

○ 黒板 ※

○

焼付け ※

○

※

色彩

緑

黒

白

○

○

○

○

曲面

スクリーン付引分け

曲面

スクリーン付引分け

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

備　　　　考

ほうろう白板

○

○

○

ほうろう黒板

区　　分 種　　類

鋼製黒板

額縁金属

品質・規格

※ アルミ製 （表面処理の種別 ※ Ｂ－２ ○ Ｂ－１ ）

厚さ（㎜） ※５ ○

衝突防止表示

法令に基づく表示

室名札

ピクトグラフ（便所、車いす、階段等）

○

○

５

外国語表現

寸 法（㎜）

５

寸 法（㎜）

○

○

材　　　　質

材　　　　質

○

○

○

行う

50×250

○

150×150

色

シルク印刷

○

（

角太ゴシック

丸

○

○

英語

60×250

○

書　　　体

○

平付型

持出型

取付け形式

○

○

○

シルク印刷

備

○

○

）

平付型

持出型

取付け形式

考

※

○

※

図示

なし

）

図示による

図示による

厚さ(mm)

厚さ(mm)

アクリル板

アルミ板

アクリル板

アルミ板

非常用進入口表示等は消防法に適合する市販品とし、その他は標準詳細図による。

○ ○○ ○

○

○

○○

による（ 市販品 ○ステンレス製 径 30 mm○

印刷等の種別

　印刷等の種別

(20.2.7)

(20.2.9)

(20.2.10)

(20.2.11)

(20.2.14)

(20.2.15)

(20.2.16)

(20.2.16)

○つづり縫い

○ 根太張り工法

○ 直張り工法

○

不陸緩和剤

衝撃緩和畳（畳表　○C1　○C2）

,1.0FK

天井のﾎﾞｰﾄﾞ類（ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板を除く）の重ね張りを行う場合　※図示による

突付け工法及び目透かし工法のエッジの種類　○ベベルエッジ　○スクエアエッジ

6 てすり

(20.2.6)○ステンレス製SUS304　※HL程度　○＿＿＿＿＿

材料及び表面処理 施工箇所

手すりの握り部分

○

○ ステンレス製　（SUS304　ＨＬ仕上）

ビニル製ハンドレール 

径

径

㎜

㎜

（仕様は金属工事参照）

○径 ㎜※ 丸型　 平型　 ㎜幅

○ クリアラッカー仕上げ集成材

7

(20.2.12)

11 タラップ

12 煙突ライニング

(20.2.13)

材種　※ステンレス製SUS04（表面処理　※研磨なし　○＿＿＿）

○亜鉛めっき（表面処理　※C種）

○＿＿＿＿＿

適用安全使用温度　※４００℃　　○６５０℃

工法　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

合成，天然繊維製

つまみ
箱
片 ﾌﾟﾚｰﾝ

暗幕用のカーテンの両端、上部及び召合わせの重なり　※300mm以上　○＿＿＿

○アルミニウム製　押し出し型材（市販品）

種別　（表14.2.1）による種別　○BC-1種　○BC-2種

色合い　○標準色（　　　）　○特注色（　　　）

13

14

15

16

17

18

19

20

21

27

28

～(19.5.6)

○ ○ ○

18

12

10

図示による

●

● 9.5(準不燃)

●

●Ａ種ＩＨ

●

○15(不燃)○12.5(不燃) 9.5(不燃)

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

●

〇

カウンター

洗面カウンター

流し台ユニット

非常用救助袋等

鍵箱

品質・規格

材　　　種

奥行き（㎜）

○

○

メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）

約450 ○ 約600 ○

人工大理石（品質　図示）○

垂直式○傾斜式○

垂直降下式緩下機は消防法に基づく国家検定に合格したものとする。

品質・規格

形式

※

120 個）（組用）○○

差込式○

60○30

釣下式

○

※

（

形式市販品

○

○

○

○

○

流し台

コンロ台

吊戸棚

水切り棚

部品寸法（㎜）

○

○

○

○

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

トラップ付き 

バックガード有り

高さ 約500 ㎜  

ステンレス製１段式

種　　　類 規　　　格 仕　　　様

22

23

24

25

26

○

○

○

○

○

○

○ 8.0

ロックウール化粧吸音板(DR)○

○

○

○

○

○

○

○ (　○ 平滑　　○ 防滑 )

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

25

○

○

○鋼製　亜鉛めっき　外部　○＿＿＿　内部　○＿＿＿

○アルミニウム製　○＿＿＿＿＿

○

○○

材種　○集成材（仕上げ：　　　　）

○鋼製（仕上げ：　SOP　）

溝幅×深さ(mm)　○90×150　○120×80　○120×150　○150×80　○図示

○

宇治西小倉学園東門周辺整備工事



○

担
　
当

設
　
計 図面名称

工事名称

縮尺

図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
第　１　回

第　３　回

第　２　回

第　４　回廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

A－008

A3:　－
A1:　－

特記仕様書（８）

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章

20

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

1

21

排

水

工

事

旗ポール

間知石及びｺﾝｸ

ﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ

(20.4.2)

(20.4.3)

敷地境界石標

車止め

フェンス

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ

(20.3.2)

材　種　（表21.2.1） 　　管　の　種　類

遠心力鉄筋コンクリート管○ ※ １種

ＶＰ ○ ＶＵ

○ ＲＳ－ＶＵ

○ ＤＶ

基床の厚さ呼び径

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手

外圧管( )

○○ ＶＵ継手

アルミニウム合金

固 定 方 法

ベース式

埋込式

○

○

ロープ式

ハンドル式

○

※

　操 作 方 法

○

○

８

６

○

○

　地上高さ（ｍ）

同一断面型

テーパー型

形　　　　式

○

※

材　　　　質

○

※ １０

間知石の材種

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ブロック

地業の材料

練積みの工法

伸縮目地材の材種、厚さ

※

花こう岩

面の形状

質量区分

再生クラッシャラン

谷積み

○

○

○

長方形

ブロックＡ

○ 布積み

○

○

正方形

（

○

目塗り

ブロックＢ 

○ 六角形

○ 行う ）

○ Ｈ型

種別 ○ 花こう石類（文字記号入り） ※

上下式鎖内蔵型

（ ○ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ付き ） ○

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

○

φ76.3 t=2.0

φ114.3 t=2.5 

柱径・肉厚（㎜）

○

GL+700

GL+850

高さ（㎜）

○

亜鉛めっき

ビニル被覆

表　面　仕　上　等

○ 樹脂塗装

○

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

○

○

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ ○

○

片開き

両開き

門扉の仕様

基礎 無筋コンクリート造３５０×３５０　H２５０程度

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ製（市販品）

形　　　　式 材　　　　質

種　　　　　　　類

○

※

○ ○ ○○

○

補強鉄線 ○

○

径 ×(mm) 網目寸法

コンクリートの設計基準強度

※

○

配筋 ※

○

取付け方法 ※ 図示による ○

JIS G 3532 の普通鉄線

JIS G 3551 の溶接金網

水セメント比 55%以下、単位セメント量の最小値300kg/m3

を満足する調合強度

配筋を定めた計算書を監督職員に提出する

品質・規格

1 路床

(22.2.3)

(22.2.5)

(22.2.2)

22

舗

装

工

事

3 アスファルト舗装

(22.4.2)

～(22.4.6)

5 カラー舗装

～(22.7.6)

6 透水性舗装 

(22.7.2)

(22.6. )

～(22.6. )4

2

2 路盤

(22.3.3)

(22.3.5)

(22.3.2)

路床の構成

○凍上抑制層 厚さ ○ ○図示による

カラー舗装の種類

※ アスファルト舗装 ※ 顔料混入加熱アスファルト混合物

再生加熱アスファルト混合物の種類

区分

表層 密粒度アスファルト混合物（13) ※ 密粒度アスファルト混合物（13F)  

○ 細粒度アスファルト混合物（13）

舗　装　の　種　類 表層(mm) 基層(mm)

アスファルト

一般地域 ○ 寒冷地域

ストレートアスファルト

（ ）

行わない○行う※

行わない※行う○

種　　　　　　　　　　　　　類 配合その他

図示による

常温系ニート工法○

常温系塗布工法○

部　位

着色部の下部 ○ コンクリート舗装

舗装構成及び厚さ

表層の厚さの試験

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験

施工

材料

○ ○ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ（CS-40) 

路盤締固め度の試験 行う

路盤の厚さ

※

再生クラッシャラン（RC-40,30,20)　

クラッシャラン（C-40,30,20）

盛土に用いる材料 ○ Ａ種 ※ Ｂ種 Ｃ種 ○ Ｄ種 (表3.2.1)

路床安定処理用材料 ※ 添加材料による安定処理 (表22.2.2)

種　類 ○ 地盤改良材 （ ） ○ 高炉ｾﾒﾝﾄＢ種

○ 普通ポルトランドセメント ○ 生石灰　特号 ○ 生石灰　１号

○ フライアッシュセメントＢ種 ○ 消石灰　特号 ○ 消石灰　１号

添加量

路床土の支持力比(CBR)試験 ○ 行う （ ※ 乱した土 ○ 乱さない土）

路床締固め度の試験 行う ○ 行わない

透水性舗装 フィルター層の厚さ 車道部

歩道部

路床安定処理 ○ 行う 行わない

※ (埋戻し部、盛土部)

図示による

図示による ○ 150mm

○ 50mm

○

○

㎏/m3

ブロック系舗装

(22.8.2)

(22.8.3)

7

白線引き

砂利敷き8

9

(22. .2)9

22

舗

装

工

事

６０

目　　　地

モルタル

砂

○

※

厚さ（㎜）

○

※

寸 法（㎜）

３００角

○○擬石(S) 

カラー平板(C)

○洗出平板(W) ○

普通平板(N)

コンクリート平板舗装

※

○

○

種　　　　　　　　類

部位 形状寸法(mm)

○

○

－

※ 3.0

※ 5.0

○

○

曲げ強度
(N/mm2)

○

インターロッキングブロック舗装

品質・規格

品質・規格

○○ 15幅（㎝）ペイント式  溶融式○種　類

Ｂ種

Ｂ種

※Ａ種

Ａ種

○

※

下敷きの使用材料は再生クラッシャランとする※

建物周囲その他

通　  路

基層の厚さ(㎜)

○ ○ ○ｺﾝｸﾘｰﾄ版

○ｱｽﾌｧﾙﾄ
　混合物

○ ※ 70

※ 50

○

○

形状寸法(㎜)

クッション材 ※ 砂

クッション材 ※ 砂 ○ 空練りモルタル

舗石舗装○

※ 80

※ 60

植生ブロック○

厚さ(㎜)

○ 60

○

○ 80

※ 80

○ 100

※

種　　　　類 色彩及び表面加工等

標準品 ※

歩行者
用通路

車路普通

花崗岩

○

うろこ張り80～100 

○

厚さ(㎜) 工　法 基　層種　　類

○

品質・規格

○クッション材 ※ 砂 空練りモルタル

5

(23.5.2)

～(23.5.4)

屋上緑化

等

(23.4.3)

(23.4.2)芝4

材料

(23.3.2)

樹木の種類等2

(23.3.2)

支柱材、幹巻き用3

23

植

栽

及

び

屋

上

緑

化

工

事

1 植栽基盤整備

(23.2.2)

(23.2.3)

6

芝等の枯補償

(23.3.4)(23.3.6)

新植、移植樹木、

(23.5.5)(23.4.7)

り見切　材

○

図示による

コウライシバ

ノシバ

材料

から松(皮はぎ)

○

○

○ひのき○

加圧式防腐処理丸太

竹

※

※

○杉(焼き丸太)

防腐処理方法

形式

※

設置する○

○ 設置しない

(

設置しない

設置する

○

○かん水装置 )

排水層 板状成形品

人工軽量土○

○

改良土

軽量骨材

※

屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ

土壌層

屋上緑化ｼｽﾃﾑ

○

○

(厚さ      )

(厚さ      ) (厚さ      )

※ 図示による

セダム類○

○

○

芝・地被類の種類

備　　考

下表による

数　　量

○図示による※

寸　　法種　　類

樹木の種類、寸法、数量等

○

)

)

プラグ苗○ふるい○

○

○

カット

目地張り

目地張り

○

※

※

(

(

(

)

ﾏﾙﾁﾝｸﾞ材

舗装材○

○

○

○

支柱材

植栽基盤に浸透した雨水の排水

株/㎡単位面積当たりの株数

径芽立数

種類

種子の量

洋芝類※種子の種類 ○

こもわら ○

芝

吹付けは種

地被類

※ ○

盛土法面切土法面平地

目地張りコウライシバ

ノシバ

筋芝張り

○

芝　張　り　の　工　法

べた張り

○

※

○

※

種　　　　　別

○

備　　考

下表による

数　　量

○図示による※

寸　　法種　　類

樹木の種類、寸法、数量等

○

ひのき○

○

加圧式防腐処理丸太

竹

※

○

幹巻き用テープ

杉(焼き丸太)

※

防腐処理方法

形式

※

幹巻用材料 

支柱材

植込み用土 ※ 現場発生土の良質土 ○ 客土 （ 畑土 ○ 黒土 ）

土壌改良材

施工箇所

行う （

※

パーク堆肥

植込み部分

○ ）下水汚泥ｺﾝﾎﾟｽﾄ

※ 工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤

高からを有効土層とする。 ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画

地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

※ 行う

樹木の樹高

12ｍ以上

 3ｍ未満

芝、地披類

有効土層の厚さ（㎝）

※

工　　　　法

※

○

○

○

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

○

※

○

○

※

植込み部分

葉張りの範囲

図示

植栽範囲

(樹高7m以上)

整　備　範　囲

○

※ 100 ○ 120 ○ 150

※ 80 ○ 100

※ 60 ○ 80

※ 50 ○ 60

※ 20

 7～12ｍ未満

 3～ 7ｍ未満

○

○○

年引渡しの日から○引渡しの日から１年※

種 類 　　適  用  荷  重 （安全荷量）

○ 水封形 ○ 密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ･ﾊﾟｯｷﾝ式） ○ T- 2用（5KN） ○ T-6用(115KN)

○ 中蓋付密閉形 ○ 簡易密閉形(ﾊﾟｯｷﾝ式） ○ T-20用（50KN）

鋼鉄製マンホールふたの種類

種 　　類 材　　　質 形 　　式 適用荷重 タイプ 上面形状

○ 溝ふた用 受枠 ※ なし ○ 歩行用 ○ 普通目 ○ 平形

○ 桝ふた用 ｽﾃﾝﾚｽ製 ○ あり ○ T- 2用 ※ 細目 ※ 凹凸形

○ 嵩上げ用 ○ 図示 ○ T- 6用

Ｕ字溝用 ボルト固定※ なし ○ T-14用

T-20用

グレーチングふた

縁石 (21.3.1)歩車道境界ブロックのJIS による呼び名 ※ Ａ ○

地先境界ブロックのJIS による呼び名 ○ Ａ ○ Ｃ ○

砂利地業の厚さ ※ 100mm ○

コンクリート側溝

(21.3.1)

(21.2.1)

○ 250A ※ 250B ○

○ 250A ※ 250B ○

鉄筋コンクリートＵ形のJIS による呼び名 ○ 240 ○ 300A ○ 360A

現場打ちコンクリートの設計基準強度 Ｆc(N/㎜２） １８

鉄筋コンクリートL形のJIS による呼び名

コンクリートL形のJIS による呼び名

※

スランプ(cm) １５ ○

○

○１８

現場打の鉄筋 種類の記号 ※ SD295A○

アスファルト混合物の抽出試験 ○ 行う ※ 行わない

アスファルト締固め度、厚さの試験 ※ 行う ○ 行わない

4 コンクリート舗装

(22.5.2)

～(22.5.6)

早強セメント ※ 使用しない ○ 使用する

※ 低弾性タイプ ○ 高弾性タイプ

コンクリート版厚さの試験

目地

種類 突合せ目地 ○ 伸縮調整目地 ○

間隔 ○ 5m程度ごと ○ 3m程度ごと ○

注入目地材料

構成

の種類コンクリート スランプ(cm)厚さ(mm)部 位 設計基準強度(N/㎡)

行う※

4m程度ごと

収縮目地

29

30

31

32

33 さく

34

屋外雨水排水

(21.2.1)

(21.2.2)

2

(21.2.1)

鋳鉄製ふた

(21.2.1)

3 グレーチング

4

5

(21.3.2)

○バンド式

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　○＿＿＿＿＿

砂地業に用いる材料　○シルト　○山砂　○川砂　○砕砂

○現場打ちの場合のコンクリート材料　　設計基準強度　※18N/mm2　○＿＿＿

スランプ　※15cm　又は　18cm　○＿＿＿

○現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295

○現場打ちの場合の足掛け金物　※（21.2.2(6)(ｵ)）

材質　○ステンレス製　○鋼製　○合成樹脂被服加工されたもの
○ 凍上抑制層に用いる材料 ○ 砂(　　　　　　　　)○ 砂の粒度試験 ○

積み

○ 凍上抑制層に用いる材料 ○ 砂(　　　　　　　　)○ 砂の粒度試験

（CBR　○3以上　○＿＿＿）

○透水性平板(P)　　○保水性平板(M)

ﾌﾞﾛｯｸ(N)

透水性ﾌﾞﾛｯｸ(P)

○保水性ﾌﾞﾛｯｸ(M)

排水孔

「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造体力上の安全性を確かめるため

の構造計算の基準を定める件」（平成12年5月31日　建設省告示第1458号）に基づく風

圧力に対応した工法

○図示による　○＿＿＿＿＿

● 図示

●

●

図示による

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

再生アスファルト

○

○ 自然石

○

※ 適用しない

石油樹脂（添加量　　　　）

適用する○

ｱｽﾌｧﾙﾄ○

着色骨材○

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験

結合材

mm舗装の厚さ

○

○

車路

歩行者

用通路

添加材

※ 加熱系ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

図示による

○

○ ○ 図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による○暗きょ　 ○開きょ　 ○排水層 　○竪穴排水　 ●

使用量　植栽基盤１㎡あたり　●＿＿＿

●

●

●

●

図示による

図示による

図示による

図示による

○ ○

○

○ ○

○

図示による

●

● ●

●

●

○○

○

○

○

○ 図示による

○ 図示による

○

○

図示による

●

●合金めっき

○ ○

側塊の形状及び寸法　○図示による　○＿＿＿＿＿

排水桝の種類　○図示による　＿＿＿＿＿

砂利地業に用いる材料　○再生クラッシャラン　○切込砂利または切込砕石

●あり●

鋳鋼製

○

●

●

○

○

●

● アスファルト舗装

普通コンクリート 歩道部 21 8100

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

朝日スチール工業株式会社　同等品以上



伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町

八幡荘宇治線八幡荘宇治線八幡荘宇治線八幡荘宇治線八幡荘宇治線八幡荘宇治線八幡荘宇治線

西小倉幼稚園西小倉幼稚園西小倉幼稚園西小倉幼稚園西小倉幼稚園西小倉幼稚園西小倉幼稚園

遊田第一児童公園遊田第一児童公園遊田第一児童公園遊田第一児童公園遊田第一児童公園遊田第一児童公園遊田第一児童公園

遊田第二児童公園遊田第二児童公園遊田第二児童公園遊田第二児童公園遊田第二児童公園遊田第二児童公園遊田第二児童公園

伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町伊勢田町

宇治市立南小倉小学校宇治市立南小倉小学校宇治市立南小倉小学校宇治市立南小倉小学校宇治市立南小倉小学校宇治市立南小倉小学校宇治市立南小倉小学校

井川井川井川井川井川井川井川

NNNNNNN

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052

532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011 担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号 設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦 付近見取図付近見取図付近見取図付近見取図付近見取図付近見取図付近見取図
A3：1/2500A3：1/2500A3：1/2500A3：1/2500A3：1/2500A3：1/2500A3：1/2500

A1：1/1250A1：1/1250A1：1/1250A1：1/1250A1：1/1250A1：1/1250A1：1/1250

工事用車両工事用車両工事用車両工事用車両工事用車両工事用車両工事用車両
仮設橋仮設橋仮設橋仮設橋仮設橋仮設橋仮設橋

A-009A-009A-009A-009A-009A-009A-009

宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

宇治西小倉学園宇治西小倉学園宇治西小倉学園宇治西小倉学園宇治西小倉学園宇治西小倉学園宇治西小倉学園

宇治市伊勢田町遊田7番地1宇治市伊勢田町遊田7番地1宇治市伊勢田町遊田7番地1宇治市伊勢田町遊田7番地1宇治市伊勢田町遊田7番地1宇治市伊勢田町遊田7番地1宇治市伊勢田町遊田7番地1



井川井川井川井川井川井川井川

府道八幡荘宇治線府道八幡荘宇治線府道八幡荘宇治線府道八幡荘宇治線府道八幡荘宇治線府道八幡荘宇治線府道八幡荘宇治線

遊田第１児童公園遊田第１児童公園遊田第１児童公園遊田第１児童公園遊田第１児童公園遊田第１児童公園遊田第１児童公園

遊田第２児童公園遊田第２児童公園遊田第２児童公園遊田第２児童公園遊田第２児童公園遊田第２児童公園遊田第２児童公園

▼道路境界線▼道路境界線▼道路境界線▼道路境界線▼道路境界線▼道路境界線▼道路境界線

▼隣地境界線
▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線
▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線

▼隣地境界線
▼隣地境界線
▼隣地境界線
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▲隣地境界線▲隣地境界線▲隣地境界線▲隣地境界線▲隣地境界線▲隣地境界線▲隣地境界線
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北門北門北門北門北門北門北門

受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽
ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室

農 具 庫農 具 庫農 具 庫農 具 庫農 具 庫農 具 庫農 具 庫
ストックヤードストックヤードストックヤードストックヤードストックヤードストックヤードストックヤード

屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア
菜園菜園菜園菜園菜園菜園菜園防災用防災用防災用防災用防災用防災用防災用

マンホールトイレマンホールトイレマンホールトイレマンホールトイレマンホールトイレマンホールトイレマンホールトイレ

12.8412.8412.8412.8412.8412.8412.84

12.5812.5812.5812.5812.5812.5812.58

12.7612.7612.7612.7612.7612.7612.76

12.6312.6312.6312.6312.6312.6312.63

12.5312.5312.5312.5312.5312.5312.53

12.3412.3412.3412.3412.3412.3412.34
12.4412.4412.4412.4412.4412.4412.44 12.4212.4212.4212.4212.4212.4212.42

12.3712.3712.3712.3712.3712.3712.37

12.3012.3012.3012.3012.3012.3012.30

12.20712.20712.20712.20712.20712.20712.207

12.3812.3812.3812.3812.3812.3812.38

12.3812.3812.3812.3812.3812.3812.38

12.3012.3012.3012.3012.3012.3012.30

12.3212.3212.3212.3212.3212.3212.32
12.3312.3312.3312.3312.3312.3312.33

12.2812.2812.2812.2812.2812.2812.28

12.3512.3512.3512.3512.3512.3512.35

13.3513.3513.3513.3513.3513.3513.35

12.3012.3012.3012.3012.3012.3012.30

12.3312.3312.3312.3312.3312.3312.33
(12.01)(12.01)(12.01)(12.01)(12.01)(12.01)(12.01)

12.2812.2812.2812.2812.2812.2812.28

12.4212.4212.4212.4212.4212.4212.42

12.3812.3812.3812.3812.3812.3812.38

12.3812.3812.3812.3812.3812.3812.38

12.4312.4312.4312.4312.4312.4312.43

12.4312.4312.4312.4312.4312.4312.43

12.4712.4712.4712.4712.4712.4712.47

13.0613.0613.0613.0613.0613.0613.06

特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟

昇降口棟昇降口棟昇降口棟昇降口棟昇降口棟昇降口棟昇降口棟

管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟

南教室棟南教室棟南教室棟南教室棟南教室棟南教室棟南教室棟

北教室棟北教室棟北教室棟北教室棟北教室棟北教室棟北教室棟

S
SS
S
S
S
S
S S
S
S
S
S
S

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60
12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 58
12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 6812. 6812. 6812. 6812. 6812. 6812. 68

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60
12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 50

12. 3512. 3512. 3512. 3512. 3512. 3512. 35

12. 3912. 3912. 3912. 3912. 3912. 3912. 39

12. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 55

12. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 55

12. 2012. 2012. 2012. 2012. 2012. 2012. 20

12. 1812. 1812. 1812. 1812. 1812. 1812. 18

12. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 50
12. 3512. 3512. 3512. 3512. 3512. 3512. 35

12. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 58 12. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 58

12. 3512. 3512. 3512. 3512. 3512. 3512. 35

12. 2012. 2012. 2012. 2012. 2012. 2012. 20

12. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 50

12. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 5012. 50

12. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 55

12. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 58

12. 5312. 5312. 5312. 5312. 5312. 5312. 53

12. 5412. 5412. 5412. 5412. 5412. 5412. 54

12. 5912. 5912. 5912. 5912. 5912. 5912. 59

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 5812. 58

12. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 55

12. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5712. 5712. 5712. 5712. 5712. 5712. 57

12. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 6012. 60

12. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 5512. 55

校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟 中庭中庭中庭中庭中庭中庭中庭

アリーナ棟アリーナ棟アリーナ棟アリーナ棟アリーナ棟アリーナ棟アリーナ棟

光庭光庭光庭光庭光庭光庭光庭 室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場室外機置場

屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア屋外運動エリア

12.3012.3012.3012.3012.3012.3012.30

9.929.929.929.929.929.929.92
10.1110.1110.1110.1110.1110.1110.11 10.2610.2610.2610.2610.2610.2610.26 10.2410.2410.2410.2410.2410.2410.24 10.2710.2710.2710.2710.2710.2710.27

▼敷地境界線▼敷地境界線▼敷地境界線▼敷地境界線▼敷地境界線▼敷地境界線▼敷地境界線

サブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンド
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凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例

工事車両ルート工事車両ルート工事車両ルート工事車両ルート工事車両ルート工事車両ルート工事車両ルート

※特記仕様※特記仕様※特記仕様※特記仕様※特記仕様※特記仕様※特記仕様

・本仮設計画は基本方針を示したもので、これを基本として受注者において、構造及び・本仮設計画は基本方針を示したもので、これを基本として受注者において、構造及び・本仮設計画は基本方針を示したもので、これを基本として受注者において、構造及び・本仮設計画は基本方針を示したもので、これを基本として受注者において、構造及び・本仮設計画は基本方針を示したもので、これを基本として受注者において、構造及び・本仮設計画は基本方針を示したもので、これを基本として受注者において、構造及び・本仮設計画は基本方針を示したもので、これを基本として受注者において、構造及び

　施工方法を十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置すること。　施工方法を十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置すること。　施工方法を十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置すること。　施工方法を十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置すること。　施工方法を十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置すること。　施工方法を十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置すること。　施工方法を十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

・本工事関係車両(通勤車両含む)は、周辺道路に駐車待機させないものとする。・本工事関係車両(通勤車両含む)は、周辺道路に駐車待機させないものとする。・本工事関係車両(通勤車両含む)は、周辺道路に駐車待機させないものとする。・本工事関係車両(通勤車両含む)は、周辺道路に駐車待機させないものとする。・本工事関係車両(通勤車両含む)は、周辺道路に駐車待機させないものとする。・本工事関係車両(通勤車両含む)は、周辺道路に駐車待機させないものとする。・本工事関係車両(通勤車両含む)は、周辺道路に駐車待機させないものとする。

　万一損傷させた場合は、請負者の責任により、復旧すること。　万一損傷させた場合は、請負者の責任により、復旧すること。　万一損傷させた場合は、請負者の責任により、復旧すること。　万一損傷させた場合は、請負者の責任により、復旧すること。　万一損傷させた場合は、請負者の責任により、復旧すること。　万一損傷させた場合は、請負者の責任により、復旧すること。　万一損傷させた場合は、請負者の責任により、復旧すること。

・敷地の周辺に対する、防音及び粉塵の飛散等に配慮した施工計画とすること。・敷地の周辺に対する、防音及び粉塵の飛散等に配慮した施工計画とすること。・敷地の周辺に対する、防音及び粉塵の飛散等に配慮した施工計画とすること。・敷地の周辺に対する、防音及び粉塵の飛散等に配慮した施工計画とすること。・敷地の周辺に対する、防音及び粉塵の飛散等に配慮した施工計画とすること。・敷地の周辺に対する、防音及び粉塵の飛散等に配慮した施工計画とすること。・敷地の周辺に対する、防音及び粉塵の飛散等に配慮した施工計画とすること。

・工事車両の出入りに際して、前面道路を汚さないように対処するとともに、・工事車両の出入りに際して、前面道路を汚さないように対処するとともに、・工事車両の出入りに際して、前面道路を汚さないように対処するとともに、・工事車両の出入りに際して、前面道路を汚さないように対処するとともに、・工事車両の出入りに際して、前面道路を汚さないように対処するとともに、・工事車両の出入りに際して、前面道路を汚さないように対処するとともに、・工事車両の出入りに際して、前面道路を汚さないように対処するとともに、

　敷地出入り及び工事敷地内は最徐行にて走行すること。　敷地出入り及び工事敷地内は最徐行にて走行すること。　敷地出入り及び工事敷地内は最徐行にて走行すること。　敷地出入り及び工事敷地内は最徐行にて走行すること。　敷地出入り及び工事敷地内は最徐行にて走行すること。　敷地出入り及び工事敷地内は最徐行にて走行すること。　敷地出入り及び工事敷地内は最徐行にて走行すること。

・車両進入経路の選定にあたっては、本敷地に至る道路状況を十分に調査のうえ、・車両進入経路の選定にあたっては、本敷地に至る道路状況を十分に調査のうえ、・車両進入経路の選定にあたっては、本敷地に至る道路状況を十分に調査のうえ、・車両進入経路の選定にあたっては、本敷地に至る道路状況を十分に調査のうえ、・車両進入経路の選定にあたっては、本敷地に至る道路状況を十分に調査のうえ、・車両進入経路の選定にあたっては、本敷地に至る道路状況を十分に調査のうえ、・車両進入経路の選定にあたっては、本敷地に至る道路状況を十分に調査のうえ、

　所轄警察署、道路管理者と協議を行うこと。　所轄警察署、道路管理者と協議を行うこと。　所轄警察署、道路管理者と協議を行うこと。　所轄警察署、道路管理者と協議を行うこと。　所轄警察署、道路管理者と協議を行うこと。　所轄警察署、道路管理者と協議を行うこと。　所轄警察署、道路管理者と協議を行うこと。

・外部足場に設置する防音シート類は、建物より1m以上高く設置すること。・外部足場に設置する防音シート類は、建物より1m以上高く設置すること。・外部足場に設置する防音シート類は、建物より1m以上高く設置すること。・外部足場に設置する防音シート類は、建物より1m以上高く設置すること。・外部足場に設置する防音シート類は、建物より1m以上高く設置すること。・外部足場に設置する防音シート類は、建物より1m以上高く設置すること。・外部足場に設置する防音シート類は、建物より1m以上高く設置すること。

・道路管理者との必要な協議、申請は請負者の責において行うこと。・道路管理者との必要な協議、申請は請負者の責において行うこと。・道路管理者との必要な協議、申請は請負者の責において行うこと。・道路管理者との必要な協議、申請は請負者の責において行うこと。・道路管理者との必要な協議、申請は請負者の責において行うこと。・道路管理者との必要な協議、申請は請負者の責において行うこと。・道路管理者との必要な協議、申請は請負者の責において行うこと。

・工事用出入口については、交通誘導員を常駐させること。・工事用出入口については、交通誘導員を常駐させること。・工事用出入口については、交通誘導員を常駐させること。・工事用出入口については、交通誘導員を常駐させること。・工事用出入口については、交通誘導員を常駐させること。・工事用出入口については、交通誘導員を常駐させること。・工事用出入口については、交通誘導員を常駐させること。

　マンホール等について損傷なきよう十分養生等の措置を講じること。　マンホール等について損傷なきよう十分養生等の措置を講じること。　マンホール等について損傷なきよう十分養生等の措置を講じること。　マンホール等について損傷なきよう十分養生等の措置を講じること。　マンホール等について損傷なきよう十分養生等の措置を講じること。　マンホール等について損傷なきよう十分養生等の措置を講じること。　マンホール等について損傷なきよう十分養生等の措置を講じること。

・工事使用範囲及び工事用車両進入路内にある、管、舗装、側溝、会所、・工事使用範囲及び工事用車両進入路内にある、管、舗装、側溝、会所、・工事使用範囲及び工事用車両進入路内にある、管、舗装、側溝、会所、・工事使用範囲及び工事用車両進入路内にある、管、舗装、側溝、会所、・工事使用範囲及び工事用車両進入路内にある、管、舗装、側溝、会所、・工事使用範囲及び工事用車両進入路内にある、管、舗装、側溝、会所、・工事使用範囲及び工事用車両進入路内にある、管、舗装、側溝、会所、NNNNNNN
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計 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052

532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011
第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　４　回第　４　回第　４　回第　４　回第　４　回第　４　回第　４　回廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一

一級建築士　大臣登録第235240号一級建築士　大臣登録第235240号一級建築士　大臣登録第235240号一級建築士　大臣登録第235240号一級建築士　大臣登録第235240号一級建築士　大臣登録第235240号一級建築士　大臣登録第235240号
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号

A1:1/400A1:1/400A1:1/400A1:1/400A1:1/400A1:1/400A1:1/400
A3:1/800A3:1/800A3:1/800A3:1/800A3:1/800A3:1/800A3:1/800

設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦

ＧＧＧＧＧＧＧ
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・土の掘削の際に土以外のガラ等が混在していた場合、ふるい作業等を行い、・土の掘削の際に土以外のガラ等が混在していた場合、ふるい作業等を行い、・土の掘削の際に土以外のガラ等が混在していた場合、ふるい作業等を行い、・土の掘削の際に土以外のガラ等が混在していた場合、ふるい作業等を行い、・土の掘削の際に土以外のガラ等が混在していた場合、ふるい作業等を行い、・土の掘削の際に土以外のガラ等が混在していた場合、ふるい作業等を行い、・土の掘削の際に土以外のガラ等が混在していた場合、ふるい作業等を行い、
　分別して処分すること。　分別して処分すること。　分別して処分すること。　分別して処分すること。　分別して処分すること。　分別して処分すること。　分別して処分すること。

夜間進入防止柵［別］夜間進入防止柵［別］夜間進入防止柵［別］夜間進入防止柵［別］夜間進入防止柵［別］夜間進入防止柵［別］夜間進入防止柵［別］

仮設工事計画図仮設工事計画図仮設工事計画図仮設工事計画図仮設工事計画図仮設工事計画図仮設工事計画図

工事用仮設橋［別］工事用仮設橋［別］工事用仮設橋［別］工事用仮設橋［別］工事用仮設橋［別］工事用仮設橋［別］工事用仮設橋［別］

仮囲い：万能鋼板（H＝3,000）※別途工事にて設置仮囲い：万能鋼板（H＝3,000）※別途工事にて設置仮囲い：万能鋼板（H＝3,000）※別途工事にて設置仮囲い：万能鋼板（H＝3,000）※別途工事にて設置仮囲い：万能鋼板（H＝3,000）※別途工事にて設置仮囲い：万能鋼板（H＝3,000）※別途工事にて設置仮囲い：万能鋼板（H＝3,000）※別途工事にて設置

パネルゲート（W＝図示）　※別途工事にて設置パネルゲート（W＝図示）　※別途工事にて設置パネルゲート（W＝図示）　※別途工事にて設置パネルゲート（W＝図示）　※別途工事にて設置パネルゲート（W＝図示）　※別途工事にて設置パネルゲート（W＝図示）　※別途工事にて設置パネルゲート（W＝図示）　※別途工事にて設置

フェンスバリケード（H＝1800）フェンスバリケード（H＝1800）フェンスバリケード（H＝1800）フェンスバリケード（H＝1800）フェンスバリケード（H＝1800）フェンスバリケード（H＝1800）フェンスバリケード（H＝1800）

キャスターゲートキャスターゲートキャスターゲートキャスターゲートキャスターゲートキャスターゲートキャスターゲート

※別途工事にて交通誘導員が常駐。※別途工事にて交通誘導員が常駐。※別途工事にて交通誘導員が常駐。※別途工事にて交通誘導員が常駐。※別途工事にて交通誘導員が常駐。※別途工事にて交通誘導員が常駐。※別途工事にて交通誘導員が常駐。

別途工事の休工日に施工を行う際は、別途工事の休工日に施工を行う際は、別途工事の休工日に施工を行う際は、別途工事の休工日に施工を行う際は、別途工事の休工日に施工を行う際は、別途工事の休工日に施工を行う際は、別途工事の休工日に施工を行う際は、

本工事にて交通誘導員を配置する事。本工事にて交通誘導員を配置する事。本工事にて交通誘導員を配置する事。本工事にて交通誘導員を配置する事。本工事にて交通誘導員を配置する事。本工事にて交通誘導員を配置する事。本工事にて交通誘導員を配置する事。

夏休み期間中、東門整備は児童生徒の通行の夏休み期間中、東門整備は児童生徒の通行の夏休み期間中、東門整備は児童生徒の通行の夏休み期間中、東門整備は児童生徒の通行の夏休み期間中、東門整備は児童生徒の通行の夏休み期間中、東門整備は児童生徒の通行の夏休み期間中、東門整備は児童生徒の通行の

妨げとならないよう工事を行うこと。妨げとならないよう工事を行うこと。妨げとならないよう工事を行うこと。妨げとならないよう工事を行うこと。妨げとならないよう工事を行うこと。妨げとならないよう工事を行うこと。妨げとならないよう工事を行うこと。

資材置き場資材置き場資材置き場資材置き場資材置き場資材置き場資材置き場

作業員用駐車場等作業員用駐車場等作業員用駐車場等作業員用駐車場等作業員用駐車場等作業員用駐車場等作業員用駐車場等

仮設事務所仮設事務所仮設事務所仮設事務所仮設事務所仮設事務所仮設事務所

交通誘導員(常駐１名　スポット有)交通誘導員(常駐１名　スポット有)交通誘導員(常駐１名　スポット有)交通誘導員(常駐１名　スポット有)交通誘導員(常駐１名　スポット有)交通誘導員(常駐１名　スポット有)交通誘導員(常駐１名　スポット有)

※別途工事にて水路工事中※別途工事にて水路工事中※別途工事にて水路工事中※別途工事にて水路工事中※別途工事にて水路工事中※別途工事にて水路工事中※別途工事にて水路工事中

通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する

通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する通行には十分注意する

※別途工事にて解体工事中※別途工事にて解体工事中※別途工事にて解体工事中※別途工事にて解体工事中※別途工事にて解体工事中※別途工事にて解体工事中※別途工事にて解体工事中

西小倉学園東門周辺整備工事西小倉学園東門周辺整備工事西小倉学園東門周辺整備工事西小倉学園東門周辺整備工事西小倉学園東門周辺整備工事西小倉学園東門周辺整備工事西小倉学園東門周辺整備工事
Ａ-010Ａ-010Ａ-010Ａ-010Ａ-010Ａ-010Ａ-010



(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052
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作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号

A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50

A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100

設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦
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▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線

ゴミゴミゴミゴミゴミゴミゴミ

車路車路車路車路車路車路車路

▽上部屋根▽上部屋根▽上部屋根▽上部屋根▽上部屋根▽上部屋根▽上部屋根

△上部屋根△上部屋根△上部屋根△上部屋根△上部屋根△上部屋根△上部屋根
植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯
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伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石
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植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯

アプローチアプローチアプローチアプローチアプローチアプローチアプローチ

(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)(上部,水抜きﾊﾟｲﾌﾟ)

伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石伊勢ゴロタ石
W200*D200*H100内外W200*D200*H100内外W200*D200*H100内外W200*D200*H100内外W200*D200*H100内外W200*D200*H100内外W200*D200*H100内外

１１１１１１１
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スクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポーター
控室控室控室控室控室控室控室

門扉-2(子扉)門扉-2(子扉)門扉-2(子扉)門扉-2(子扉)門扉-2(子扉)門扉-2(子扉)門扉-2(子扉)

電柱電柱電柱電柱電柱電柱電柱

既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整

遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター
(移設)(移設)(移設)(移設)(移設)(移設)(移設)

工事範囲外（昨年度施工済み範囲）工事範囲外（昨年度施工済み範囲）工事範囲外（昨年度施工済み範囲）工事範囲外（昨年度施工済み範囲）工事範囲外（昨年度施工済み範囲）工事範囲外（昨年度施工済み範囲）工事範囲外（昨年度施工済み範囲）

サブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンド
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▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線▼隣地境界線

アプローチアプローチアプローチアプローチアプローチアプローチアプローチ

電柱電柱電柱電柱電柱電柱電柱

既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整既存ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整
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側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝

水道メーター水道メーター水道メーター水道メーター水道メーター水道メーター水道メーター
(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)

遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター遠隔水道メーター
(移設)(移設)(移設)(移設)(移設)(移設)(移設)

点字シートタイル撤去点字シートタイル撤去点字シートタイル撤去点字シートタイル撤去点字シートタイル撤去点字シートタイル撤去点字シートタイル撤去

※施工中も可能な限り通行できるように施工する。※施工中も可能な限り通行できるように施工する。※施工中も可能な限り通行できるように施工する。※施工中も可能な限り通行できるように施工する。※施工中も可能な限り通行できるように施工する。※施工中も可能な限り通行できるように施工する。※施工中も可能な限り通行できるように施工する。

ＮＮＮＮＮＮＮ

S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)現況図現況図現況図現況図現況図現況図現況図

タマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウ

CFCFCFCFCFCFCF

CFCFCFCFCFCFCF

名称名称名称名称名称名称名称 規 格規 格規 格規 格規 格規 格規 格 単位単位単位単位単位単位単位 備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考

HHHHHHH CCCCCCC WWWWWWW【地被】【地被】【地被】【地被】【地被】【地被】【地被】

GS-6GS-6GS-6GS-6GS-6GS-6GS-6

MAs-1MAs-1MAs-1MAs-1MAs-1MAs-1MAs-1

TBTBTBTBTBTBTB
TBTBTBTBTBTBTB

TBTBTBTBTBTBTB

YBYBYBYBYBYBYB

YBYBYBYBYBYBYB

CFCFCFCFCFCFCF

現況現況現況現況現況現況現況 改修後改修後改修後改修後改修後改修後改修後

マンホールマンホールマンホールマンホールマンホールマンホールマンホール
(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)(既存のまま)

切株伐根切株伐根切株伐根切株伐根切株伐根切株伐根切株伐根

（取り外した看板は監督職員に引き渡し）（取り外した看板は監督職員に引き渡し）（取り外した看板は監督職員に引き渡し）（取り外した看板は監督職員に引き渡し）（取り外した看板は監督職員に引き渡し）（取り外した看板は監督職員に引き渡し）（取り外した看板は監督職員に引き渡し）

既存アスファルト舗装撤去既存アスファルト舗装撤去既存アスファルト舗装撤去既存アスファルト舗装撤去既存アスファルト舗装撤去既存アスファルト舗装撤去既存アスファルト舗装撤去

コンクリート塀撤去コンクリート塀撤去コンクリート塀撤去コンクリート塀撤去コンクリート塀撤去コンクリート塀撤去コンクリート塀撤去
（高さ1800、厚160ほど）（高さ1800、厚160ほど）（高さ1800、厚160ほど）（高さ1800、厚160ほど）（高さ1800、厚160ほど）（高さ1800、厚160ほど）（高さ1800、厚160ほど）

コンテナ(備品)コンテナ(備品)コンテナ(備品)コンテナ(備品)コンテナ(備品)コンテナ(備品)コンテナ(備品)

タマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウ

タマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウタマリュウ 株株株株株株株 36株/㎡36株/㎡36株/㎡36株/㎡36株/㎡36株/㎡36株/㎡------- 5芽立5芽立5芽立5芽立5芽立5芽立5芽立 7.5cmp7.5cmp7.5cmp7.5cmp7.5cmp7.5cmp7.5cmp

植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯植栽帯

コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装

宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事

MBMBMBMBMBMBMB

身障者用駐車場(別途工事)身障者用駐車場(別途工事)身障者用駐車場(別途工事)身障者用駐車場(別途工事)身障者用駐車場(別途工事)身障者用駐車場(別途工事)身障者用駐車場(別途工事)

避難看板取り外し(スチール製　W500×H650)避難看板取り外し(スチール製　W500×H650)避難看板取り外し(スチール製　W500×H650)避難看板取り外し(スチール製　W500×H650)避難看板取り外し(スチール製　W500×H650)避難看板取り外し(スチール製　W500×H650)避難看板取り外し(スチール製　W500×H650)

インターホン（電気工事）、インターホン（電気工事）、インターホン（電気工事）、インターホン（電気工事）、インターホン（電気工事）、インターホン（電気工事）、インターホン（電気工事）、
郵便受け(ステンレス製　W280×H380)脱着郵便受け(ステンレス製　W280×H380)脱着郵便受け(ステンレス製　W280×H380)脱着郵便受け(ステンレス製　W280×H380)脱着郵便受け(ステンレス製　W280×H380)脱着郵便受け(ステンレス製　W280×H380)脱着郵便受け(ステンレス製　W280×H380)脱着
（工事期間中は仮囲いに移設する）（工事期間中は仮囲いに移設する）（工事期間中は仮囲いに移設する）（工事期間中は仮囲いに移設する）（工事期間中は仮囲いに移設する）（工事期間中は仮囲いに移設する）（工事期間中は仮囲いに移設する）

工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外

工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外工事範囲外

A-011A-011A-011A-011A-011A-011A-011

外構・スクールサポーター控室詳細図外構・スクールサポーター控室詳細図外構・スクールサポーター控室詳細図外構・スクールサポーター控室詳細図外構・スクールサポーター控室詳細図外構・スクールサポーター控室詳細図外構・スクールサポーター控室詳細図

東門門柱:RC補＋壁タイルEA(四周)東門門柱:RC補＋壁タイルEA(四周)東門門柱:RC補＋壁タイルEA(四周)東門門柱:RC補＋壁タイルEA(四周)東門門柱:RC補＋壁タイルEA(四周)東門門柱:RC補＋壁タイルEA(四周)東門門柱:RC補＋壁タイルEA(四周)



種別種別種別種別種別種別種別

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052

532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011 担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号

A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50

A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100

ＮＮＮＮＮＮＮ

設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦 スクールサポーター控室詳細図スクールサポーター控室詳細図スクールサポーター控室詳細図スクールサポーター控室詳細図スクールサポーター控室詳細図スクールサポーター控室詳細図スクールサポーター控室詳細図

居室居室居室居室居室居室居室
内装内装内装内装内装内装内装
制限制限制限制限制限制限制限

FLFLFLFLFLFLFL
SLSLSLSLSLSLSL CHCHCHCHCHCHCH

壁壁壁壁壁壁壁

下地下地下地下地下地下地下地

天井天井天井天井天井天井天井

付属品付属品付属品付属品付属品付属品付属品

±0±0±0±0±0±0±0

-10-10-10-10-10-10-10

LGSLGSLGSLGSLGSLGSLGS　GB-D　GB-D　GB-D　GB-D　GB-D　GB-D　GB-D2,3002,3002,3002,3002,3002,3002,300 カーテン(備品)カーテン(備品)カーテン(備品)カーテン(備品)カーテン(備品)カーテン(備品)カーテン(備品)

備考備考備考備考備考備考備考

●●●●●●●
スクールスクールスクールスクールスクールスクールスクール
サポーターサポーターサポーターサポーターサポーターサポーターサポーター
控室控室控室控室控室控室控室

　室名　室名　室名　室名　室名　室名　室名

備考備考備考備考備考備考備考

■仕上共通事項■仕上共通事項■仕上共通事項■仕上共通事項■仕上共通事項■仕上共通事項■仕上共通事項

略語略語略語略語略語略語略語 名称名称名称名称名称名称名称

■内部仕上表■内部仕上表■内部仕上表■内部仕上表■内部仕上表■内部仕上表■内部仕上表

■建具表■建具表■建具表■建具表■建具表■建具表■建具表

－－－－－－－

AWAWAWAWAWAWAW
１１１１１１１ 引違い窓引違い窓引違い窓引違い窓引違い窓引違い窓引違い窓

防火設備防火設備防火設備防火設備防火設備防火設備防火設備

符号符号符号符号符号符号符号

姿図姿図姿図姿図姿図姿図姿図

■建具共通事項■建具共通事項■建具共通事項■建具共通事項■建具共通事項■建具共通事項■建具共通事項

基本性能基本性能基本性能基本性能基本性能基本性能基本性能

仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位

ALALALALALALAL
－－－－－－－

－－－－－－－
70707070707070

RC枠RC枠RC枠RC枠RC枠RC枠RC枠
BB-2BB-2BB-2BB-2BB-2BB-2BB-2
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－－－－－－－

－－－－－－－
T-1T-1T-1T-1T-1T-1T-1

W-4W-4W-4W-4W-4W-4W-4
A-3A-3A-3A-3A-3A-3A-3

S-4S-4S-4S-4S-4S-4S-4耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性

気密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性

遮音性遮音性遮音性遮音性遮音性遮音性遮音性

水密性水密性水密性水密性水密性水密性水密性

枠見込枠見込枠見込枠見込枠見込枠見込枠見込

表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理

枠形状枠形状枠形状枠形状枠形状枠形状枠形状

ガラリ形状ガラリ形状ガラリ形状ガラリ形状ガラリ形状ガラリ形状ガラリ形状

水切り水切り水切り水切り水切り水切り水切り

額縁仕様額縁仕様額縁仕様額縁仕様額縁仕様額縁仕様額縁仕様

網戸網戸網戸網戸網戸網戸網戸

断熱性断熱性断熱性断熱性断熱性断熱性断熱性

層間変位層間変位層間変位層間変位層間変位層間変位層間変位 1/3001/3001/3001/3001/3001/3001/300

1/1501/1501/1501/1501/1501/1501/150

種別種別種別種別種別種別種別

方立見附×見込方立見附×見込方立見附×見込方立見附×見込方立見附×見込方立見附×見込方立見附×見込

建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による

木製 UC木製 UC木製 UC木製 UC木製 UC木製 UC木製 UC
有り(引違い窓のみ)有り(引違い窓のみ)有り(引違い窓のみ)有り(引違い窓のみ)有り(引違い窓のみ)有り(引違い窓のみ)有り(引違い窓のみ)

ＡＷＡＷＡＷＡＷＡＷＡＷＡＷ建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号
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S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)S=1/40(A1)

種別種別種別種別種別種別種別 鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具

基本性能基本性能基本性能基本性能基本性能基本性能基本性能 気密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性

遮音製遮音製遮音製遮音製遮音製遮音製遮音製
水密性水密性水密性水密性水密性水密性水密性

仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状仕上・形状 表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理
扉厚扉厚扉厚扉厚扉厚扉厚扉厚
枠見込み枠見込み枠見込み枠見込み枠見込み枠見込み枠見込み

形状形状形状形状形状形状形状
枠枠枠枠枠枠枠
沓摺沓摺沓摺沓摺沓摺沓摺沓摺
召合せ召合せ召合せ召合せ召合せ召合せ召合せ

ガラリガラリガラリガラリガラリガラリガラリ

枠仕様枠仕様枠仕様枠仕様枠仕様枠仕様枠仕様

建築用金物建築用金物建築用金物建築用金物建築用金物建築用金物建築用金物 開閉金物開閉金物開閉金物開閉金物開閉金物開閉金物開閉金物
錠前錠前錠前錠前錠前錠前錠前
操作金物操作金物操作金物操作金物操作金物操作金物操作金物
その他金物その他金物その他金物その他金物その他金物その他金物その他金物

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス 種別種別種別種別種別種別種別
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40404040404040

壁厚＋20壁厚＋20壁厚＋20壁厚＋20壁厚＋20壁厚＋20壁厚＋20
St t1.6 SOPSt t1.6 SOPSt t1.6 SOPSt t1.6 SOPSt t1.6 SOPSt t1.6 SOPSt t1.6 SOP

ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ
ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ
ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ
戸当、下げ落し戸当、下げ落し戸当、下げ落し戸当、下げ落し戸当、下げ落し戸当、下げ落し戸当、下げ落し
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建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号
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－－－－－－－

A-2A-2A-2A-2A-2A-2A-2
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【外部建具】【外部建具】【外部建具】【外部建具】【外部建具】【外部建具】【外部建具】

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

ＳＤＳＤＳＤＳＤＳＤＳＤＳＤ

主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位主な使用部位

廻縁廻縁廻縁廻縁廻縁廻縁廻縁

ビニルビニルビニルビニルビニルビニルビニル

SX1SX1SX1SX1SX1SX1SX1

1,000

SX2SX2SX2SX2SX2SX2SX2

4,000

SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX3

3,000

300

200

8
0
0

2
,
0
0
0

3
0
0

GB-DGB-DGB-DGB-DGB-DGB-DGB-D

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0
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長手断面長手断面長手断面長手断面長手断面長手断面長手断面

(平板加工)(平板加工)(平板加工)(平板加工)(平板加工)(平板加工)(平板加工)
水切り:屋根同材水切り:屋根同材水切り:屋根同材水切り:屋根同材水切り:屋根同材水切り:屋根同材水切り:屋根同材
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床：コンクリート金ゴテ仕上げ床：コンクリート金ゴテ仕上げ床：コンクリート金ゴテ仕上げ床：コンクリート金ゴテ仕上げ床：コンクリート金ゴテ仕上げ床：コンクリート金ゴテ仕上げ床：コンクリート金ゴテ仕上げ

スクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポーター
控室控室控室控室控室控室控室

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙｶｰﾃﾝﾚｰﾙｶｰﾃﾝﾚｰﾙｶｰﾃﾝﾚｰﾙｶｰﾃﾝﾚｰﾙｶｰﾃﾝﾚｰﾙｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ルーフィングシート(敷込)ルーフィングシート(敷込)ルーフィングシート(敷込)ルーフィングシート(敷込)ルーフィングシート(敷込)ルーフィングシート(敷込)ルーフィングシート(敷込)
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屋根:カラーガルバリウム鋼板屋根:カラーガルバリウム鋼板屋根:カラーガルバリウム鋼板屋根:カラーガルバリウム鋼板屋根:カラーガルバリウム鋼板屋根:カラーガルバリウム鋼板屋根:カラーガルバリウム鋼板
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スクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポータースクールサポーター
控室控室控室控室控室控室控室
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ゴミコンテナ(備)ゴミコンテナ(備)ゴミコンテナ(備)ゴミコンテナ(備)ゴミコンテナ(備)ゴミコンテナ(備)ゴミコンテナ(備)

VC(FD付)VC(FD付)VC(FD付)VC(FD付)VC(FD付)VC(FD付)VC(FD付)

捨てコンクリートt50捨てコンクリートt50捨てコンクリートt50捨てコンクリートt50捨てコンクリートt50捨てコンクリートt50捨てコンクリートt50

RC40 t60RC40 t60RC40 t60RC40 t60RC40 t60RC40 t60RC40 t60

t=0.4(立葺き)t=0.4(立葺き)t=0.4(立葺き)t=0.4(立葺き)t=0.4(立葺き)t=0.4(立葺き)t=0.4(立葺き)
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設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号
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透水シート透水シート透水シート透水シート透水シート透水シート透水シート
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YB：誘導ブロックYB：誘導ブロックYB：誘導ブロックYB：誘導ブロックYB：誘導ブロックYB：誘導ブロックYB：誘導ブロック

TB：点字ブロックTB：点字ブロックTB：点字ブロックTB：点字ブロックTB：点字ブロックTB：点字ブロックTB：点字ブロック
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杉田エース株式会社　同等品以上杉田エース株式会社　同等品以上杉田エース株式会社　同等品以上杉田エース株式会社　同等品以上杉田エース株式会社　同等品以上杉田エース株式会社　同等品以上杉田エース株式会社　同等品以上
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竪格子竪格子竪格子竪格子竪格子竪格子竪格子
人工木ﾙｰﾊﾞｰ人工木ﾙｰﾊﾞｰ人工木ﾙｰﾊﾞｰ人工木ﾙｰﾊﾞｰ人工木ﾙｰﾊﾞｰ人工木ﾙｰﾊﾞｰ人工木ﾙｰﾊﾞｰ

L-6×30×30L-6×30×30L-6×30×30L-6×30×30L-6×30×30L-6×30×30L-6×30×30

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ
空錠空錠空錠空錠空錠空錠空錠

電気錠電気錠電気錠電気錠電気錠電気錠電気錠
ｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｼﾘﾝﾀﾞｰｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｼﾘﾝﾀﾞｰｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｼﾘﾝﾀﾞｰｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｼﾘﾝﾀﾞｰｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｼﾘﾝﾀﾞｰｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｼﾘﾝﾀﾞｰｼﾘﾝﾀﾞｰ・ｼﾘﾝﾀﾞｰ

□-100×40×3.2□-100×40×3.2□-100×40×3.2□-100×40×3.2□-100×40×3.2□-100×40×3.2□-100×40×3.2
四方枠四方枠四方枠四方枠四方枠四方枠四方枠

□-40×40×2.3□-40×40×2.3□-40×40×2.3□-40×40×2.3□-40×40×2.3□-40×40×2.3□-40×40×2.3

SUSφ12　SUSφ12　SUSφ12　SUSφ12　SUSφ12　SUSφ12　SUSφ12　
門落とし門落とし門落とし門落とし門落とし門落とし門落とし

FB-6×32FB-6×32FB-6×32FB-6×32FB-6×32FB-6×32FB-6×32

ｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞ
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立面図 1/20立面図 1/20立面図 1/20立面図 1/20立面図 1/20立面図 1/20立面図 1/20
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再生クラッシャーラン基礎再生クラッシャーラン基礎再生クラッシャーラン基礎再生クラッシャーラン基礎再生クラッシャーラン基礎再生クラッシャーラン基礎再生クラッシャーラン基礎

（RC-40）（RC-40）（RC-40）（RC-40）（RC-40）（RC-40）（RC-40）

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

（24-18-25）（24-18-25）（24-18-25）（24-18-25）（24-18-25）（24-18-25）（24-18-25）

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート
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仕様書仕様書仕様書仕様書仕様書仕様書仕様書

片開門扉片開門扉片開門扉片開門扉片開門扉片開門扉片開門扉

開口寸法開口寸法開口寸法開口寸法開口寸法開口寸法開口寸法 開口開口開口開口開口開口開口

門扉寸法門扉寸法門扉寸法門扉寸法門扉寸法門扉寸法門扉寸法 W×H×DW×H×DW×H×DW×H×DW×H×DW×H×DW×H×D

1,050㎜1,050㎜1,050㎜1,050㎜1,050㎜1,050㎜1,050㎜

DW　1,036×DH 1,800×D 125DW　1,036×DH 1,800×D 125DW　1,036×DH 1,800×D 125DW　1,036×DH 1,800×D 125DW　1,036×DH 1,800×D 125DW　1,036×DH 1,800×D 125DW　1,036×DH 1,800×D 125

竪格子竪格子竪格子竪格子竪格子竪格子竪格子

門扉重量門扉重量門扉重量門扉重量門扉重量門扉重量門扉重量 門扉本体重量門扉本体重量門扉本体重量門扉本体重量門扉本体重量門扉本体重量門扉本体重量

ｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞｵｰﾄﾋﾝｼﾞﾋﾝｼﾞﾋﾝｼﾞﾋﾝｼﾞﾋﾝｼﾞﾋﾝｼﾞﾋﾝｼﾞﾋﾝｼﾞ
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下地処理下地処理下地処理下地処理下地処理下地処理下地処理

仕上仕上仕上仕上仕上仕上仕上

人工木ﾙｰﾊﾞｰ　JF3050CA人工木ﾙｰﾊﾞｰ　JF3050CA人工木ﾙｰﾊﾞｰ　JF3050CA人工木ﾙｰﾊﾞｰ　JF3050CA人工木ﾙｰﾊﾞｰ　JF3050CA人工木ﾙｰﾊﾞｰ　JF3050CA人工木ﾙｰﾊﾞｰ　JF3050CA

溶融亜鉛メッキ   HDZT49溶融亜鉛メッキ   HDZT49溶融亜鉛メッキ   HDZT49溶融亜鉛メッキ   HDZT49溶融亜鉛メッキ   HDZT49溶融亜鉛メッキ   HDZT49溶融亜鉛メッキ   HDZT49

粉体焼付塗装粉体焼付塗装粉体焼付塗装粉体焼付塗装粉体焼付塗装粉体焼付塗装粉体焼付塗装

65㎏65㎏65㎏65㎏65㎏65㎏65㎏

門柱1.2門柱1.2門柱1.2門柱1.2門柱1.2門柱1.2門柱1.2 100角　H1650100角　H1650100角　H1650100角　H1650100角　H1650100角　H1650100角　H1650

門扉仕上門扉仕上門扉仕上門扉仕上門扉仕上門扉仕上門扉仕上

応力株式会社　同等品以上応力株式会社　同等品以上応力株式会社　同等品以上応力株式会社　同等品以上応力株式会社　同等品以上応力株式会社　同等品以上応力株式会社　同等品以上

門扉-2 子扉門扉-2 子扉門扉-2 子扉門扉-2 子扉門扉-2 子扉門扉-2 子扉門扉-2 子扉
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コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

t20t20t20t20t20t20t20

校舎側校舎側校舎側校舎側校舎側校舎側校舎側道路側道路側道路側道路側道路側道路側道路側

天端：金ゴテ仕上天端：金ゴテ仕上天端：金ゴテ仕上天端：金ゴテ仕上天端：金ゴテ仕上天端：金ゴテ仕上天端：金ゴテ仕上

外装塗材E外装塗材E外装塗材E外装塗材E外装塗材E外装塗材E外装塗材E壁タイルEA壁タイルEA壁タイルEA壁タイルEA壁タイルEA壁タイルEA壁タイルEA

東門門柱東門門柱東門門柱東門門柱東門門柱東門門柱東門門柱

宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事宇治西小倉学園東門等整備工事

＠300＠300＠300＠300＠300＠300＠300

＠400＠400＠400＠400＠400＠400＠400

増打ちコンクリート増打ちコンクリート増打ちコンクリート増打ちコンクリート増打ちコンクリート増打ちコンクリート増打ちコンクリート

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL▽GL

外構　詳細図外構　詳細図外構　詳細図外構　詳細図外構　詳細図外構　詳細図外構　詳細図

・壁タイルEA(ボーダータイル　144×19　スダレ張)・壁タイルEA(ボーダータイル　144×19　スダレ張)・壁タイルEA(ボーダータイル　144×19　スダレ張)・壁タイルEA(ボーダータイル　144×19　スダレ張)・壁タイルEA(ボーダータイル　144×19　スダレ張)・壁タイルEA(ボーダータイル　144×19　スダレ張)・壁タイルEA(ボーダータイル　144×19　スダレ張)

織部製陶株式会社　同等品以上織部製陶株式会社　同等品以上織部製陶株式会社　同等品以上織部製陶株式会社　同等品以上織部製陶株式会社　同等品以上織部製陶株式会社　同等品以上織部製陶株式会社　同等品以上
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図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)
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溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ
5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)
10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)

5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)
10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)

溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則
として交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にする

溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ

表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状

ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接

片面の場合片面の場合片面の場合片面の場合片面の場合片面の場合片面の場合

フレアフレアフレアフレアフレアフレアフレア

溶接溶接溶接溶接溶接溶接溶接

両面の場合両面の場合両面の場合両面の場合両面の場合両面の場合両面の場合
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( )内は、( )内は、( )内は、( )内は、( )内は、( )内は、( )内は、

SD490の場SD490の場SD490の場SD490の場SD490の場SD490の場SD490の場

合に適用合に適用合に適用合に適用合に適用合に適用合に適用

するするするするするするする

原則として原則として原則として原則として原則として原則として原則として
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主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

400400400400400400400

L1L1L1L1L1L1L1

L1/2程度L1/2程度L1/2程度L1/2程度L1/2程度L1/2程度L1/2程度

主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合
L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2

図3-1-2 隣り合う継手位置図3-1-2 隣り合う継手位置図3-1-2 隣り合う継手位置図3-1-2 隣り合う継手位置図3-1-2 隣り合う継手位置図3-1-2 隣り合う継手位置図3-1-2 隣り合う継手位置
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L1L1L1L1L1L1L1
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あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。

図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

L1h/2程度L1h/2程度L1h/2程度L1h/2程度L1h/2程度L1h/2程度L1h/2程度

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2 L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1hL1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。

　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)

1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手

　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。

6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。

　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ

  150mm以下とする。(図3-1-3)  150mm以下とする。(図3-1-3)  150mm以下とする。(図3-1-3)  150mm以下とする。(図3-1-3)  150mm以下とする。(図3-1-3)  150mm以下とする。(図3-1-3)  150mm以下とする。(図3-1-3)

7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議

　すること。　すること。　すること。　すること。　すること。　すること。　すること。

8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。

9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし

　て、7㎜以下とする。　て、7㎜以下とする。　て、7㎜以下とする。　て、7㎜以下とする。　て、7㎜以下とする。　て、7㎜以下とする。　て、7㎜以下とする。

10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。

11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材

　 料は、表3-1-4による。　 料は、表3-1-4による。　 料は、表3-1-4による。　 料は、表3-1-4による。　 料は、表3-1-4による。　 料は、表3-1-4による。　 料は、表3-1-4による。

12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で

   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。

13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。

床床床床床床床

あきaを確保するあきaを確保するあきaを確保するあきaを確保するあきaを確保するあきaを確保するあきaを確保する

床床床床床床床梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

上下重ね継手上下重ね継手上下重ね継手上下重ね継手上下重ね継手上下重ね継手上下重ね継手水平重ね継手水平重ね継手水平重ね継手水平重ね継手水平重ね継手水平重ね継手水平重ね継手

図3-1-1 梁主筋の重ね継手図3-1-1 梁主筋の重ね継手図3-1-1 梁主筋の重ね継手図3-1-1 梁主筋の重ね継手図3-1-1 梁主筋の重ね継手図3-1-1 梁主筋の重ね継手図3-1-1 梁主筋の重ね継手

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。

2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。

表3-1-1 直線重ね継手長さの指示表3-1-1 直線重ね継手長さの指示表3-1-1 直線重ね継手長さの指示表3-1-1 直線重ね継手長さの指示表3-1-1 直線重ね継手長さの指示表3-1-1 直線重ね継手長さの指示表3-1-1 直線重ね継手長さの指示

□□□□□□□

構造計算を保有水平耐力計構造計算を保有水平耐力計構造計算を保有水平耐力計構造計算を保有水平耐力計構造計算を保有水平耐力計構造計算を保有水平耐力計構造計算を保有水平耐力計

算等で実施したため、建築算等で実施したため、建築算等で実施したため、建築算等で実施したため、建築算等で実施したため、建築算等で実施したため、建築算等で実施したため、建築

基準法施行令第73条の適用基準法施行令第73条の適用基準法施行令第73条の適用基準法施行令第73条の適用基準法施行令第73条の適用基準法施行令第73条の適用基準法施行令第73条の適用

を除外する。　を除外する。　を除外する。　を除外する。　を除外する。　を除外する。　を除外する。　

上記以外上記以外上記以外上記以外上記以外上記以外上記以外

指示覧指示覧指示覧指示覧指示覧指示覧指示覧

□□□□□□□

構造計算方法構造計算方法構造計算方法構造計算方法構造計算方法構造計算方法構造計算方法

表3-1-2による。表3-1-2による。表3-1-2による。表3-1-2による。表3-1-2による。表3-1-2による。表3-1-2による。

表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用

する場合は、50d)とする。する場合は、50d)とする。する場合は、50d)とする。する場合は、50d)とする。する場合は、50d)とする。する場合は、50d)とする。する場合は、50d)とする。

直線重ね継手長さ直線重ね継手長さ直線重ね継手長さ直線重ね継手長さ直線重ね継手長さ直線重ね継手長さ直線重ね継手長さ

表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ

L1：フックなしL1：フックなしL1：フックなしL1：フックなしL1：フックなしL1：フックなしL1：フックなし

L1h:フック付L1h:フック付L1h:フック付L1h:フック付L1h:フック付L1h:フック付L1h:フック付 の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類

Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)

18181818181818 21212121212121 ～～ ～～ ～～ ～

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋
36363636363636

30303030303030

～～ ～～ ～～ ～

27272727272727

24242424242424

～～ ～～ ～～ ～

45454545454545

39393939393939

～～ ～～ ～～ ～

60606060606060

48484848484848

直線重ね継手の長さ　L1直線重ね継手の長さ　L1直線重ね継手の長さ　L1直線重ね継手の長さ　L1直線重ね継手の長さ　L1直線重ね継手の長さ　L1直線重ね継手の長さ　L1

フック付重ね継手の長さ　L1hフック付重ね継手の長さ　L1hフック付重ね継手の長さ　L1hフック付重ね継手の長さ　L1hフック付重ね継手の長さ　L1hフック付重ね継手の長さ　L1hフック付重ね継手の長さ　L1h

180°フックの場合 ※180°フックの場合 ※180°フックの場合 ※180°フックの場合 ※180°フックの場合 ※180°フックの場合 ※180°フックの場合 ※

折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点 折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点

※フックを135°フック,90°フック※フックを135°フック,90°フック※フックを135°フック,90°フック※フックを135°フック,90°フック※フックを135°フック,90°フック※フックを135°フック,90°フック※フックを135°フック,90°フック
　とする場合のフック形状は　とする場合のフック形状は　とする場合のフック形状は　とする場合のフック形状は　とする場合のフック形状は　とする場合のフック形状は　とする場合のフック形状は

dd dd dd d
dd dd dd d

　表2-1による。　表2-1による。　表2-1による。　表2-1による。　表2-1による。　表2-1による。　表2-1による。

45d45d45d45d45d45d45d40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 30d30d30d30d30d30d30d

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD34550d50d50d50d50d50d50d45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 50d50d50d50d50d50d50d 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490 55d55d55d55d55d55d55d 50d50d50d50d50d50d50d 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B
35d35d35d35d35d35d35d30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD34535d35d35d35d35d35d35d30d30d30d30d30d30d30d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 35d35d35d35d35d35d35d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d

40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d
SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

<90°<90°<90°<90°<90°<90°<90°　　フック　　フック　　フック　　フック　　フック　　フック　　フック

 のみ> のみ> のみ> のみ> のみ> のみ> のみ>

L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2L1h/2

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置

3-1 継手3-1 継手3-1 継手3-1 継手3-1 継手3-1 継手3-1 継手

§3 継手および定着§3 継手および定着§3 継手および定着§3 継手および定着§3 継手および定着§3 継手および定着§3 継手および定着

dd dd dd d

2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度

5d5d5d5d5d5d5d 溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ

2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度

フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接
アアアアアアア アアアアアアア

　　　　　5d(両面)　　　　　5d(両面)　　　　　5d(両面)　　　　　5d(両面)　　　　　5d(両面)　　　　　5d(両面)　　　　　5d(両面)
　　　　10d(片面)　　　　10d(片面)　　　　10d(片面)　　　　10d(片面)　　　　10d(片面)　　　　10d(片面)　　　　10d(片面)

2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ 2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度2d程度

ア矢視図ア矢視図ア矢視図ア矢視図ア矢視図ア矢視図ア矢視図

・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。

・ビード形状は表3-1-3による。・ビード形状は表3-1-3による。・ビード形状は表3-1-3による。・ビード形状は表3-1-3による。・ビード形状は表3-1-3による。・ビード形状は表3-1-3による。・ビード形状は表3-1-3による。

図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領

溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則
として交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にする

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則溶接位置は原則
として交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にする

図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状

(溶接閉鎖形の場合)(溶接閉鎖形の場合)(溶接閉鎖形の場合)(溶接閉鎖形の場合)(溶接閉鎖形の場合)(溶接閉鎖形の場合)(溶接閉鎖形の場合)

L形梁L形梁L形梁L形梁L形梁L形梁L形梁

余
長
余
長

余
長
余
長
余
長
余
長

余
長

T形梁T形梁T形梁T形梁T形梁T形梁T形梁

余
長
余
長

余
長
余
長
余
長
余
長

余
長 ・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁の・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁の・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁の・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁の・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁の・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁の・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁の

 キャップタイ末端部は本図によってもよい。 キャップタイ末端部は本図によってもよい。 キャップタイ末端部は本図によってもよい。 キャップタイ末端部は本図によってもよい。 キャップタイ末端部は本図によってもよい。 キャップタイ末端部は本図によってもよい。 キャップタイ末端部は本図によってもよい。

・スラブが取り付く側のキャップタイ・スラブが取り付く側のキャップタイ・スラブが取り付く側のキャップタイ・スラブが取り付く側のキャップタイ・スラブが取り付く側のキャップタイ・スラブが取り付く側のキャップタイ・スラブが取り付く側のキャップタイ
 末端部は、90°フックとしてよい。 末端部は、90°フックとしてよい。 末端部は、90°フックとしてよい。 末端部は、90°フックとしてよい。 末端部は、90°フックとしてよい。 末端部は、90°フックとしてよい。 末端部は、90°フックとしてよい。

・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを
 使用する場合、フックの余長は8d以上とする。 使用する場合、フックの余長は8d以上とする。 使用する場合、フックの余長は8d以上とする。 使用する場合、フックの余長は8d以上とする。 使用する場合、フックの余長は8d以上とする。 使用する場合、フックの余長は8d以上とする。 使用する場合、フックの余長は8d以上とする。

図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)

・・・・・・・

フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接

5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)5d(両面)
10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)10d(片面)

溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ溶接長さ

鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。

図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状
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上下スラブ付上下スラブ付上下スラブ付上下スラブ付上下スラブ付上下スラブ付上下スラブ付
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長
余
長
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長
余
長
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長
余
長
余
長
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L
1
h※

L
1
h※

フックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつける
(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,
 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の
 いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい)

L
1
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1
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L
1
h
※

L
1
h
※

フックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつけるフックをつける
(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,(フック角度は180°,
 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の 135°,90°の
 いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい) いずれとしてもよい)

※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。

・・・・・・・原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。

　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。

あばら筋・副あばら筋の形状あばら筋・副あばら筋の形状あばら筋・副あばら筋の形状あばら筋・副あばら筋の形状あばら筋・副あばら筋の形状あばら筋・副あばら筋の形状あばら筋・副あばら筋の形状

図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の

4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍

　以上とする。　以上とする。　以上とする。　以上とする。　以上とする。　以上とする。　以上とする。

2-4 主筋のあき・2段筋の間隔2-4 主筋のあき・2段筋の間隔2-4 主筋のあき・2段筋の間隔2-4 主筋のあき・2段筋の間隔2-4 主筋のあき・2段筋の間隔2-4 主筋のあき・2段筋の間隔2-4 主筋のあき・2段筋の間隔

2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。

すること。すること。すること。すること。すること。すること。すること。

5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。
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(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)

呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名
最外径最外径最外径最外径最外径最外径最外径

主筋のあき主筋のあき主筋のあき主筋のあき主筋のあき主筋のあき主筋のあき

aの最小値aの最小値aの最小値aの最小値aの最小値aの最小値aの最小値

2段筋の間隔2段筋の間隔2段筋の間隔2段筋の間隔2段筋の間隔2段筋の間隔2段筋の間隔

P2の最小値P2の最小値P2の最小値P2の最小値P2の最小値P2の最小値P2の最小値

表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)

D10D10D10D10D10D10D10 11111111111111 32323232323232 43434343434343

D13D13D13D13D13D13D13 14141414141414 32323232323232 46464646464646

1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に

　合わせて適宜判断すること。　合わせて適宜判断すること。　合わせて適宜判断すること。　合わせて適宜判断すること。　合わせて適宜判断すること。　合わせて適宜判断すること。　合わせて適宜判断すること。

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　　3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　　3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　　3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　　3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　　3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　　3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認　　
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寄せ筋寄せ筋寄せ筋寄せ筋寄せ筋寄せ筋寄せ筋
を示すを示すを示すを示すを示すを示すを示す

(2)梁(2)梁(2)梁(2)梁(2)梁(2)梁(2)梁
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2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。
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柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋
2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物
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P2P2 P
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梁上端梁上端梁上端梁上端梁上端梁上端梁上端
2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物2段筋位置保持金物

図2-5-1 2段筋位置保持金物の形状例図2-5-1 2段筋位置保持金物の形状例図2-5-1 2段筋位置保持金物の形状例図2-5-1 2段筋位置保持金物の形状例図2-5-1 2段筋位置保持金物の形状例図2-5-1 2段筋位置保持金物の形状例図2-5-1 2段筋位置保持金物の形状例

図2-4 柱梁主筋のあきと間隔図2-4 柱梁主筋のあきと間隔図2-4 柱梁主筋のあきと間隔図2-4 柱梁主筋のあきと間隔図2-4 柱梁主筋のあきと間隔図2-4 柱梁主筋のあきと間隔図2-4 柱梁主筋のあきと間隔
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a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°a≧135°,180°
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フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則
として交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にする

フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則フック位置は原則
として交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にするとして交互にする

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法

1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。

余長余長余長余長余長余長余長

aaaaaaa

図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)

・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。

梁梁梁梁梁梁梁

(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部

　(フックの形状は180°フックとする)　(フックの形状は180°フックとする)　(フックの形状は180°フックとする)　(フックの形状は180°フックとする)　(フックの形状は180°フックとする)　(フックの形状は180°フックとする)　(フックの形状は180°フックとする)

梁梁梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱柱柱

壁壁壁壁壁壁壁

図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋

壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁

床床床床床床床

(図中  印)(図中  印)(図中  印)(図中  印)(図中  印)(図中  印)(図中  印)

 (フックの形状は180°フックとする) (フックの形状は180°フックとする) (フックの形状は180°フックとする) (フックの形状は180°フックとする) (フックの形状は180°フックとする) (フックの形状は180°フックとする) (フックの形状は180°フックとする)

(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合

1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

2-2 鉄筋のフック2-2 鉄筋のフック2-2 鉄筋のフック2-2 鉄筋のフック2-2 鉄筋のフック2-2 鉄筋のフック2-2 鉄筋のフック

(b)梁(基礎梁を除く)(b)梁(基礎梁を除く)(b)梁(基礎梁を除く)(b)梁(基礎梁を除く)(b)梁(基礎梁を除く)(b)梁(基礎梁を除く)(b)梁(基礎梁を除く)(a)柱(a)柱(a)柱(a)柱(a)柱(a)柱(a)柱

図2-2-1 フックが必要な重ね継手図2-2-1 フックが必要な重ね継手図2-2-1 フックが必要な重ね継手図2-2-1 フックが必要な重ね継手図2-2-1 フックが必要な重ね継手図2-2-1 フックが必要な重ね継手図2-2-1 フックが必要な重ね継手

単杭の場合は、監理者と協議すること。単杭の場合は、監理者と協議すること。単杭の場合は、監理者と協議すること。単杭の場合は、監理者と協議すること。単杭の場合は、監理者と協議すること。単杭の場合は、監理者と協議すること。単杭の場合は、監理者と協議すること。

(3)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)(3)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)(3)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)(3)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)(3)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)(3)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)(3)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)

(4)杭基礎のベース筋(4)杭基礎のベース筋(4)杭基礎のベース筋(4)杭基礎のベース筋(4)杭基礎のベース筋(4)杭基礎のベース筋(4)杭基礎のベース筋

180°フック180°フック180°フック180°フック180°フック180°フック180°フック

折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ形状折曲げ形状折曲げ形状折曲げ形状折曲げ形状折曲げ形状折曲げ形状

90°90°90°90°90°90°90°

余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上

dd dd dd d

90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック

135°フック135°フック135°フック135°フック135°フック135°フック135°フック
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DDDDDDD

DDDDDDD

余
長
6d
以
上

余
長
6d
以
上

余
長
6d
以
上

余
長
6d
以
上

余
長
6d
以
上

余
長
6d
以
上

余
長
6d
以
上

余
長
8
d
以
上

余
長
8
d
以
上

余
長
8
d
以
上

余
長
8
d
以
上

余
長
8
d
以
上

余
長
8
d
以
上

余
長
8
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180°180°180°180°180°180°180°

135°135°135°135°135°135°135°

90°90°90°90°90°90°90°

3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上

4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上

5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上

5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上

6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上

D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

D41以下D41以下D41以下D41以下D41以下D41以下D41以下

D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

D29～D41D29～D41D29～D41D29～D41D29～D41D29～D41D29～D41

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類
鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に 鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ

よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分 内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)内法直径(D)

表2-1 折曲げ形状・寸法表2-1 折曲げ形状・寸法表2-1 折曲げ形状・寸法表2-1 折曲げ形状・寸法表2-1 折曲げ形状・寸法表2-1 折曲げ形状・寸法表2-1 折曲げ形状・寸法

　は折り曲げ開始点を示す。　は折り曲げ開始点を示す。　は折り曲げ開始点を示す。　は折り曲げ開始点を示す。　は折り曲げ開始点を示す。　は折り曲げ開始点を示す。　は折り曲げ開始点を示す。

この開始点位置は、以下の図面において共通とする。この開始点位置は、以下の図面において共通とする。この開始点位置は、以下の図面において共通とする。この開始点位置は、以下の図面において共通とする。この開始点位置は、以下の図面において共通とする。この開始点位置は、以下の図面において共通とする。この開始点位置は、以下の図面において共通とする。

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い

　る場合には、余長は4d以上とする。　る場合には、余長は4d以上とする。　る場合には、余長は4d以上とする。　る場合には、余長は4d以上とする。　る場合には、余長は4d以上とする。　る場合には、余長は4d以上とする。　る場合には、余長は4d以上とする。

2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の

　90°フックと同じとする。　90°フックと同じとする。　90°フックと同じとする。　90°フックと同じとする。　90°フックと同じとする。　90°フックと同じとする。　90°フックと同じとする。

3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験

　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。

2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を

　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

§2 鉄筋加工共通事項§2 鉄筋加工共通事項§2 鉄筋加工共通事項§2 鉄筋加工共通事項§2 鉄筋加工共通事項§2 鉄筋加工共通事項§2 鉄筋加工共通事項

1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。

2-1 折曲げ形状・寸法2-1 折曲げ形状・寸法2-1 折曲げ形状・寸法2-1 折曲げ形状・寸法2-1 折曲げ形状・寸法2-1 折曲げ形状・寸法2-1 折曲げ形状・寸法

余長余長余長余長余長余長余長

廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一

松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔

中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮
A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  

A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052
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設
　
計
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作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号 設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦

宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事



3-2 定着3-2 定着3-2 定着3-2 定着3-2 定着3-2 定着3-2 定着

1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。

　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h

  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余

  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則

  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。

4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ

　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、

  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。

表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h

直線定着長さ　L2直線定着長さ　L2直線定着長さ　L2直線定着長さ　L2直線定着長さ　L2直線定着長さ　L2直線定着長さ　L2

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L2L2L2L2L2L2L2

フック付定着長さ　L2hフック付定着長さ　L2hフック付定着長さ　L2hフック付定着長さ　L2hフック付定着長さ　L2hフック付定着長さ　L2hフック付定着長さ　L2h

dd dd dd d

L2hL2hL2hL2hL2hL2hL2h

dd dd dd d

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点

8
d8
d
8
d
8
d 8
d
8
d
8
d

余
長
余
長

余
長
余
長
余
長

余
長

余
長

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ定着長さ

L2：直線定着L2：直線定着L2：直線定着L2：直線定着L2：直線定着L2：直線定着L2：直線定着

の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類

Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)

18181818181818 21212121212121 ～～ ～～ ～～ ～鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋
36363636363636

30303030303030

～～ ～～ ～～ ～

27272727272727

24242424242424

～～ ～～ ～～ ～

45454545454545

39393939393939

～～ ～～ ～～ ～

60606060606060

48484848484848

L2h：フック付定着L2h：フック付定着L2h：フック付定着L2h：フック付定着L2h：フック付定着L2h：フック付定着L2h：フック付定着

<90°フック<90°フック<90°フック<90°フック<90°フック<90°フック<90°フック

のみ>のみ>のみ>のみ>のみ>のみ>のみ>

90°フックの場合※90°フックの場合※90°フックの場合※90°フックの場合※90°フックの場合※90°フックの場合※90°フックの場合※

※フックを135°フック,180°フックとする※フックを135°フック,180°フックとする※フックを135°フック,180°フックとする※フックを135°フック,180°フックとする※フックを135°フック,180°フックとする※フックを135°フック,180°フックとする※フックを135°フック,180°フックとする
　場合のフック形状は表2-1による。　場合のフック形状は表2-1による。　場合のフック形状は表2-1による。　場合のフック形状は表2-1による。　場合のフック形状は表2-1による。　場合のフック形状は表2-1による。　場合のフック形状は表2-1による。

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B
40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 30d30d30d30d30d30d30d25d25d25d25d25d25d25d 25d25d25d25d25d25d25d

25d25d25d25d25d25d25d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d40d40d40d40d40d40d40dSD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 40d40d40d40d40d40d40d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d

40d40d40d40d40d40d40d40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d45d45d45d45d45d45d45dSD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B
30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d30d30d30d30d30d30d30dSD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 30d30d30d30d30d30d30d 30d30d30d30d30d30d30d 20d20d20d20d20d20d20d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d25d

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d35d35d35d35d35d35d35d

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h

下端筋定着長さ下端筋定着長さ下端筋定着長さ下端筋定着長さ下端筋定着長さ下端筋定着長さ下端筋定着長さ

の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類
鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

18～6018～6018～6018～6018～6018～6018～60

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

直線定着長さ　L3直線定着長さ　L3直線定着長さ　L3直線定着長さ　L3直線定着長さ　L3直線定着長さ　L3直線定着長さ　L3

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L3L3L3L3L3L3L3

フック付定着長さ　L3hフック付定着長さ　L3hフック付定着長さ　L3hフック付定着長さ　L3hフック付定着長さ　L3hフック付定着長さ　L3hフック付定着長さ　L3h

dd dd dd d

L3hL3hL3hL3hL3hL3hL3h

dd dd dd d

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点折曲げ開始点

8
d8
d
8
d
8
d 8
d
8
d
8
d
余
長
余
長

余
長
余
長
余
長

余
長

余
長

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点
SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

20d20d20d20d20d20d20d 10dかつ10dかつ10dかつ10dかつ10dかつ10dかつ10dかつ

150mm150mm150mm150mm150mm150mm150mm

<25d><25d><25d><25d><25d><25d><25d>

10d10d10d10d10d10d10d

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

<25d><25d><25d><25d><25d><25d><25d>

部位部位部位部位部位部位部位

Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)

―――――――

L3：直線定着L3：直線定着L3：直線定着L3：直線定着L3：直線定着L3：直線定着L3：直線定着

L3h：フック付定着L3h：フック付定着L3h：フック付定着L3h：フック付定着L3h：フック付定着L3h：フック付定着L3h：フック付定着

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)
2.「－」は適用範囲外を示す。2.「－」は適用範囲外を示す。2.「－」は適用範囲外を示す。2.「－」は適用範囲外を示す。2.「－」は適用範囲外を示す。2.「－」は適用範囲外を示す。2.「－」は適用範囲外を示す。
3. <　>は片持ち部材の場合を示す。3. <　>は片持ち部材の場合を示す。3. <　>は片持ち部材の場合を示す。3. <　>は片持ち部材の場合を示す。3. <　>は片持ち部材の場合を示す。3. <　>は片持ち部材の場合を示す。3. <　>は片持ち部材の場合を示す。

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

LbLbLbLbLbLbLb
L2L2L2L2L2L2L2

余
長
余
長

余
長
余
長
余
長
余
長

余
長

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La

小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の

の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類

Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)

18181818181818 21212121212121 ～～ ～～ ～～ ～鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋
36363636363636

30303030303030

～～ ～～ ～～ ～

27272727272727

24242424242424

～～ ～～ ～～ ～

45454545454545

39393939393939

～～ ～～ ～～ ～

60606060606060

48484848484848

梁内折曲げ定着の投影長さ Lb梁内折曲げ定着の投影長さ Lb梁内折曲げ定着の投影長さ Lb梁内折曲げ定着の投影長さ Lb梁内折曲げ定着の投影長さ Lb梁内折曲げ定着の投影長さ Lb梁内折曲げ定着の投影長さ Lb

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

25d25d25d25d25d25d25d 25d25d25d25d25d25d25d20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

LaLaLaLaLaLaLa
L2L2L2L2L2L2L2
(ただし、柱せいの3/4以上)(ただし、柱せいの3/4以上)(ただし、柱せいの3/4以上)(ただし、柱せいの3/4以上)(ただし、柱せいの3/4以上)(ただし、柱せいの3/4以上)(ただし、柱せいの3/4以上)

余
長
余
長

余
長

余
長
余
長

余
長

余
長

表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb

8
d8
d
8
d
8
d 8
d
8
d
8
d

8
d8
d
8
d
8
d 8
d
8
d
8
d

(ただし、梁幅の1/2以上)(ただし、梁幅の1/2以上)(ただし、梁幅の1/2以上)(ただし、梁幅の1/2以上)(ただし、梁幅の1/2以上)(ただし、梁幅の1/2以上)(ただし、梁幅の1/2以上)

柱せい柱せい柱せい柱せい柱せい柱せい柱せい

梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅

折曲げ定着長さ折曲げ定着長さ折曲げ定着長さ折曲げ定着長さ折曲げ定着長さ折曲げ定着長さ折曲げ定着長さ

3-3 その他の継手および定着3-3 その他の継手および定着3-3 その他の継手および定着3-3 その他の継手および定着3-3 その他の継手および定着3-3 その他の継手および定着3-3 その他の継手および定着

　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。

3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。

4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。

重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d
1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻

余長12d余長12d余長12d余長12d余長12d余長12d余長12d

　　　　　　　

　　　　　　　

(a)応力伝達用(a)応力伝達用(a)応力伝達用(a)応力伝達用(a)応力伝達用(a)応力伝達用(a)応力伝達用

1.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ150

(b)ひび割れ幅制御用(b)ひび割れ幅制御用(b)ひび割れ幅制御用(b)ひび割れ幅制御用(b)ひび割れ幅制御用(b)ひび割れ幅制御用(b)ひび割れ幅制御用

Pかつ100Pかつ100Pかつ100Pかつ100Pかつ100Pかつ100Pかつ100PPPPPPP PPPPPPP

図3-3-1 溶接金網の重ね継手図3-3-1 溶接金網の重ね継手図3-3-1 溶接金網の重ね継手図3-3-1 溶接金網の重ね継手図3-3-1 溶接金網の重ね継手図3-3-1 溶接金網の重ね継手図3-3-1 溶接金網の重ね継手

タイプAタイプAタイプAタイプAタイプAタイプAタイプA タイプBタイプBタイプBタイプBタイプBタイプBタイプB

図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面

図3-3-3 溶接金網の定着図3-3-3 溶接金網の定着図3-3-3 溶接金網の定着図3-3-3 溶接金網の定着図3-3-3 溶接金網の定着図3-3-3 溶接金網の定着図3-3-3 溶接金網の定着

2本以上2本以上2本以上2本以上2本以上2本以上2本以上

1.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ1501.5Pかつ150

余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d
余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d

図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

(b)角形スパイラル筋(b)角形スパイラル筋(b)角形スパイラル筋(b)角形スパイラル筋(b)角形スパイラル筋(b)角形スパイラル筋(b)角形スパイラル筋

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手末端定着末端定着末端定着末端定着末端定着末端定着末端定着

135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ 90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d

余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d または135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6d

1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻

(a)円形スパイラル筋(a)円形スパイラル筋(a)円形スパイラル筋(a)円形スパイラル筋(a)円形スパイラル筋(a)円形スパイラル筋(a)円形スパイラル筋

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手末端定着末端定着末端定着末端定着末端定着末端定着末端定着

135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ135°折曲げ 90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d90°折曲げ余長12d

余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d または135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6dまたは135°折曲げ余長6d

重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d重ね継手50d

　　　　　　　

余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d

　　　　　　　

余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d余長6d
余長12d余長12d余長12d余長12d余長12d余長12d余長12d

50505050505050

L3L3L3L3L3L3L3 L1L1L1L1L1L1L1

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

PPPPPPP

　　　　　　　

1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、

　応力伝達用とする。　応力伝達用とする。　応力伝達用とする。　応力伝達用とする。　応力伝達用とする。　応力伝達用とする。　応力伝達用とする。 2.柱・梁かぶり厚さは下表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の2.柱・梁かぶり厚さは下表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の2.柱・梁かぶり厚さは下表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の2.柱・梁かぶり厚さは下表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の2.柱・梁かぶり厚さは下表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の2.柱・梁かぶり厚さは下表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の2.柱・梁かぶり厚さは下表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の

　1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが下表より　1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが下表より　1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが下表より　1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが下表より　1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが下表より　1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが下表より　1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが下表より

　大きくなる部位があるため、注意すること。　大きくなる部位があるため、注意すること。　大きくなる部位があるため、注意すること。　大きくなる部位があるため、注意すること。　大きくなる部位があるため、注意すること。　大きくなる部位があるため、注意すること。　大きくなる部位があるため、注意すること。

　位置にて行う。　位置にて行う。　位置にて行う。　位置にて行う。　位置にて行う。　位置にて行う。　位置にて行う。

4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。

　・タイル張り　・タイル張り　・タイル張り　・タイル張り　・タイル張り　・タイル張り　・タイル張り

　・モルタル塗り(10mm以上)　・モルタル塗り(10mm以上)　・モルタル塗り(10mm以上)　・モルタル塗り(10mm以上)　・モルタル塗り(10mm以上)　・モルタル塗り(10mm以上)　・モルタル塗り(10mm以上)

　・打増し(10mm以上)　・打増し(10mm以上)　・打増し(10mm以上)　・打増し(10mm以上)　・打増し(10mm以上)　・打増し(10mm以上)　・打増し(10mm以上)

　<耐久性有効な仕上げの例>　<耐久性有効な仕上げの例>　<耐久性有効な仕上げの例>　<耐久性有効な仕上げの例>　<耐久性有効な仕上げの例>　<耐久性有効な仕上げの例>　<耐久性有効な仕上げの例>

5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを

　確保する。　確保する。　確保する。　確保する。　確保する。　確保する。　確保する。

6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打

　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。

3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる

1.鉄筋のかぶり厚さは下表による。1.鉄筋のかぶり厚さは下表による。1.鉄筋のかぶり厚さは下表による。1.鉄筋のかぶり厚さは下表による。1.鉄筋のかぶり厚さは下表による。1.鉄筋のかぶり厚さは下表による。1.鉄筋のかぶり厚さは下表による。

※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。
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・図中の　　　は、土が接する部分を示す。・図中の　　　は、土が接する部分を示す。・図中の　　　は、土が接する部分を示す。・図中の　　　は、土が接する部分を示す。・図中の　　　は、土が接する部分を示す。・図中の　　　は、土が接する部分を示す。・図中の　　　は、土が接する部分を示す。
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最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さ最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さ最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さ最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さ最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さ最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さ最小かぶり厚さを下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さ

※3 設計かぶり厚さ…施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後※3 設計かぶり厚さ…施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後※3 設計かぶり厚さ…施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後※3 設計かぶり厚さ…施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後※3 設計かぶり厚さ…施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後※3 設計かぶり厚さ…施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後※3 設計かぶり厚さ…施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後

を示す。を示す。を示す。を示す。を示す。を示す。を示す。

※4 最小かぶり厚さ…建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側に※4 最小かぶり厚さ…建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側に※4 最小かぶり厚さ…建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側に※4 最小かぶり厚さ…建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側に※4 最小かぶり厚さ…建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側に※4 最小かぶり厚さ…建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側に※4 最小かぶり厚さ…建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側に

ついては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さを示す。ついては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さを示す。ついては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さを示す。ついては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さを示す。ついては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さを示す。ついては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さを示す。ついては耐久性の観点から10mm増したかぶり厚さを示す。

部　位部　位部　位部　位部　位部　位部　位
かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し

ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分

土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す

る部分る部分る部分る部分る部分る部分る部分

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ
屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外

非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁

煙突内面煙突内面煙突内面煙突内面煙突内面煙突内面煙突内面

擁壁・基礎スラブ擁壁・基礎スラブ擁壁・基礎スラブ擁壁・基礎スラブ擁壁・基礎スラブ擁壁・基礎スラブ擁壁・基礎スラブ

柱・梁・壁・スラブ柱・梁・壁・スラブ柱・梁・壁・スラブ柱・梁・壁・スラブ柱・梁・壁・スラブ柱・梁・壁・スラブ柱・梁・壁・スラブ

連続基礎の立上り部分連続基礎の立上り部分連続基礎の立上り部分連続基礎の立上り部分連続基礎の立上り部分連続基礎の立上り部分連続基礎の立上り部分

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

柱・梁柱・梁柱・梁柱・梁柱・梁柱・梁柱・梁

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内

屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外

屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内

屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外

屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内

基礎スラブ・擁壁基礎スラブ・擁壁基礎スラブ・擁壁基礎スラブ・擁壁基礎スラブ・擁壁基礎スラブ・擁壁基礎スラブ・擁壁

40404040404040

30303030303030

50505050505050

40404040404040

40404040404040

30303030303030

30303030303030

20202020202020

40404040404040

30303030303030

30303030303030

20202020202020

70707070707070 60606060606060

60606060606060 50505050505050

50505050505050 40404040404040

50505050505050 40404040404040

70707070707070 60606060606060
※2※2※2※2※2※2※2 ※2※2※2※2※2※2※2

※2※2※2※2※2※2※2 ※2※2※2※2※2※2※2

※2※2※2※2※2※2※2 ※2※2※2※2※2※2※2

※1※1※1※1※1※1※1 ※1※1※1※1※1※1※1

※1※1※1※1※1※1※1 ※1※1※1※1※1※1※1

※1※1※1※1※1※1※1 ※1※1※1※1※1※1※1

設計設計設計設計設計設計設計 最小最小最小最小最小最小最小 ※4※4※4※4※4※4※4※3※3※3※3※3※3※3

表4-1　鉄筋のかぶり厚さ表4-1　鉄筋のかぶり厚さ表4-1　鉄筋のかぶり厚さ表4-1　鉄筋のかぶり厚さ表4-1　鉄筋のかぶり厚さ表4-1　鉄筋のかぶり厚さ表4-1　鉄筋のかぶり厚さ

分類記号分類記号分類記号分類記号分類記号分類記号分類記号

bbbbbbb

aaaaaaa

ddddddd

ccccccc

fffffff

eeeeeee

kkkkkkk

ggggggg

hhhhhhh

iiiiiii

jjjjjjj

(単位mm)(単位mm)(単位mm)(単位mm)(単位mm)(単位mm)(単位mm)

7.土に接する部位には、打増しを20mm設け、設計かぶり厚さを、打増しを含めて確保する。7.土に接する部位には、打増しを20mm設け、設計かぶり厚さを、打増しを含めて確保する。7.土に接する部位には、打増しを20mm設け、設計かぶり厚さを、打増しを含めて確保する。7.土に接する部位には、打増しを20mm設け、設計かぶり厚さを、打増しを含めて確保する。7.土に接する部位には、打増しを20mm設け、設計かぶり厚さを、打増しを含めて確保する。7.土に接する部位には、打増しを20mm設け、設計かぶり厚さを、打増しを含めて確保する。7.土に接する部位には、打増しを20mm設け、設計かぶり厚さを、打増しを含めて確保する。

8.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。8.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。8.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。8.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。8.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。8.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。8.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。

9.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。9.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。9.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。9.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。9.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。9.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。9.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。

注)基礎下端筋のかぶり厚さは注)基礎下端筋のかぶり厚さは注)基礎下端筋のかぶり厚さは注)基礎下端筋のかぶり厚さは注)基礎下端筋のかぶり厚さは注)基礎下端筋のかぶり厚さは注)基礎下端筋のかぶり厚さは
　 杭天端からの寸法を示す　 杭天端からの寸法を示す　 杭天端からの寸法を示す　 杭天端からの寸法を示す　 杭天端からの寸法を示す　 杭天端からの寸法を示す　 杭天端からの寸法を示す

1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)
2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ
　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)
3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

Ｓ-002Ｓ-002Ｓ-002Ｓ-002Ｓ-002Ｓ-002Ｓ-002
鉄筋コンクリート造標準図(2)鉄筋コンクリート造標準図(2)鉄筋コンクリート造標準図(2)鉄筋コンクリート造標準図(2)鉄筋コンクリート造標準図(2)鉄筋コンクリート造標準図(2)鉄筋コンクリート造標準図(2)

　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)
3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。 廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一

松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔

中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮
A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  

A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  

設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦
図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052

532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011 担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号 宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事



図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052
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作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一

廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一

松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔

中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮 鉄筋コンクリート造標準図(3)鉄筋コンクリート造標準図(3)鉄筋コンクリート造標準図(3)鉄筋コンクリート造標準図(3)鉄筋コンクリート造標準図(3)鉄筋コンクリート造標準図(3)鉄筋コンクリート造標準図(3)　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号

A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  

A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  

設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦

§5 基礎・杭§5 基礎・杭§5 基礎・杭§5 基礎・杭§5 基礎・杭§5 基礎・杭§5 基礎・杭

梁幅 B梁幅 B梁幅 B梁幅 B梁幅 B梁幅 B梁幅 B

B/2B/2B/2B/2B/2B/2B/2

Lx(Ly)Lx(Ly)Lx(Ly)Lx(Ly)Lx(Ly)Lx(Ly)Lx(Ly)

Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4 Lx/2Lx/2Lx/2Lx/2Lx/2Lx/2Lx/2 Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4L2L2L2L2L2L2L2

15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d

8
d8
d
8
d
8
d 8
d
8
d
8
d

8
d8
d
8
d
8
d 8
d
8
d
8
d

50mm程度以下50mm程度以下50mm程度以下50mm程度以下50mm程度以下50mm程度以下50mm程度以下 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4 Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4Lx/4L2hL2hL2hL2hL2hL2hL2h

※3※3※3※3※3※3※3
※1※1※1※1※1※1※1

※3※3※3※3※3※3※3(Ly-Lx/2)(Ly-Lx/2)(Ly-Lx/2)(Ly-Lx/2)(Ly-Lx/2)(Ly-Lx/2)(Ly-Lx/2)

余
長
余
長

余
長
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長
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長
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長
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長
余
長
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長
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長

※2※2※2※2※2※2※2

Lx:短辺方向内法寸法Lx:短辺方向内法寸法Lx:短辺方向内法寸法Lx:短辺方向内法寸法Lx:短辺方向内法寸法Lx:短辺方向内法寸法Lx:短辺方向内法寸法

Ly:長辺方向内法寸法Ly:長辺方向内法寸法Ly:長辺方向内法寸法Ly:長辺方向内法寸法Ly:長辺方向内法寸法Ly:長辺方向内法寸法Ly:長辺方向内法寸法

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を

    B/2以上確保する。    B/2以上確保する。    B/2以上確保する。    B/2以上確保する。    B/2以上確保する。    B/2以上確保する。    B/2以上確保する。

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟

5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

§6 基礎梁§6 基礎梁§6 基礎梁§6 基礎梁§6 基礎梁§6 基礎梁§6 基礎梁

DDDDDDD

15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)
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Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4

Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4Laかつ3D/4

第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋 第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋第1あばら筋
2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋

【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟【■適用範囲】スクールサポーター棟
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図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法
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・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。

図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法
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・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。・A部は図11-1-5による。

図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法
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(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合 (2)梁へ定着する場合(2)梁へ定着する場合(2)梁へ定着する場合(2)梁へ定着する場合(2)梁へ定着する場合(2)梁へ定着する場合(2)梁へ定着する場合

DD DD DD D

(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合(1)柱に定着する場合 (2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合

(1)梁に定着する場合(1)梁に定着する場合(1)梁に定着する場合(1)梁に定着する場合(1)梁に定着する場合(1)梁に定着する場合(1)梁に定着する場合 (2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合(2)通し筋とする場合
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≦P1≦P1≦P1≦P1≦P1≦P1≦P1 配筋間隔 P1配筋間隔 P1配筋間隔 P1配筋間隔 P1配筋間隔 P1配筋間隔 P1配筋間隔 P1 ≦P1≦P1≦P1≦P1≦P1≦P1≦P1
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柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置柱主筋位置

柱柱柱柱柱柱柱 柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

梁梁梁梁梁梁梁

梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置

図11-1-1 定着と継手図11-1-1 定着と継手図11-1-1 定着と継手図11-1-1 定着と継手図11-1-1 定着と継手図11-1-1 定着と継手図11-1-1 定着と継手

・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。

・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。
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内側横筋は、内側横筋は、内側横筋は、内側横筋は、内側横筋は、内側横筋は、内側横筋は、
L2定着してもよいL2定着してもよいL2定着してもよいL2定着してもよいL2定着してもよいL2定着してもよいL2定着してもよい

内側縦筋は、内側縦筋は、内側縦筋は、内側縦筋は、内側縦筋は、内側縦筋は、内側縦筋は、
L2定着してもL2定着してもL2定着してもL2定着してもL2定着してもL2定着してもL2定着しても
よいよいよいよいよいよいよい

梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置梁主筋位置

1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。

2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。

3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に

　配置する。　配置する。　配置する。　配置する。　配置する。　配置する。　配置する。

8dかつ1508dかつ1508dかつ1508dかつ1508dかつ1508dかつ1508dかつ150

帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋

壁筋壁筋壁筋壁筋壁筋壁筋壁筋

帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋帯筋またはあばら筋

壁筋壁筋壁筋壁筋壁筋壁筋壁筋

図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法

(1)シングル配筋の場合(1)シングル配筋の場合(1)シングル配筋の場合(1)シングル配筋の場合(1)シングル配筋の場合(1)シングル配筋の場合(1)シングル配筋の場合

L1L1L1L1L1L1L1

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合

L2L2L2L2L2L2L2

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合
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(2)ダブル配筋の場合(2)ダブル配筋の場合(2)ダブル配筋の場合(2)ダブル配筋の場合(2)ダブル配筋の場合(2)ダブル配筋の場合(2)ダブル配筋の場合
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B部B部B部B部B部B部B部

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

L
2L
2
L
2
L
2 L
2
L
2
L
2L2L
2
L2L2 L
2L2 L2
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L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合横筋間隔が同じ場合

(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋 縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

壁縦筋が外側の場合壁縦筋が外側の場合壁縦筋が外側の場合壁縦筋が外側の場合壁縦筋が外側の場合壁縦筋が外側の場合壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合壁縦筋が内側の場合壁縦筋が内側の場合壁縦筋が内側の場合壁縦筋が内側の場合壁縦筋が内側の場合壁縦筋が内側の場合

図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋

L2L2L2L2L2L2L2

シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ
横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋

L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2

ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

L2L2L2L2L2L2L2
横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋横補強筋

L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2

シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合ダブル配筋の場合

図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり

横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合横筋間隔が異なる場合

2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

。。。。。。。

※定着長さは※定着長さは※定着長さは※定着長さは※定着長さは※定着長さは※定着長さは
L2とする。L2とする。L2とする。L2とする。L2とする。L2とする。L2とする。

(1)先端90°フックとする場合(1)先端90°フックとする場合(1)先端90°フックとする場合(1)先端90°フックとする場合(1)先端90°フックとする場合(1)先端90°フックとする場合(1)先端90°フックとする場合 (2)先端を斜めに折り曲げる場合(2)先端を斜めに折り曲げる場合(2)先端を斜めに折り曲げる場合(2)先端を斜めに折り曲げる場合(2)先端を斜めに折り曲げる場合(2)先端を斜めに折り曲げる場合(2)先端を斜めに折り曲げる場合

(1)壁脚部(1)壁脚部(1)壁脚部(1)壁脚部(1)壁脚部(1)壁脚部(1)壁脚部

(2)壁頂部(2)壁頂部(2)壁頂部(2)壁頂部(2)壁頂部(2)壁頂部(2)壁頂部

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

B部B部B部B部B部B部B部

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋 縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

L2L2L2L2L2L2L2

図11-3 壁端部・開口部小口補強図11-3 壁端部・開口部小口補強図11-3 壁端部・開口部小口補強図11-3 壁端部・開口部小口補強図11-3 壁端部・開口部小口補強図11-3 壁端部・開口部小口補強図11-3 壁端部・開口部小口補強

1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする。。。。。。。

2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する

　ことができる。　ことができる。　ことができる。　ことができる。　ことができる。　ことができる。　ことができる。

・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、

 帯筋・あばら筋内に定着する 帯筋・あばら筋内に定着する 帯筋・あばら筋内に定着する 帯筋・あばら筋内に定着する 帯筋・あばら筋内に定着する 帯筋・あばら筋内に定着する 帯筋・あばら筋内に定着する
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コ形補強筋が内側の場合コ形補強筋が内側の場合コ形補強筋が内側の場合コ形補強筋が内側の場合コ形補強筋が内側の場合コ形補強筋が内側の場合コ形補強筋が内側の場合
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コ形補強筋が外側の場合コ形補強筋が外側の場合コ形補強筋が外側の場合コ形補強筋が外側の場合コ形補強筋が外側の場合コ形補強筋が外側の場合コ形補強筋が外側の場合 壁筋にフックを設けた場合壁筋にフックを設けた場合壁筋にフックを設けた場合壁筋にフックを設けた場合壁筋にフックを設けた場合壁筋にフックを設けた場合壁筋にフックを設けた場合
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宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事

§7壁§7壁§7壁§7壁§7壁§7壁§7壁

7-1 壁と柱・梁とのおさまり7-1 壁と柱・梁とのおさまり7-1 壁と柱・梁とのおさまり7-1 壁と柱・梁とのおさまり7-1 壁と柱・梁とのおさまり7-1 壁と柱・梁とのおさまり7-1 壁と柱・梁とのおさまり

7-2 壁と壁・スラブとのおさまり7-2 壁と壁・スラブとのおさまり7-2 壁と壁・スラブとのおさまり7-2 壁と壁・スラブとのおさまり7-2 壁と壁・スラブとのおさまり7-2 壁と壁・スラブとのおさまり7-2 壁と壁・スラブとのおさまり

7-3 壁端部・開口部小口補強7-3 壁端部・開口部小口補強7-3 壁端部・開口部小口補強7-3 壁端部・開口部小口補強7-3 壁端部・開口部小口補強7-3 壁端部・開口部小口補強7-3 壁端部・開口部小口補強

Ｓ-003Ｓ-003Ｓ-003Ｓ-003Ｓ-003Ｓ-003Ｓ-003



廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052
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作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一

松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔

中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮 浅層混合処理工法特記仕様書浅層混合処理工法特記仕様書浅層混合処理工法特記仕様書浅層混合処理工法特記仕様書浅層混合処理工法特記仕様書浅層混合処理工法特記仕様書浅層混合処理工法特記仕様書　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号

A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  A1：  -  

A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  A3：  -  

　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）

施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。

推定配合推定配合推定配合推定配合推定配合推定配合推定配合

固化材固化材固化材固化材固化材固化材固化材

工程表工程表工程表工程表工程表工程表工程表

施工方法（仕様固化材、配合量等）施工方法（仕様固化材、配合量等）施工方法（仕様固化材、配合量等）施工方法（仕様固化材、配合量等）施工方法（仕様固化材、配合量等）施工方法（仕様固化材、配合量等）施工方法（仕様固化材、配合量等）

施工管理方法施工管理方法施工管理方法施工管理方法施工管理方法施工管理方法施工管理方法

施工機械施工機械施工機械施工機械施工機械施工機械施工機械

改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。

本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理

改良体を造成する工法である。改良体を造成する工法である。改良体を造成する工法である。改良体を造成する工法である。改良体を造成する工法である。改良体を造成する工法である。改良体を造成する工法である。

本工法は現地盤土とセメント及びセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する本工法は現地盤土とセメント及びセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する本工法は現地盤土とセメント及びセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する本工法は現地盤土とセメント及びセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する本工法は現地盤土とセメント及びセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する本工法は現地盤土とセメント及びセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する本工法は現地盤土とセメント及びセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する

表層改良工法特記仕様書表層改良工法特記仕様書表層改良工法特記仕様書表層改良工法特記仕様書表層改良工法特記仕様書表層改良工法特記仕様書表層改良工法特記仕様書

3　特記事項3　特記事項3　特記事項3　特記事項3　特記事項3　特記事項3　特記事項

(4)(4)(4)(4)(4)(4)(4)

(5)(5)(5)(5)(5)(5)(5)

(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

2　一般事項2　一般事項2　一般事項2　一般事項2　一般事項2　一般事項2　一般事項

1　工法概要1　工法概要1　工法概要1　工法概要1　工法概要1　工法概要1　工法概要

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

5　施工機械5　施工機械5　施工機械5　施工機械5　施工機械5　施工機械5　施工機械

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

4　固化材配合量4　固化材配合量4　固化材配合量4　固化材配合量4　固化材配合量4　固化材配合量4　固化材配合量

セメント系固化材（TL-3E型同等以上）セメント系固化材（TL-3E型同等以上）セメント系固化材（TL-3E型同等以上）セメント系固化材（TL-3E型同等以上）セメント系固化材（TL-3E型同等以上）セメント系固化材（TL-3E型同等以上）セメント系固化材（TL-3E型同等以上）

本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項

を明記する。を明記する。を明記する。を明記する。を明記する。を明記する。を明記する。

工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

品質管理方法品質管理方法品質管理方法品質管理方法品質管理方法品質管理方法品質管理方法(6)(6)(6)(6)(6)(6)(6)

安全管理方法安全管理方法安全管理方法安全管理方法安全管理方法安全管理方法安全管理方法(7)(7)(7)(7)(7)(7)(7)

請負業者の本工事責任者名請負業者の本工事責任者名請負業者の本工事責任者名請負業者の本工事責任者名請負業者の本工事責任者名請負業者の本工事責任者名請負業者の本工事責任者名(8)(8)(8)(8)(8)(8)(8)

本工事施工業者名および施工責任者名本工事施工業者名および施工責任者名本工事施工業者名および施工責任者名本工事施工業者名および施工責任者名本工事施工業者名および施工責任者名本工事施工業者名および施工責任者名本工事施工業者名および施工責任者名(9)(9)(9)(9)(9)(9)(9)

必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

材料散布材料散布材料散布材料散布材料散布材料散布材料散布

混合攪拌混合攪拌混合攪拌混合攪拌混合攪拌混合攪拌混合攪拌

敷き均し敷き均し敷き均し敷き均し敷き均し敷き均し敷き均し

転　圧転　圧転　圧転　圧転　圧転　圧転　圧

養　生養　生養　生養　生養　生養　生養　生

1)　固化材量：80kg/m　1)　固化材量：80kg/m　1)　固化材量：80kg/m　1)　固化材量：80kg/m　1)　固化材量：80kg/m　1)　固化材量：80kg/m　1)　固化材量：80kg/m　

施工施工施工施工施工施工施工

6　施工6　施工6　施工6　施工6　施工6　施工6　施工
(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。

混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。

改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。

施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。

施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。

7　施工管理7　施工管理7　施工管理7　施工管理7　施工管理7　施工管理7　施工管理
施工過程における管理方法は次の通りとする。施工過程における管理方法は次の通りとする。施工過程における管理方法は次の通りとする。施工過程における管理方法は次の通りとする。施工過程における管理方法は次の通りとする。施工過程における管理方法は次の通りとする。施工過程における管理方法は次の通りとする。

固化材散布量固化材散布量固化材散布量固化材散布量固化材散布量固化材散布量固化材散布量(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。

改良厚さ改良厚さ改良厚さ改良厚さ改良厚さ改良厚さ改良厚さ(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。

混合程度混合程度混合程度混合程度混合程度混合程度混合程度(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。

8　報告8　報告8　報告8　報告8　報告8　報告8　報告
工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。

固化材散布量、改良厚さの状況写真固化材散布量、改良厚さの状況写真固化材散布量、改良厚さの状況写真固化材散布量、改良厚さの状況写真固化材散布量、改良厚さの状況写真固化材散布量、改良厚さの状況写真固化材散布量、改良厚さの状況写真

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

管理試験結果管理試験結果管理試験結果管理試験結果管理試験結果管理試験結果管理試験結果(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

9　管理試験9　管理試験9　管理試験9　管理試験9　管理試験9　管理試験9　管理試験
一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験一軸圧縮試験(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

1)現場採取供試体1)現場採取供試体1)現場採取供試体1)現場採取供試体1)現場採取供試体1)現場採取供試体1)現場採取供試体

　改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。　改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。　改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。　改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。　改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。　改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。　改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。

2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。

指針　2018年11月」（（財）日本建築センター）による。指針　2018年11月」（（財）日本建築センター）による。指針　2018年11月」（（財）日本建築センター）による。指針　2018年11月」（（財）日本建築センター）による。指針　2018年11月」（（財）日本建築センター）による。指針　2018年11月」（（財）日本建築センター）による。指針　2018年11月」（（財）日本建築センター）による。

六価クロム溶出試験六価クロム溶出試験六価クロム溶出試験六価クロム溶出試験六価クロム溶出試験六価クロム溶出試験六価クロム溶出試験(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント及びセメント系

固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」による六価クロム溶出試験を実施し、

試験結果を提出するものとする。事前配合試験段階　　1検体試験結果を提出するものとする。事前配合試験段階　　1検体試験結果を提出するものとする。事前配合試験段階　　1検体試験結果を提出するものとする。事前配合試験段階　　1検体試験結果を提出するものとする。事前配合試験段階　　1検体試験結果を提出するものとする。事前配合試験段階　　1検体試験結果を提出するものとする。事前配合試験段階　　1検体

3333333

改良厚さ、位置等は設計図による。（各1階伏図の特記に示す）改良厚さ、位置等は設計図による。（各1階伏図の特記に示す）改良厚さ、位置等は設計図による。（各1階伏図の特記に示す）改良厚さ、位置等は設計図による。（各1階伏図の特記に示す）改良厚さ、位置等は設計図による。（各1階伏図の特記に示す）改良厚さ、位置等は設計図による。（各1階伏図の特記に示す）改良厚さ、位置等は設計図による。（各1階伏図の特記に示す）

設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦

改良体の設計基準強度：Fc=150kN/m改良体の設計基準強度：Fc=150kN/m改良体の設計基準強度：Fc=150kN/m改良体の設計基準強度：Fc=150kN/m改良体の設計基準強度：Fc=150kN/m改良体の設計基準強度：Fc=150kN/m改良体の設計基準強度：Fc=150kN/m2222222

宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事
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４．スラブ天端レベルは、1FL-10とする。４．スラブ天端レベルは、1FL-10とする。４．スラブ天端レベルは、1FL-10とする。４．スラブ天端レベルは、1FL-10とする。４．スラブ天端レベルは、1FL-10とする。４．スラブ天端レベルは、1FL-10とする。４．スラブ天端レベルは、1FL-10とする。
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１．柱芯=梁芯とする。１．柱芯=梁芯とする。１．柱芯=梁芯とする。１．柱芯=梁芯とする。１．柱芯=梁芯とする。１．柱芯=梁芯とする。１．柱芯=梁芯とする。

特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。

４．壁はW18とする。４．壁はW18とする。４．壁はW18とする。４．壁はW18とする。４．壁はW18とする。４．壁はW18とする。４．壁はW18とする。

３．(　　)内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。３．(　　)内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。３．(　　)内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。３．(　　)内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。３．(　　)内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。３．(　　)内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。３．(　　)内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

２．　　内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。２．　　内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。２．　　内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。２．　　内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。２．　　内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。２．　　内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。２．　　内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。
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4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

FG21FG21FG21FG21FG21FG21FG21 FG21FG21FG21FG21FG21FG21FG21
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１．壁はW18とする。１．壁はW18とする。１．壁はW18とする。１．壁はW18とする。１．壁はW18とする。１．壁はW18とする。１．壁はW18とする。

特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。

２．スリーブは以下とする。２．スリーブは以下とする。２．スリーブは以下とする。２．スリーブは以下とする。２．スリーブは以下とする。２．スリーブは以下とする。２．スリーブは以下とする。

SX2通り壁面：100φ×2SX2通り壁面：100φ×2SX2通り壁面：100φ×2SX2通り壁面：100φ×2SX2通り壁面：100φ×2SX2通り壁面：100φ×2SX2通り壁面：100φ×2

SX3通り壁面：150φ×1SX3通り壁面：150φ×1SX3通り壁面：150φ×1SX3通り壁面：150φ×1SX3通り壁面：150φ×1SX3通り壁面：150φ×1SX3通り壁面：150φ×1

SY1通り壁面：150φ×1、100φ×1SY1通り壁面：150φ×1、100φ×1SY1通り壁面：150φ×1、100φ×1SY1通り壁面：150φ×1、100φ×1SY1通り壁面：150φ×1、100φ×1SY1通り壁面：150φ×1、100φ×1SY1通り壁面：150φ×1、100φ×1
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▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天
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▼▼▼▼▼▼▼1FL1FL1FL1FL1FL1FL1FL

2,0002,0002,0002,0002,0002,0002,000

7
0
0
7
0
0

7
0
0
7
0
0
7
0
0
7
0
0

7
0
0

1
,
16
0

1
,
16
0

1
,
16
0

1
,
16
0

1
,
16
0

1
,
16
0

1
,
16
0

470470470470470470470540540540540540540540

▲梁天▲梁天▲梁天▲梁天▲梁天▲梁天▲梁天
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▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天▼スラブ天

WG50WG50WG50WG50WG50WG50WG50
WG50WG50WG50WG50WG50WG50WG50

５．屋根スラブはS21とする。５．屋根スラブはS21とする。５．屋根スラブはS21とする。５．屋根スラブはS21とする。５．屋根スラブはS21とする。５．屋根スラブはS21とする。５．屋根スラブはS21とする。

2階壁屋根床伏図2階壁屋根床伏図2階壁屋根床伏図2階壁屋根床伏図2階壁屋根床伏図2階壁屋根床伏図2階壁屋根床伏図1階床・基礎梁伏図1階床・基礎梁伏図1階床・基礎梁伏図1階床・基礎梁伏図1階床・基礎梁伏図1階床・基礎梁伏図1階床・基礎梁伏図

SY2通り軸組図SY2通り軸組図SY2通り軸組図SY2通り軸組図SY2通り軸組図SY2通り軸組図SY2通り軸組図SY1通り軸組図SY1通り軸組図SY1通り軸組図SY1通り軸組図SY1通り軸組図SY1通り軸組図SY1通り軸組図
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SX2通り軸組図SX2通り軸組図SX2通り軸組図SX2通り軸組図SX2通り軸組図SX2通り軸組図SX2通り軸組図

SX3通り軸組図SX3通り軸組図SX3通り軸組図SX3通り軸組図SX3通り軸組図SX3通り軸組図SX3通り軸組図

SX1通り軸組図SX1通り軸組図SX1通り軸組図SX1通り軸組図SX1通り軸組図SX1通り軸組図SX1通り軸組図

特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。特記なき限り下記とする。

１．SGL=TP.+12.60とする。１．SGL=TP.+12.60とする。１．SGL=TP.+12.60とする。１．SGL=TP.+12.60とする。１．SGL=TP.+12.60とする。１．SGL=TP.+12.60とする。１．SGL=TP.+12.60とする。

２．1FL=SGL+100とする。２．1FL=SGL+100とする。２．1FL=SGL+100とする。２．1FL=SGL+100とする。２．1FL=SGL+100とする。２．1FL=SGL+100とする。２．1FL=SGL+100とする。

６．壁はW18とする。６．壁はW18とする。６．壁はW18とする。６．壁はW18とする。６．壁はW18とする。６．壁はW18とする。６．壁はW18とする。

５．地中梁天端レベルは1FL-200とする。５．地中梁天端レベルは1FL-200とする。５．地中梁天端レベルは1FL-200とする。５．地中梁天端レベルは1FL-200とする。５．地中梁天端レベルは1FL-200とする。５．地中梁天端レベルは1FL-200とする。５．地中梁天端レベルは1FL-200とする。

７．基礎底版下に浅層混合改良t=500を施す。７．基礎底版下に浅層混合改良t=500を施す。７．基礎底版下に浅層混合改良t=500を施す。７．基礎底版下に浅層混合改良t=500を施す。７．基礎底版下に浅層混合改良t=500を施す。７．基礎底版下に浅層混合改良t=500を施す。７．基礎底版下に浅層混合改良t=500を施す。

３．通り芯=壁芯とする。地中梁は、壁の外面合わせとする。３．通り芯=壁芯とする。地中梁は、壁の外面合わせとする。３．通り芯=壁芯とする。地中梁は、壁の外面合わせとする。３．通り芯=壁芯とする。地中梁は、壁の外面合わせとする。３．通り芯=壁芯とする。地中梁は、壁の外面合わせとする。３．通り芯=壁芯とする。地中梁は、壁の外面合わせとする。３．通り芯=壁芯とする。地中梁は、壁の外面合わせとする。
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SX1SX1SX1SX1SX1SX1SX1 SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX2SX2SX2SX2SX2SX2SX2 SX1SX1SX1SX1SX1SX1SX1 SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX2SX2SX2SX2SX2SX2SX2

SX1SX1SX1SX1SX1SX1SX1 SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX2SX2SX2SX2SX2SX2SX2SX1SX1SX1SX1SX1SX1SX1 SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX3SX2SX2SX2SX2SX2SX2SX2

SY2SY2SY2SY2SY2SY2SY2
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FS21FS21FS21FS21FS21FS21FS21 +3044+3044+3044+3044+3044+3044+3044

+2830+2830+2830+2830+2830+2830+2830

+2507+2507+2507+2507+2507+2507+2507

FG21FG21FG21FG21FG21FG21FG21 FG21FG21FG21FG21FG21FG21FG21

FG21FG21FG21FG21FG21FG21FG21 FG21FG21FG21FG21FG21FG21FG21

FS21FS21FS21FS21FS21FS21FS21

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

□-D10@200□-D10@200□-D10@200□-D10@200□-D10@200□-D10@200□-D10@200

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

壁リスト壁リスト壁リスト壁リスト壁リスト壁リスト壁リスト 特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による

2222222

2222222

スラブリストスラブリストスラブリストスラブリストスラブリストスラブリストスラブリスト

1.巾止筋はD10@1000とする。1.巾止筋はD10@1000とする。1.巾止筋はD10@1000とする。1.巾止筋はD10@1000とする。1.巾止筋はD10@1000とする。1.巾止筋はD10@1000とする。1.巾止筋はD10@1000とする。

WG50WG50WG50WG50WG50WG50WG50

180ｘ500180ｘ500180ｘ500180ｘ500180ｘ500180ｘ500180ｘ500

符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号

位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置

断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面

DD DD DD D

BBBBBBB

上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋

下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋

スターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップ

腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋

主筋方向要領図主筋方向要領図主筋方向要領図主筋方向要領図主筋方向要領図主筋方向要領図主筋方向要領図

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号

壁 厚壁 厚壁 厚壁 厚壁 厚壁 厚壁 厚

断 面断 面断 面断 面断 面断 面断 面

D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋

横 筋横 筋横 筋横 筋横 筋横 筋横 筋

縦縦縦縦縦縦縦 -------
開口開口開口開口開口開口開口

横横横横横横横 -------
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め -------

D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)D13@200(D)

W18W18W18W18W18W18W18

180180180180180180180

符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号

位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置位　　　置

断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面断　　　面

DD DD DD D

BBBBBBB

B　×　DB　×　DB　×　DB　×　DB　×　DB　×　DB　×　D 350×600350×600350×600350×600350×600350×600350×600
上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋上　端　筋 3-D223-D223-D223-D223-D223-D223-D22
下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋下　端　筋 3-D223-D223-D223-D223-D223-D223-D22
スターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップスターラップ □-D10＠200□-D10＠200□-D10＠200□-D10＠200□-D10＠200□-D10＠200□-D10＠200
腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋腹　　　筋

FG21FG21FG21FG21FG21FG21FG21

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

4-D104-D104-D104-D104-D104-D104-D10

3333333

3333333

１.(D)は、ダブル配筋を示す。１.(D)は、ダブル配筋を示す。１.(D)は、ダブル配筋を示す。１.(D)は、ダブル配筋を示す。１.(D)は、ダブル配筋を示す。１.(D)は、ダブル配筋を示す。１.(D)は、ダブル配筋を示す。
特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による特記無き限り下記による

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 版  厚版  厚版  厚版  厚版  厚版  厚版  厚 位 置位 置位 置位 置位 置位 置位 置

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋
150150150150150150150

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋
150150150150150150150

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

主 筋 方 向主 筋 方 向主 筋 方 向主 筋 方 向主 筋 方 向主 筋 方 向主 筋 方 向 配 力 筋 方 向配 力 筋 方 向配 力 筋 方 向配 力 筋 方 向配 力 筋 方 向配 力 筋 方 向配 力 筋 方 向

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100D13@100

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋
X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋

X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋X方向主筋

Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋

Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋Y方向主筋

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

B　×　DB　×　DB　×　DB　×　DB　×　DB　×　DB　×　D

WG50WG50WG50WG50WG50WG50WG50

S21S21S21S21S21S21S21

FS21FS21FS21FS21FS21FS21FS21

梁リスト梁リスト梁リスト梁リスト梁リスト梁リスト梁リスト 地中梁リスト地中梁リスト地中梁リスト地中梁リスト地中梁リスト地中梁リスト地中梁リスト

廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一廣重　圭一

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．図面ＮＯ．
大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・666606・6305・6666

03・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・101003・5713・1010

06・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・222206・6305・2222本      社本      社本      社本      社本      社本      社本      社

東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所東京事務所

大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所大阪事務所

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒

〒〒〒〒〒〒〒532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011

144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052144-0052

532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011532-0011 担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

担
　
当

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

設
　
計

作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成作　　　成

第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回第　３　回

第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回第　２　回

第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回第　１　回
構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一　廣重　圭一

松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔松本　翔

中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮中原　裕亮 伏図軸組図伏図軸組図伏図軸組図伏図軸組図伏図軸組図伏図軸組図伏図軸組図
Ｓ-005Ｓ-005Ｓ-005Ｓ-005Ｓ-005Ｓ-005Ｓ-005

A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50A1：1/50

A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100A3：1/100　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号一級建築士 大臣登録第311846号 設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦鈴木　邦彦

宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事宇治西小倉学園東門周辺整備工事
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営繕工事契約関係書類提出書類書式集◆一覧表により提出。

　　　　　　　 ○行わない

　　・屋外　　○ステンレス鋼板　　

１）設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

名　　　称 内　　　　　　容

○完成図 金文字製本

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

保守指導案内書（機器取説書を含む）

機器性能試験成績書・保証書・施工の試験成績書

○諸官庁提出書類 副　　本

アルバム綴り

大きさ 部　数

機器製作図　　　　　　　　　　 ファイル止め

Ａ４版

Ａ４版

１　部

２  部

２  部

２　部

１  式

１  部

○完成図

○施工図

○機器完成図等

電子納品については、現場説明書による。

月報　※２部　○３部　　毎月末に〆め、翌月の５日までに提出する。

２  部

譲するものとする。

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委

○室内気流及びじんあいの測定　　○騒音の測定

○風量調整（測定共）　　　　　　○水量調整（測定共）　　○室内外空気の温湿度測定

（測定結果は報告書にて
　提出）

一
般
事
項

共
通
事
項

　ボックス

　ボックスの材質について、特記がない場合は亜鉛鉄板製とする。ただし、グラスウール製と

厚さ０．６ｍｍ以上の亜鉛鉄板で補強を施したものとする。

　ボックスの吊りは３点支持を標準とし、これによれない場合は監督職員との協議による。

○原図

○完成写真

※工事関係書類

※履行報告

※完成図書

※著作権等

※付属品及び予備品

用途表示のあるテープ（幅は１５０ｍｍ以上）で、２倍長以上重ね合わせで使用する。

○防食処理

○溶接接合

　○適用する（○放射線透過検査　　○浸透深傷検査又は磁粉深傷検査）

　埋設表示用テープ

○地中埋設標及び

○保温

溶接部の非破壊検査は、

　○適用しない

　　給水管・排水管

　　排煙ダクト・煙道、排気筒

　　その他

　　　　　　　　　　　　　　　　○ポリスチレンフォーム保温材　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　○ロックウール保温材　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　○グラスウール保温材　　　　　　　○

○塗装

１）給　水　管　　地中埋設標（○要　○不要）　埋設表示用テープ（○要　○不要）

２）消　火　管　　地中埋設標（○要　○不要）　埋設表示用テープ（○要　○不要）

３）ガ　ス　管　　地中埋設標（○要　○不要）　埋設表示用テープ（○要　○不要）

４）油　　　管　　地中埋設標（○要　○不要）　埋設表示用テープ（○要　○不要）

５）ブライン管　　地中埋設標（○要　○不要）　埋設表示用テープ（○要　○不要）

○耐震施工

○吹出口及び吸込口

する場合はＪＩＳ Ａ ４００９（空気調和及び換気設備用ダクトの構成部材）によるものとし、

ステンレス製ダクトの板厚は　J IS　A ４００９　２０１７による○ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾞｸﾄの板厚

ＰＦ管で配管する場合は、樹脂製ボックスを使用する。

　機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。ただし、電動機の出力、燃料消費量及び

○ボックス

○容量等の表示

圧力損失は、表示された数値以下とする。

　電動機出力が０．７５ｋＷ以上の低圧三相かご形誘導電動機の規格は、ＪＩＳ Ｃ ４２１３

（低圧三相かご形誘導電動機－低圧トップランナーモータ）による。

○誘導電動機

○電線及び電線管

章 項　　　目

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

空
気
調
和
設
備

○消音内貼

○ドレン抜き

　防火防煙ダンパー

○防煙ダンパー及び

○温度計

○定風量ユニット

　変風量ユニット

○インサート及び

　　　　　　アンカー

○開放形膨張タンク等 開放形膨張タンク、補給水タンク及び消火用充水タンクの材質は次による

完成図

延床面積（ｍ2 ）

【工事概要】

　２　建物概要

　３　工事科目

建物名称 
　工事科目

 　空気調和設備

　 換気設備

　 排煙設備

　 自動制御設備

　 衛生器具設備

　 給水設備

　 排水設備

　 給湯設備

　 消火設備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　１　工事場所　　

●

○

○

○

建　物　名 構　　　造 階　　　数 備　　　考消防法令別表第一耐震安全性の分類

●印をついたものを適用し、各一式とする。

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

【特記事項】

　１　一般事項

　２　特記事項

　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書

※工事写真

※総合試運転調整

○鋼板製　　○ステンレス鋼板製

電線及び電線管については標準仕様書第４編第１章第５節による

１）国土交通省大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（最新版）」による。

　「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により、計算を行い、監督職員に報告し承諾を

標準仕様書によるほか、下記により塗装（指定色）を行う。ただし、保温を行うものは除く。

○屋外(○ダクト ○配管)　○屋内居室(○ダクト ○配管)　○廊下(○ダクト ○配管)

○屋内ＰＳ・ＥＰＳ(○ダクト ○配管)　○屋内機械室・電気室(○ダクト ○配管)

○はつり及び穴開け

○カセット形ファンコイル

　ユニット

○ボイラー燃焼制御方式

　 厨房機器設備

　 浄化槽設備

　 医療ガス設備

　 撤去工事

３）小黒板電子化については、現場説明書による。

２）工事完成時、整理の上、１部提出する。

（露出施工部）

　　　　　　　　　　　　○ビーズ法ポリスチレンフォームに準ずるもの

　　・屋外　　○カラー亜鉛鉄板　　○ステンレス鋼板　　○

　　はエア抜弁までとする。

○不要

○不要○必要

○必要

　　・屋内　　○カラー亜鉛鉄板　　○ステンレス鋼板　　○

２）鋼板製タンクの保温

４）エア抜管の保温厚は２０ｍｍとし、仕様は当該配管の項に準ずる。また、保温を行う範囲

５）露出配管の保温外装種別は、下記による。

６）弁、ストレーナ等の金属製カバー外装種別は、下記による。

７）車庫内のダクト及び配管の保温は、機械室による。

８）合成樹脂製支持受　　○硬質ウレタンフォームに準ずるもの

注５　重要機器（水槽類）は、下記に示すものとする。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

２）下記の設計用水平震度（ＫＨ）により、機器製作固定を行う。

○特定の施設 ○一般の施設
設  置  場  所

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、屋上及び塔屋  2 .0 (2 .0 )  1 .5 (2 .0 )  1 .5 (2 .0 )  1 .0 (1 .5 )

中　　　 間 　　　階  1 .5 (1 .5 )  1 .0 (1 .5 )  1 .0 (1 .5 )  0 .6 (1 .0 )

１ 階 及 び 地 下 階  1 .0 (1 .0 )  0 .6 (1 .0 )  0 .6 (1 .0 )  0 .4 (0 .6 )

○特定の施設 ○一般の施設
設  置  場  所

水　　槽 水　　槽

上層階、屋上及び塔屋 2 .0 1 .5

中　　　 間 　　　階 1 .5 1 .0

１ 階 及 び 地 下 階 1 .5 1 .0

注１　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設を、乙類の建物は一般の施設を適用する。

　　　乙類の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

　　　屋外に設置する機器は建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物と

注２　（　　）内の数値は、防震支持の機器の場合に適用する。

注３　設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。

注４　上層階の定義は、６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上階２階。

注６　「建築設備耐震設計・施工指針（２０１４年版）」による形鋼振れ止め支持を行う場合は、

　　　ＳＡ種とする。ただし、取付け金物については標準図に準ずる。

○一般用弁

１）水道直結部及び図面特記部の耐圧は１０Ｋ以上、その他は５Ｋ以上とする。

２）給水・給湯用の青銅製弁は、給水用青銅弁を使用する。

ては合成ゴム製とする。

　機器廻りに取付けるフレキシブルジョイントは、鋼板に対してはベローズ形、ＦＲＰに対し○フレキブルジョイント

　標準仕様書第２編２．２．１　　　～　　　によるほか、下記による。(シ)(ア)

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

○鋼管用伸縮管継手 ○ベローズ形　　　　○スリーブ形

　得る。

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

１）既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターを

　使用する。

２）復旧はモルタル補修までとする。

施工後確認試験 ○行う（国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築改修工事標準仕様書（建築

ダクト及びチャンバー、消音エルボの内貼り（箇所図示）は下記による。

　・チャンバーの寸法は、外形寸法を示す。

　（ただし、ダクト及び消音エルボは、内形寸法を示す。）

　・点検口は内貼り仕様又は断熱戸とする。

外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー類に必要に応じ設ける。

　　　　　　　○手動復帰式

○ガラス製棒状温度計　　　　○ガラス製二重管温度計

冷媒管

○パッケージ形空気調和機の２次側電気配管配線の仕様は製造者の標準仕様とする。

　　　　　　　　　○銅管　　　○断熱材被覆銅管（ガス管：ハイグレード仕様）

　あと施工アンカー等を行う場合は、改修標準仕様書第２編第５章による。

○工業用バイメタル式温度計

表示機能 ○運転時間積算○空調エネルギー使用量按分

データー管理機能

○屋外機吸込温度

○室内温度

○外部記憶媒体への出力

○屋外機吸込温度 ○空調エネルギー使用量按分 ○運転時間積算
○室内温度

復帰方式は　　※遠方復帰式　（電気式（定格入力　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下））

　・消音内貼り部分の外部保温は　　　不要　　　○必要

○自己消火性のポリスチレンフォーム

風量分配ダクト ○結露防止措置を施した亜鉛鉄板製

○高温再生器の構造

○遠心・スクリュー冷凍機

○吸収式冷温水機

※図面による。
○原動機、発電機　　○燃料電池

○温水熱交換機　　　○排ガスボイラー　　　○排ガス熱交換機　

○補機付属制御装置　○冷却塔（放熱用）　　○

○熱回収用ポンプ　　○その他

発電方式

熱回収装置

その他装置等

排熱投入型再生器　 ○有り　○無し

電動機盤　　　　　 進相コンデンサー（○要　　○不要）

○コージェネレーション装置

○オン・オフ制御式（○直接始動式　○低燃費始動式）

○ハイ・ロー・オフ制御式　　○比例制御式

○取付枠

○機器の基礎

○防火区画

○掲示板

○天井仕上区分

○建物導入部配管

○給油設備

○主要熱源機器

○制御及び操作盤

○鋼材

○主方式

防火区画部に取付ける吹出口、吸込口等で取付枠を必要とするものは鋼枠を使用する。

アンカーボルト及びナットは、下記による。

○平面階　　　　○図示　　　　○

機械室に操作順序、注意事項、連絡先及び系統図などを画いた掲示板を設ける。

（　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

遠隔油量指示計　　　　　　　　　　　　○設ける　　　○設けない

○機器側の材質がＳＵＳ製の場合は、ＳＵＳ製とする。

オイルサービスタンク

　　　　　　　　　　　　油面制御装置の機能は下記による。

　　　　　　　　　　　　○満油警報

　　　　　　　　　　　　○遠隔警報（○減油　　○満減油）

油管（露出、トラフ内）

油管（地中）

　　　　　　　　　　　　○設ける　　　○設けない副指示計

○吸収冷温水機　　　　○チリングユニット　　　　○空気熱源ヒートポンプユニット

○空冷ヒートポンプ式パッケージ形空気調和機（○ＥＨＰ(一部)　○ＧＨＰ　○　　　　　　　）

　　　　　　　○ステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）

○進相コンデンサー

○運転時間計

○運転（赤色）及び停止（緑色）表示表示等

接点及び端子

○保護継電器の動作表示

○遠方発停用端子

構成

　　　　　　　　　　　　油面計　○ゲージ式　　○ガラス管式

　・その他　　　　　（○一般品　　　　　　　○　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（黒）　　○

　　　　　　　　　　　　○ポリエチレン被覆鋼管　　　○

○全空気方式（○中央　　○各階ユニット）

○ファンコイル・ダクト併用方式　　　○個別方式 ○

○運転時間表示用端子

○温水出入口温度用端子

○冷水出入口温度用端子

○消費電力表示用端子（ボイラーの場合、小型貫流ボイラーに適用）

○給水量表示用端子（ボイラーの場合、小型貫流ボイラーに適用）

○湿度調節器用端子

　・屋外、多湿室等　（○溶融亜鉛めっき２種３５　○ステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４））

　　　　　　　　　　　　○地下　　　　○屋内

○燃料消費量表示用端子（ボイラーの場合、小型貫流ボイラーに適用）

一般居室

○設計時の温湿度条件

○長方形ダクトの工法

○ダクトの分岐方法

○配管材料

　（図面特記部分は除く）

屋　　外場　　所
屋内（調整目標値）

　　　　％

　　　　％

　　　　℃

　　　　℃

　　　　％

　　　　％

　　　　℃

　　　　℃

　　　　％

　　　　％

　　　　℃

　　　　℃

時　　期

冬　　期

夏　　期

○コーナーボルト工法（○共板フランジ工法　　○スライドオンフランジ工法）

○アングルフランジ工法

温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）

○割込み工法　　　　　○直付け工法

冷温水管

冷却水管

蒸気配管

補給水管

膨張管

給気管

還　管

　　　　　　　　　○水配管用亜鉛めっき鋼管

ドレン管

　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）（○ねじ接合　　○ＭＤジョイント）

　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　○

　　　　　　　　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　○

　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　　　○

　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　　　○

　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　　　○

○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(ＲＦ－ＶＰ)

○硬質ポリ塩化ビニル管(ＶＰ)

加湿給水管

エア抜管

　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管　（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）

　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管　（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）

　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　　年版」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

　　２）工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び各工事の標準仕様書による。

　 さく井設備

   ガス設備

地中埋設の排水用塩ビライニング鋼管は、防食処置を行う。

１）保温材の仕様は、下記による。

３）保温を施す膨張タンク等の蓋の保温

オイルタンク

　　　　　　　　　　　　○給油ポンプの起動、停止制御用

　　　　　　　　　　　　○返油ポンプの起動、停止制御用

屋外露出部分

○メカニカル形

○風速センサー形　（○プロペラ形センサー　○熱線センサー）

○集中管理リモコン

○飲料水の水質の測定（　項目）　○雑用水の水質の測定（　項目）

　　　　　　　○溶融亜鉛めっき２種３５

○標準図施工４(ａ)（○フレキシブルジョイント　○埋設用フレキシブルジョイント）

○標準図施工５(ｂ)（ボールジョイント）

○標準図施工５(ｃ)（スリークッション）

　　　　　　　　　　　　　　○ＰＣＢ使用機器　　○臭化リチウム　　○

一社

修の機械設備工事機材承諾図様式集（最新版）によるものとする。

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

一
般
事
項

※設備機材等

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　ただし、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

　　・性能証明

※適用する　　　　○適用しない

○技能士（一級）

本工事に必要な工事用電力・水などの費用は、引き渡し時まですべて受注者の負担とする。

○冷凍空気調和機器施工○建築板金（ダクト製作及び取付け）

※配管（配管工事）

※機材の承諾

※機材の品質

※現場代理人

※電気保安技術者

※工事用電力・水その他

　機材の承諾に際しては、原則として国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監

　　（積込：※本工事 ○別途、　処分費：※本工事 ○別途、　運搬費：※本工事 ○別途）

構内につくることが　※できる　　○できない

※設置しない　　　　　○設置する　（○本工事　　○別途）

　に備え付ける図書

下記の図書を監督職員事務所に備え付ける。

　　　　　　　　　　　　　○特別管理産業廃棄物

　　　　　　　　　　　　　○引き渡しを要するもの　【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　○再生資源利用を図るもの【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　・機械設備工事監理指針　　　　　　　　　　　・機械設備工事施工チェックシート

　・公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)　　・公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)

○建設副産物の処理

　及び建設発生土の処理

官公署等への手続きは速やかに行い、それに要する費用は、すべて受注者の負担とする。

別契約の関係者・受注者が定置したものは、無償で使用できる。

現場説明書による。

右記のほか、

※監督職員事務所

※官公署への手続き

※監督職員事務所

※建設副産物の処理

※工事用仮設物

※足場・作業構台

　　　　　　　　　　　　　

再生資源利用（促進）計画・実施書の提出

１）｢建設発生土処理計画書」及び「建設副産物等処理計画書｣を監督職員に提出する。

２）関係法令等に従い、適正に廃棄物等を処理し、｢建設発生土処理報告書」及び「建設副産物

　　処理報告書｣により監督職員に報告する。

　　　　　　　　　　　　　

○建設発生土の処理

現場説明書による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　○構外指定地に搬出処理　　※(一財)城陽山砂利採取地整備公社

右記のほか、

　　（ただし、調査費用は　※本工事　○別途　とする。。）

※ＪＩＳ Ａ １４８１－２「建材製品中のアスベスト含有率測定方法ー第２部試料採取及び

アスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法」又はＪＩＳ Ａ１４８１－３「建材 
製品中のアスベスト含有方法ー第３部：アスベスト含有率の X 線回折定量分析方法」による。

調査の結果アスベスト含有が確認された場合の処理方法は監督員との協議による。　

１）次の資機材のアスベスト含有の有無は以下による。

アスベスト成形板の処理等

施工調査　アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項

２）アスベスト含有調査は以下のとおりとする。

３）アスベスト含有資機材は関係法令に従い適切に処理する。

について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

・アスベスト成形板使用部位の確認・アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

・アスベスト成形板使用数量の確認・施工範囲等の確認

　　○煙道の断熱材　　　　　○含有　○不含　○要調査(分析資料数：　)

　　○配管エルボ部保温材　　○含有　○不含　○要調査(分析資料数：　)

　　○ダクトパッキン　　　　○含有　○不含　○要調査(分析資料数：　)

　　○アスベスト成形板　　　○含有　○不含　○要調査(分析資料数：　)

　・公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)

　・建築設備耐震設計施工指針　　　　　　　　　・工事写真撮影ガイドブック機械設備工事

　使用する機材が、(     )公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設

備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第1章

ができる。

確認範囲　※成形板の製造年等の確認　○Ｘ線解析法

第４節１．４．２（３）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略すること

詳細は現場説明書による。

○構内指示場所に敷き均し

　　　　　　　　　　　　　○構外指定地に搬出処理　　※(一財)城陽山砂利採取地整備公社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

監理技術者と同様、受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任する。

　本工事の施工に当たっては、工事請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術者又は

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するものまたは、これらと同等のものとする。

３）冷媒については関係法令に従い適切に破壊処分を行う（家電リサイクル法対象機器を除く）。

　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　　　　※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

◆宇治市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照　　　　　　　　　<http://www.city.uji.kyoto.jp>

　　・屋内　　○合成樹脂カバー１　○合成樹脂製カバー２　　　○カラー亜鉛鉄板

○アスベストの処理等

　機械設備工事特記仕様書　№１

新営○甲　　○乙

○

○

○

●

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

●

○

○

●

○

●

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

○ ○ ○

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○ ○

○

● ●

Ａ４

Ａ１

受水槽、消防用補給水槽

SFD

0.4

36.9 43.6

65.9 21

27

40

50

宇治市伊勢田町遊田7番地の1

●

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ控室 平屋 8.00㎡RC造 15項 ●

スクールサポーター控室

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ポリ粉体ライニング銅管ＰＢ（加湿給水）

A1

A3

設　　

計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

図面No.
担

当
M-

_

_

第　４　回

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　　　（機械設備工事編）令和７年版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（機械設備工

　　　　事編）令和７年版（以下「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）令和７

　　　 　　　　　　　　工事編）（令和７年版）８章１２節８．１２．７による。）

○

〇

〇

〇

〇

〇

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

標準仕様書によるほか、別表による。
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　　　　　　　　　　　　　○消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

　　　　　　　　　　○水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　　　　　　　　○ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ、ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　　　　　　　　（接合方法　 ※メカニカル　○電気融着）

１）排気フードの補強・支持金物・接合剤等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものとし、

項　　　目章章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 項　　　目章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○瞬間流量計 ○固定形　　　　　　個

○着脱可能形　　（測定用タッピング　　　個　　本体　　　個）

○保温

　（図面特記部分は除く）

１）冷媒管の保温外装は下記による。

２）ファンコイルユニット等のドレン管の保温は、給排水設備工事の排水管による。

　　　　　○保温化粧ケース　（○樹脂製　　　○アルミ合金製　　　○ステンレス鋼板製

　・保温化粧ケースの下部カバー　　○必要　　○不要

３）加湿用給水水槽の保温は膨張タンクに準ずる。

４）トラフ内の油管はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。

○鋼板製煙道

○ばい煙濃度計の取付座

○伸縮継手

○ばいじん量測定口

○掃除口

　　　　　　　　　　（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式、呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

地中配管［屋外］

　　　　　　　　　　○

○緊急遮断弁装置

○量水器

○配管材料 屋内雑排水管

　（図面特記部分は除く）
排　

　
　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　
　

設　
　
　
　
　
　
　
　

備

○水栓柱

給
水
設
備

給
水
設
備

空
気
調
和
設
備

○　不要

駆動方式 ○電気式 ○機械式

○ばい煙濃度計

○ダクトの工法 ○アングルフランジ工法

○コーナーボルト工法（○共板フランジ工法　○スライドオンフランジ工法）

○ダクトの分岐方法 給気ダクト　　　　○割込み方式　　○直付け方式

排気ダクト　　　　○割込み方式　　○直付け方式

○厨房排気ダクトの板厚 厨房排気ダクトは亜鉛鉄板製とし、板厚は下記による。

○スパイラルダクト

ダ　ク　ト　の　長　辺

　　４５０ｍｍ以下

　　４５０ｍｍを超え１２００ｍｍ以下

　　１２００ｍｍを超え１８００ｍｍ以下

　　１８００ｍｍを超えるもの

板　　厚

０．６ｍｍ

０．８ｍｍ

１．０ｍｍ

１．２ｍｍ

○排気フード

　材質は下記による。

○保　　　　　温

換
気
設
備

○保温

※図面による。
設　

備

自
動
制
御

○小便器用節水装置

○自動水栓

手動スイッチ

電気供給方式

電気供給方式

○　無し

○大便器用洗浄弁 操作方式 ○手動式

○電気開閉式 （○センサー式 ○タッチスイッチ式 ）
○水石けん入れ

○排煙対象部分 ○廊下　　　　○事務室　　　　○図示　　　　○最大面積　　　　　ｍ2

○ダクトの種別 ○高圧１ダクト　　　　○高圧２ダクト

○ダクトの工法

○ダクトの材料

○排煙口 １）形　状　　　　　○スリットフェース形　　○パネル形　　　○ダンパー形

２）排煙口の開放　　○手動　　　（○機械式　○電気式）　　　○煙感知器連動

３）復帰装置　　　　○手元復帰式（○手動式　○電気式）　　　○遠方復帰式

排　

煙　

設　

備
４）ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管配線は別途工事と

　　する。

衛
生
器
具
設
備

○給水方式

　　　　　　　　　　（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式、呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）　（図面特記部分は除く）

○配管材料

　　　　　　　　　　（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式、呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

地中配管［屋内］

　　　　　　　　　　○

特記なき場合、水栓取付け高さは約６００とする。

３）寒冷地では凍結深度以上とする。

○管の埋設深さ

○放流式 汚水　　　　　　　　　　　○直放流下水管　　　○浄化槽　　　○

雑排水　　　　　　　　　　○直放流下水管　　　○浄化槽　　　○別途桝・側溝

保温を行う場合の仕様は標準仕様書第２編第３章第１節による。

　・屋内　隠ぺい部　　○不要　　○必要

　　　　　露 出 部　　○保温化粧ケース（塩化ビニル樹脂製）

　　　○本工事　　　　○別途工事

○アングルフランジ工法

○　有り

○手洗器一体型　　　○手洗器分離型　　　○

２）洗面器の水栓は自動水栓とする。

１）大便器洗浄弁　　○センサー式　　　○タッチスイッチ式　　　○レバー式

１）一般敷地　　　　　○３００ｍｍ　　　○

２）構内車両通路　　　○６００ｍｍ　　　○

厚さ　　　○３．２ｍｍ　　　○４．５ｍｍ

浴室・厨房（多湿箇所）の外気取入ダクトの保温　　　　　　　　　　　　○不要　　○必要

外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　　　　　　　○不要　　○必要

全熱交換器までの外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　○不要　　○必要

全熱交換器以降の外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　○不要　　○必要

○工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）

○イージーキャビネット　　　　　　箱　　○キーボックス

○盤類予備品（ランプ及びヒューズの１００％）

３）グリスフィルターの予備　　○不要　　　○必要

　機械設備工事特記仕様書　№２

　・屋外　○ステンレス鋼板

　　　　　　　　　　　○

○ポンプ直送方式(小型給水ポンプユニット)

（電源は熱源機器付属制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む）

○マンホールフック　　○パイプレンチ　　○ポンププライヤー　　○ラバーカップ（大、小）

（ボイラー）

（ボイラー）
※送風機付き　　　○送風機なし

　　　　　　　　　　　　　　　○溶融亜鉛めっき鋼板製　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　※ステンレス鋼板（補強共）

２）排気フード廻りに取付ける幕板は、上記フードと同材質とする。

※亜鉛鉄板製　　　　　○鋼板製（１．５ｍｍ以上）

○ＡＣ電源　　○乾電池　　　○自己発電

○ＡＣ電源　　○乾電池　　　○自己発電

○水道直結方式　　○高置タンク方式　○水道直結増圧方式(水道用直結加圧形ポンプユニット)

　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）

　　　　　　　　　　○硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　　　　　　　　○ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＢ、ＳＧＰ－ＦＰＢ）

　　　　　　　　　　○ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ、ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　　　　　　　　○水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　○水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　○水道用ポリエチレン二層管（５０Ａ以下）（※１種　○２種）

　　　　　　　　　　（接合方法　 ※メカニカル　○電気融着）

○必要

○遠隔表示式（パルス式）

○現地表示式（直読式）

○排水方式 汚水と雑排水　　　[屋内]　○分流式　　　○合流式

汚水・雑排水と雨水[屋外]　○分流式　　　○合流式

○加入金・負担金

○本管引込工事

○不要　　　○必要（○別途　　○本工事）

○本工事（○舗装本復旧まで　○舗装仮復旧まで）　　○別途工事

○埋戻し及び盛土 ○良質土　　　○再生コンクリート砂　　　○山砂

○水道用亜鉛めっき鋼管

○配管用炭素鋼鋼管（白）（○ねじ接合　○ＭＤジョイント）

○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

地中配管［屋外］

○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

○硬質ポリ塩化ビニル管（○ＶＰ　○ＶＵ）

地中配管［屋内］ ○硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

通気管

○排水・通気用耐火二層管（ＶＰ）

○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

○配管用炭素鋼鋼管（白）（○ねじ接合　○ＭＤジョイント）

○硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

○硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

○排水・通気用耐火二層管（ＶＰ）

○硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

○排水・通気用耐火二層管（ＶＰ）

○負担金

○本管接続工事

○給湯方式

○配管材料

○中央式　　　○局部式

○保温

○屋内消火栓　　　　　○スプリンクラー

○連結送水管　　　　　○

○泡消火　　　　　　　○不活性ガス消火（　　　　　）

○消火設備の種類

○配管材料

　（図面特記部分は除く）

給　

湯　

設　

備

消　
　

火　
　

設　
　

備

○ガスの種類

○ガスメーター

○配管材料

都市ガスの場合は、供給者仕様による。（大阪ガス株式会社）

ガ　
　
　

ス　
　
　

設　
　
　

備

○

○

○ガス用ポリエチレン管

○ポリエチレン被覆鋼管

（図面特記部分は除く）

親メーター

子メーター

ガス湯沸器の排気筒の隠蔽箇所の保温は、標準仕様書第２編３．１．５の表２．３．５による。

○不要　　　　○必要（○別途　○本工事）

○貸与品　　○購入

○購入　　　○貸与品

○配管用炭素鋼鋼管（白）

○一般配管用ステンレス鋼管

○被覆銅管

○水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

○銅管（壁又は床埋設をする場合は、保温付被覆銅管を使用してもよい。）

　　　　　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）屋内配管

屋内配管

地中配管[屋内][屋外]

○ＳＧＭ工法　　○ネジ工法　　○ＰＥ管工法

○ピット内施工法

○負担金

○本管接続工事

○溶接工法

○不要　　　　○必要（○別途　○本工事）

○本工事（○舗装本復旧まで　○舗装仮復旧まで）　　○別途工事

○掘削工法

○孔口保護管 深度 （　　　　）ｍ

○ケーシング材質

揚水井設備

○パーカッション式　○ロータリー式　○ダウンザホールハンマ式　○回転振動式

○配管用ステンレス鋼鋼管

○回転振動式　○ロータリー式　○ダウンザホールハンマ式

地中熱交換井設備

○ロータリーパーカッション式

○掘削工法

さ
く
井

設
備

設　

備

厨
房
機
器

※図面による。

○形式 ○ユニット形　　○現場施工形

○処理方法

※図面による。

浄
化
槽
設
備

設　

備

医
療
ガ
ス

○小規模合併処理（図面による）

○合併処理（図面による）

　　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　　　　　　　　○一般配管用ステンレス鋼鋼管

床下及び暗渠内の保温　　　※不要　　　○必要（図示）

○車椅子使用者用器具

屋内配管

　　　　　　　　　　○水道用ポリエチレン二層管（５０Ａ以下）（※１種　○２種）

ポンプアップ排水　　　　　○有り（○雑排水 ○汚水 ○雨水 ○湧水 ○浄化槽２次側）○無し

屋内汚水管

雨水ポンプアップ排水　　　○直放流下水管　　　○雨水側溝　　○雨水桝

湧水ポンプアップ排水　　　○直放流下水管　　　○雨水側溝　　○雨水桝

○リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

鋼管類のポンプアップ排水用の配管は、硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ

－ＦＶＡ）（地中配管はＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）とし、継手はフランジ接合とする。

○本工事（○舗装本復旧まで　○舗装仮復旧まで）　　○別途工事

　　　　　　　　　　　　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（白　Ｓｃｈ　４０）

○液化石油ガス　　（○５０ｋｇ　　　　本立　　　○２０ｋｇ　　　　本立）

○都市ガス　　　　（発熱量　○４５，０００ｋＪ／Ｎｍ３　　○　　　 　 ｋＪ／Ｎｍ３）

計量方式　（○実測式　　○パルス式）

○地中配管の接合方法

※配管用炭素鋼鋼管（黒）

○合成樹脂製（７０ｘ７０ｘ１３００Ｈ）

○ステンレス製（　　　　　　　　　　　）○アルミニウム合金製（　　　　　　　　　　　）
○不凍水栓柱（　　　　　　　　　　　）

鉄筋探査機により探査し鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う。

参考メーカー　日本無機㈱　ハンディサーチＲＣレーダー　ＮＪＪ-８５型同等品

試験機器類の校正記録を提出する。

機器類搬入時、撤去材搬出時、外部掘削時に配置する。

カラーコーン、コーンウェイト、コーンバーにて囲いながら掘削する。

１,５２４×６,０９６×厚２２㎜

（ﾀﾞｲﾔﾄﾞﾘﾙ穴明け）

そ
の
他

○コア抜き

●校正記録

○交通誘導員

●保安器材

○鉄板敷き

試験・検査

○水圧試験　　    　○排水満水試験　　　 ○排水通水試験

○消防設備試験　　  ○水質検査　　     　○水槽水張り試験　　　  ○アンカー引張試験

○保温 消火用充水タンクの保温を　　　○施工する（膨張タンクによる）　○施工しない

消火用呼水タンクの保温を　　　〇施工しない　　○施工する（膨張タンクによる）

屋外露出管の保温を　　　　　　○施工しない　　○施工する（給水管の保温仕様に準ずる）

屋内露出管の保温を　　　　　　○施工しない　　○施工する（給水管の保温仕様に準ずる）

トレンチ内の保温を　　　　　　○施工しない　　○施工する（給水管の保温仕様に準ずる）

地中配管[屋内][屋外]

　　　　　　　　　　　　　○消火用ポリエチレン管（ＰＥ）

○アルミフレキシブルダクト

●

●

●

●

○プールは直圧給水

○

○

○

○

○

○

既設量水器

計量用（プール系統、その他系統の2ヶ所）

○ ○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○屋外消火栓 〇移動式粉末（屋上キュービクル、ＧＨＰ用）

65φ以上

ピット内

（上部歩行タイプ）

ピット内

ピット内

○

○

○

○

○

○

○

○パルス式（一般系統、GHP系統の2系統）

○

○

○

○

○

○

○

○

１

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

　　　　　　　　　　○水道配水用ポリエチレン管（５０φ以上）（ＰＥ）

ＮＯ 品目
１

A1

A3

設　　

計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

図面No.
担

当
M-

_

_

2023　 2　10

第　４　回

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

別表　付属品・予備品

換気扇 東芝キャリア株式会社　同等品

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

○騒音測定　      　○振動測定　　       ●絶縁試験

○気密試験　　　    ○点火試験　　　　   ●機器類動作試験　   　 ●風量測定    　 　  〇吹出口温度測定　



機械設備工事特記仕様書（３） -
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003

・(　)内寸法は耐震クラスＡ又はＢを示し、((　 ))内寸法は耐震クラス Ｓを示す。

　（以下「指針」）による事。

・機器の吊り長さが(250),((200))を超える場合には振れ止めを設ける。

・吊機器に含まれるものはFCU,EHP,GHP,HEX,FAN等で排気ﾌｰﾄﾞ,排煙口も含める。

・鉄骨造の母屋や型鋼から支持する場合の吊金具には脱落防止用の補強金具を併用する。

・振れ止めの取付角度 θは４５°±１５°以内とする。

・吊ボルト用振れ止め金具は外れを防止する為に包み込みネジ等の耐震金具を用いる。

・ＲＣスラブが斜めの場合は吊ボルトを曲げずに自在振金具を使用して垂直に垂らす。

・ハンガーを用いる場合はズレ防止の為穴あけし貫通止めする。

・本標準図に記載なきものは日本建築センター「建築設備耐震設計・施工指針」

・改修工事等で既設ＲＣスラブから吊る場合は下記による。

　　・後施工アンカーはオネジメカニカルアンカーとし、スリーブ打ち込み式又は

　　　ウエッジ式とする。

・吊りボルトはＭ１０を使用する。（斜材も含めウィットねじでも可。）

・鋼製架台の部材サイズ、インサート間隔等は「指針」を基に耐震計算を行い

　監督員の承諾を受ける事。

・各部材サイズは水平震度２．０で設計している。
　変える場合は監督員の承諾を得ること。

■共通事項

■天井扇

インサート

ダクト

落下防止兼用吊りボルト(４本)

振れ止め支持は天井下地材に行う。

A1

A3

設　　

計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

図面No.
担

当
M-

_

_

2023　 2　10

第　４　回

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

■制気口

フレキシブルダクト

フレキシブルダクト

インサートインサート

フレキシブルダクト 落下防止ワイヤー

落下防止ワイヤー

吊りボルト

落下防止ワイヤー

（ワイヤーを用いて制気口を吊りボルトに緊結する）

インサート

振れ止め支持は天井下地材に行う。(制気口に共通)

■配管及びダクト

・上記に関わらず末端部には耐震支持を設ける事。

((ＳA種支持))を行う。

支持間隔１２ｍ以内に(Ａ種支持) ・吊長さが２００以下の部分。

・周長が１０００以下の部分

(Ａ種支持) ((ＳA種支持 ))を行う。

銅管の場合は４倍以内）に

鉛直吊支持間隔の３倍以内（但し

・４０Ａ（銅管は２０Ａ）以下の部分。

・吊長さが２００以下の部分。

耐震振止め支持間隔 左記の適用を出来る場合

配

管

ダ

ク

ト

共

通

事

項

・他の設備（機器、配管、ダクト等）とは１５０以上離す事。

・ＰＳ及びＤＳ内の縦管（ダクト）の支持は「指針」による事。

・軸方向（管材と平行方向）の振れ止めを２５ｍ以内に設ける事。

宇治西小倉学園東門周辺整備工事



004
A1

A3

設　　

計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

図面No.
担

当
M-

_

_

2023　 2　10

第　４　回

設備設計一級建築士　  第4707号

一級建築士　大臣登録第358739号

鈴木　邦彦

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル

東京都大田区蒲田5-38-3　蒲田朝日ビル４Ｆ

大阪市淀川区西中島4-3-2　類ビル 06・6305・6666

03・5713・1010

06・6305・2222本      社

東京事務所

大阪事務所

〒

〒

〒532-0011

144-0052

532-0011
構造設計一級建築士　第5621号

一級建築士 大臣登録第235240号

　廣重　圭一　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

VF-S-1排気ファン 天井扇 ● ● 100φ 50 50 1-100 20直入 A 1 1階 スクールサポーター控室

記号 機器名称 形式

仕様

サイズ 静圧

電気（60HZ)

制御

強
弱
切
替
運
転

常
時
換
気
対
応

台数 設置場所 参考型番
天
吊

標
準
型

風量 騒音値

Φ-V W 起動
G回
路（弱運転） SPL

＃orφ m3/h Pa dB

送風機

注記

＜共通＞ ＜制御＞

※  ● : 適応を示す。※  24時間換気対応 A ：現地スイッチ発停(電気工事)

　　スイッチに「24時間運転」等の表示を行う。

●

　　モーターは高耐久型モーターとする。

1 スクールサポーター控室 OA 自然給気 100 100 350x350x350H 1RW25内貼

制気口選定

階 室名 種別 系統 風量 １個当り

（CMH）風量 仕様 ボックス 個数 備考

(CMH)

VHS（フィルター付） 150x150

制気口

（スクールサポーター控室）

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ
控室

丸型フード（SUS製・ＦＤ・防虫網付）

100Φ

100Φ
丸型フード（SUS製・ＦＤ付）

VF

S-1

1/25
1/50

空調換気設備　１階平面図　S=1:25

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

換気設備　機器表



〇一般の施設●特定の施設

●

　　　　　　　　　※成形板の製造年等の確認　○Ｘ線解析法

１）｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理計画書｣を監督職員に提出する。

２）関係法令等に従い、適正に廃棄物等を処理し、｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理

　報告書｣により監督職員に報告する。

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

※設備機材等

※機材の品質・性能証明

※現場代理人

※電気工事士

※工事用電力・水その他

※官公署への手続き

※工事用仮設物

※足場・作業構台

※監督職員事務所

※監督職員事務所に

　備え付ける図書

※建設副産物の処理及び

　建設発生土の処理

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するものまたは、これらと同等のものとする。

　使用する機材が、（一社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設

備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第１章

第４節１．４．２（２）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することが

できる。

　ただし、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

　本工事の施工に当たっては、請負契約書第１０条に規定する現場代理人は、主任技術者又は監

理技術者と同様、受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任する。

契約電力５００ｋＷ以上の場合も、第１種電気工事士による施工を行う。

本工事に必要な工事用電力・水などの費用は、引き渡し時まですべて受注者の負担とする。

官公署等への手続きは速やかに行い、それに要する費用は、すべて受注者の負担とする。

構内につくることが　※できる　　○できない

別契約の関係者・受注者が定置したものは、無償で使用できる。

※設置しない　　　　　●設置する　（●本工事　　○別途）

下記の図書を監督職員事務所に備え付ける。

　・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)　　・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)

　・電気設備工事監理指針　　　　　　　　　　　・電気設備工事施工チェックシート

●建設副産物の処理

●建設発生土処分

　　 現場説明書による。

　 右記のほか、

　　　　　　　　　　　　　●構外指定地に搬出処理　　※(一財)城陽山砂利採取地整備公社

再生資源利用（促進）計画・実施書の提出

　　　　　　　　　　アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項　　施工調査

　　　　　　　　　について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用部位の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用数量の確認

　　　　　　　　　・施工範囲等の確認

　　確認範囲

　　処理方法　　　　　　　　　※非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従いあらかじめ

　　　　　　　　　　処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

建物名称 
　工事科目

　 医療関係設備

 　電灯設備

　 動力設備

　 雷保護設備

　 受変電設備

　 電力貯蔵設備

　 発電設備

　 構内情報通信網設備

　 構内交換設備

　 情報表示設備

　 映像・音響設備

　 拡声設備

　 誘導支援設備

　 テレビ共同受信設備

　 監視カメラ設備

　 駐車場管制設備

　 防犯・入退室管理設備

　 火災報知設備

　 中央監視制御設備

○甲　○乙

○甲　○乙

○甲　○乙

○甲　○乙

備　　　考耐震安全性の分類消防法令別表第一延床面積(ｍ２)階　　　数構　　　造建　物　名

　２　特記事項

　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　　２）工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び標準仕様書による。

　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気設備

　１　一般事項

【特記事項】

　３　工事科目 ●印をついたものを適用し、各一式とする。

【工事概要】

　２　建物概要

　１　工事場所

　　　　　　　　　　　　　○構内指示場所に敷き均し

●

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　・公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)

　・建築設備耐震設計施工指針　　　　　　　　　・工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編

●アスベスト成形板の処理等（以下のほか、現場説明書による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

詳細は現場説明書による。

　 構内配電線路

　 構内通信線路

　 電波障害調査

　 撤去工事

　電気設備工事特記仕様書ー１

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

工事区分を記載
例：新営

全館無人改修

執務並行改修

　 右記のほか、

　　　　　　　　　　　　　○引き渡しを要するもの　【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　 現場説明書による。

　　　　　　　　　　　　　○再生資源利用を図るもの【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　●特別管理産業廃棄物

　　　　　　　　　　　　　　●ＰＣＢ使用機器　　○ＳＦ６ガス使用機器　　○

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

月報　※２部　○３部　　毎月末に〆め、翌月の５日までに提出する。
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※工事関係書類

※履行報告

※工事写真

名　　　称

○完成図

○完成図

○施工図

○機器完成図等

○諸官庁提出書類

○原図

○完成写真

内　　　　　　容

電子納品については、現場説明書による。

一

般

事

項

※完成図書
金文字製本

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

保守指導案内書（機器取説書を含む）

機器性能試験成績書・保証書・施工の試験成績書

副　　本

完成図

アルバム綴り

機器製作図　　　　　　　　　　　　ファイル止め

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に

委譲するものとする。

※著作権等

※付属品及び予備品

●耐震施工 １）設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の

大きさ

Ａ４版

Ａ４版

部　数

１　部

２  部

２  部

２　部

１  式

１  部

２  部

営繕工事契約関係提出書類書式集◆一覧表により提出。

　「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により計算を行い、監督職員に報告し承諾を

２）下記の設計用水平震度（ＫＨ）により、機器製作固定を行う。

注１　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設、乙類の建物は一般の施設を適用する。

注２　屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物

　　　と乙類の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

注３　（　　）内の数値は、防震支持の機器の場合に適用する。

注４　設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。

注５　上層階の定義は、６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上階２階。

水　　槽 水　　槽

1 .5

1 .0

1 .0

2 .0

1 .5

1 .5

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

設  置  場  所

設  置  場  所

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

重要機器 一般機器

 1 .0 (1 .5 )

 0 .6 (1 .0 )

 0 .4 (0 .6 ) 0 .6 (1 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 1 .5 (2 .0 ) 1 .5 (2 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 0 .6 (1 .0 ) 1 .0 (1 .0 )

 1 .5 (1 .5 )

 2 .0 (2 .0 )

重要機器 一般機器

寸　法

接　続

アンカーボルト

●機器 盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

電動機への接続は、本工事とする。

○樹脂製　　　●金属製（●新金属製　○ステンレス製）

●フラッシュプレート

●電線管 電　 線　 管

最上階の埋込配管

●予備配管

●電線本数、管路等

樹脂管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

１）雨線外及び湿気の多い場所または水気のある場所に使用する露出電線管

　最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるの

を原則とする。

下記の露出配管は塗装（指定色塗装）を行う。

２本天井内まで立上げる。ケーブルラックの床の防火貫通部に（５１）を１本以上立上げる。

の承諾を受けて変更することができる。

　相当を越えるものは、コンクリート埋設配管を行わない。

　は、厚鋼電線管とする。

　分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督職員

　分電盤の予備の配線用遮断器が４個以下の場合（２５）を１本、５個以上の場合（２５）を

その他

和　室

●ＰＦ管　ただし、露出部分は鋼製電線管とする。

　　　　　とする。

　　　　　分電盤等の２次側で第１ボックスまでは(※鋼製電線管 ○ＰＦ管)

１）特記なきものは、ＥＭ－ＩＥとする。●電線類

３）長さ１ｍ以上の通線を行わない配管には、導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。

ＥＭ－アクセスフロア

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＣＳ４５０２（６００Ｖアクセスフロア用耐燃性ポリエ

チレンシースケーブル）による６００Ｖアクセスフロア用

ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（

ＥＭ－ＥＥ）及び６００Ｖアクセスフロア用架橋ポリエチ

レン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（ＥＭ－ＣＥ）

を示す。

ＪＣＳ４２７１に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格に

よるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

２）ＥＭ電線、ＥＭケーブルで標準仕様書に規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含ま

　ない材料で構成されたものとし、次の記号及び仕様による。

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分

　Ｖｏ（○３０　○３２　○３４）　　地表面粗度区分（○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ）

　

　建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討（計算）書を監督職員

に提出する。なお、検討（計算）範囲には、それぞれの取付部分を含めるものとする。

２）スラブ厚の１／４を越える外径の配管及び（ＰＦ２２）又は（Ｅ２５）

床用配線器具の形式は以下による。（図面特記のあるものを除く。）

　二重床　　　※インナー形　〇飛び出し形　〇内部固定形　〇外部固定形

　二重床以外　※飛び出し形　〇引出し形　　〇内部固定形　〇外部固定形

　　（フロアベースは水平高低調整式（空転防止リング付）　※砲金製　〇アルミ製とする。）

注７　操作卓は本体を床又は壁にアンカーボルトで固定できるように固定金具を備えたものと

　　　し、卓上機器は、転倒防止用の措置を講じたものとする。

１）国土交通省大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（最新版）」による。

２）工事完成時、整理の上、１部提出する。

３）小黒板情報電子化については、現場説明書による。。

注６　重要機器（水槽類含む）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

　　得る。

◆宇治市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照　 　 　 　   　 　 　 < h t t p : / / w w w . c i t y . u j i . k y o t o . j p >

標準仕様書によるほか、別表による。

アンカーボルト、全ネジ及びナットは、下記による。

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章
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　盤内に予備限流ヒューズを収納する。

２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

○低圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＳ形　　○　ＣＷ形　　○　ＦＷ形）

○高圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＷ形　　○　ＰＷ形　）

電
　
　
　
　
　
　
灯
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
備

１）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が

　低圧または特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を

　満たすものとする。

　　○三相３線式　　　Ｖ　　　　○三相４線式　　　Ｖ／　　　Ｖ

高圧　　　　三相３線式　６ｋＶ

　　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築

　　　　　　　　改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成三十一年度版）「８．１２．７ 施

　　　　　　　　工確認試験」による。

　　　確認強度　監督職員との協議による。

雷
 
保
 
護
 
設
 
備

三相可変性電動機用インバータ装置の規約効率は、次表の値以上とする。

動
　
　
　
　
力
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

●する　　　○しない

　器具

●一般照明の照度測定

●照明用ポール

●分電盤等

　規約効率

○工事範囲

○保護レベル

○受雷部システム

○接地システム ○Ａ型接地極（○板状接地極　　○垂直接地極　　○放射状接地極）

○Ⅰ　　　○Ⅱ　　　○Ⅲ　　　○Ⅳ

○配管　　　○配線　　　○機器取付

　　　　　２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。

　　備考）１）電動機の供給電圧は１００Ｖ又は２００Ｖとする。

実施

○開閉器を設ける(○配線用遮断器○カットアウトスイッチ)　　●開閉器を設けない

１）本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

されている場合は、ＳＵＳを適用する。

　標準図において、防雨形または防湿形の器具本体の材質に、ＳＵＳを含む複数の材料が適用

突針支持管　　　○鋼製　　　○ステンレス製

○Ｂ型接地極（○環状接地極　　○網状接地極）　

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-２「漏電遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形漏電遮断器」、

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-１「回路遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、

○構造体利用接地極（構造体底盤部の大地抵抗率測定のための大地抵抗率測定用補助接地極を　

　による１極サイズのものとする。

２）ＳＰＤ分離器（配線用遮断機）は

３）ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤ内蔵とすることができる。

（●警報接点付　○警報接点無）とする。

１）制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

２）インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付けた場合、開扉時に冷却装置を休止させる。

３）インバータ発熱対策用冷却装置の故障を

空調機を停止させる。

　自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して、制御盤で

 電動機出力（kW ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）

 電動機出力（kW ）

0 . 4

8 6 . 0

0 . 7 5

8 8 . 5

1 . 5

9 2 . 0

9 5 . 5

2 . 2

9 3 . 0

9 5 . 5

3 . 7

9 4 . 0

9 5 . 5

5 . 5

9 4 . 0

9 5 . 5

7 . 5 1 1

1 5 1 8 . 5 2 2 3 0 3 7 4 5

95.0 9 5 . 5

●配管　　●配線　　●機器取付

●機器内配線等

●再使用機器

●その他

●工事範囲

●電気方式

　評価

多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。システム設定器を附属させる。

照明制御装置の各センサー設定は、監督職員と協議する。センサー設定器を附属させる。

２）復旧はモルタル補修までとする。
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　を使用する。

下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。

ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。

　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）（簡易型を除く）

１）既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッター

　取り外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定の上取付ける。なお照明器具等の見え

掛かり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃する。

屋外の盤類・開閉器箱

屋外のプルボックス

幹線　　　●単相３線式　　１００Ｖ/２００Ｖ　　　○直流２線式　１００Ｖ

分岐　　　●単相２線式　　●１００Ｖ　　　●２００Ｖ

　　　　　○直流２線式　　　１００Ｖ

　図面特記があるものを除き、ＬＥＤ照明器具の制御装置の種類は、調光信号線が接続された器

具にあってはＬＸ又はＬＺ、それ以外はＬＮ又はＬＪとする。

9 4 . 5 9 4 . 5

9 5 . 5 9 5 . 5

5 5 7 5

　一般社団法人日本照明器具工業会技術資料１３０「照明制御装置による消費電力削減効果の評

価手法」により、消費電力削減効果の評価を行い監督職員に提出する。

　ＯＡ盤の端子盤部に　●通気口　○冷却ファン　を設ける

●特定の施設 〇一般の施設

　屋外・多湿室等　（〇溶融亜鉛メッキ　　　●ＳＵＳ）

　その他　　　　　（〇一般品　　　●ＳＵＳ　　　　○　　　　　　）

●ＳＵＳ　　　　〇鋼板製

電気設備工事特記仕様書（１） -

-

001
A1:

A3:一 級 建 築 士 事 務 所
類 設 計 室

株式

会社

本　　　社　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　 　　　　06-6305-2222

大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666

東京事務所　〒144-0052　東京都大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビル４Ｆ　03-5713-1010
設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

屋外

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　　　　工事編）令和７年版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）令和７年版」

　　　　（以下、「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版」による。

　　　　●配電盤　　　　〇直流電源装置　　　〇自家発電装置　　　〇交換機

　　　　○電算用電源　　○中央監視装置　　　○ＵＰＳ装置　　　　●自動火災報知装置

〇風圧力に対する性能

〇風圧力（耐風力）

　○受雷部システム及び引下げ導線システム　　　　〇太陽光アレイ及び接続箱

　〇風力発電装置　　〇テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　　○

〇ねじなし電線管

●屋外（●屋上を除く）　●屋内居室　○屋内ＰＳ･ＥＰＳ　○屋内機械室・電気室　〇廊下

●ボックス

〇樹脂製　　　●金属製（●新金属製　○ステンレス製）

〇床配線器具等

〇あと施工アンカー 施工後確認試験　〇行う　○行わない　

　〇キュービクル式配電盤　　　〇直流電源装置

　●分電盤　　　〇ＯＡ盤　　　〇実験盤　　　〇開閉器箱　　　〇制御盤

〇はつり

●ＳＵＳ　　　　〇鋼板製

〇照明制御による効果の

〇照明制御装置

〇ＬＥＤ制御装置の種類

〇多重伝送制御システム

●ＲＰ又はＭＰ形照明

〇非常用照明の形式 〇電池内蔵形　　　　〇電池別置形

〇フロアコンセント ○引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　〇ＯＡフロアー用

〇工事範囲

〇電気方式

〇配電盤形式

〇変圧器の規格 〔グ〕

〇監視方式

〇基礎

〇付属品等

〇その他

　　　　　　　　　　〇設ける　○設けない）　

〇配管　　　〇配線　　　〇機器取付

低圧　　　　〇三相３線式２００Ｖ　　　　〇単相３線式１００Ｖ／２００Ｖ

○屋内キュービクル式配電盤　　　〇屋外キュービクル式配電盤　　　○開放形配電盤

〇系統連系保護制御盤〇コンデンサ盤〇変圧器盤

〇警報盤による代表監視　　　　○中央監視制御装置による監視

〇本工事　　　○別途工事　　　○既設

〇低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

〇低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

〇低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅６００ｍｍ以上・高さ１，８００ｍｍ以上）

〇盤内照明器具はＬＥＤとする。

〇換気扇を設ける場合は回転センサ付とする。（盤面警報ランプ共）

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ控室

〇工事範囲

〇電気方式

〇制御盤

〇監視方法

〇インターロック

〇インバータ装置の

〇配管　　〇配線　　〇機器取付

幹線　　　〇三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

分岐　　　〇三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

〇警報盤による代表監視　　○中央監視制御装置による監視

盤面に表示（〇させる　○させない）

〇



●工事範囲

●工事種類

　

設
備

映
像
音
響

構
内
情
報

通
信
網
設
備

　　　（ＵＰＳ）

○形式

○連続運転可能時間

○発電機

系統連系

パワーコンディショナ出力

逆潮流

交流出力電圧

出力電気方式

用途

６Ｈｉ－１Ｖ３－Ｍ　　○

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

電
力
貯
蔵
設
備

発
　
　
　
　
　
電
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

誘

導

支

援

設

備

拡
　
声
　
設
　
備

情
報
表
示
設
備

構
内
交
換
設
備

その他　　○過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。

用途　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

方式　　　○一般形　　　　　　○簡易形

○オープン形　　○簡易形　　○キュービクル

○１０時間（乙）　　　○７２時間（甲）　　　○

電気方式　　　　三相３線式

電　　圧　　　　○２１０Ｖ　　　○６．６ｋＶ　　　○４１５Ｖ

定格出力　　　　　　　　ｋＶＡ以上　　　　　　力率　０．８

　　　　　　　　○マイクロガスタービン　○燃料電池　　　　　○コージェネレーション

○原動機

○燃料

○監視方式

○１００Ｖ

　　　相　　　線式　　　Ｖ　　　　　ｋＷ以上

　　　　ｍ２以下（長辺　　ｍｘ短辺　　ｍ）

○単相３線式 ○単相２線式

種　　別　　　　○ガスタービン　　　　　○ディーゼル機関　　○ガスエンジン

定格出力　　　　　　　　ｋＷ（　　　ＰＳ）以上

始動方式　　　　○電気式　　　　　　　　○空気式

冷却方式　　　　○ラジエーター式　　　　○水槽循環式

現地負荷試験　　○行う　　　　　　　　　○行わない

種類　　　　　　○重油　　　○軽油　　　○灯油　　　○ガス（　　　　　）

○燃料小出槽　　　　　㍑

○主燃料槽　　　　　　㍑

○警報盤による代表監視　　  ○中央監視盤による監視

太陽電池 アレイ 公称最大出力　　　　ｋＷ以上

設置可能建築面積

３３－ＧＰＢ２　　○

○自動放送はアッテネーターを経由した回路とする。

　測定チャンネルは、監督職員と協議する。

定し、その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

　電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付予定位置、またその周辺で測

○一般構造用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○圧力配管用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○ＡＭ用　　　　○ＦＭ用　　　　○ＣＡＴＶ

○受付呼出し装置　　○誘導音

○通話機能

呼出しボタン

○

○親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

○電話式　　　○相互式

○音声誘導装置　検出方式　（○磁気式　　○無線式　　○画像認識）

○壁付握りボタン(握りボタンの長さは１.２ｍ程度とする)

　電気設備工事特記仕様書ー２

火
　
　
　
災
　
　
　
報
　
　
　
知
　
　
　
設
　
　
　
備

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

○工事範囲

○電気方式

○電源装置

○車両検出方式

管
理
設
備

防
犯
・
入
退
室

管
制
設
備

駐
車
場

中
央
監
視

制
御
設
備

構
　
　
　
　
内
　
　
　
　
配
　
　
　
　
電
　
　
　
　
線
　
　
　
　
路

●機器収容箱

構
 
内
 
通
 
信
 
線
 
路

○光警報装置

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

キャビネット

　　　　　　　　　　電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

●工事範囲

医
療
関
係
設
備

○単独形　●自火報受信機と一体

○非常電源（蓄電池）　　　○自動火災報知設備と兼用

ＤＣ２４Ｖ

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

　　【別途工事　　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下】

　　【別途工事　 瞬時通電式又は電動式　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下

　　　回線　【予備電源（蓄電池）内蔵】

○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）

○

○盤面に消火ポンプ運転表示灯を設ける。

○副受信機　　　　　窓

　　○単独形　　○複合形

●配管　　　　●配線　　　●機器取付

○ループコイル方式　　　　　　○光線方式

○配管　　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

●自動火災報知装置

○非常警報装置

受信機に諸警報表示窓（　　窓）を設ける。

○工事範囲

○非接地電源用分電盤

○ナースコール装置 トイレ及び浴室等の

呼出押ボタン

○鋼製　　　○ステンレス製

○防滴　　　○防湿

○有線式　　○無線式

　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。

埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装（表層）下面)

　　　　　　○

　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

●管路式　　●波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）

設
備

監
視
カ
メ
ラ

●工事範囲

●ふ設方式

　ハンドホール

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

●地中線

　端末処理

高圧ケーブルは､受変電設備までの配線経路中、１ヶ所以上で３ｍ余長をとる。

基礎　　●本工事　　○別途工事

●外灯ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合で特記がない場合は溶融亜鉛メッキとし、指定色塗

　装とする。

●外灯

　ハンドホール

電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

　　　　　　○

埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装下面)

　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。

○オプション等の試験は、監督職員の指示による。

●配管　　　　●配線　　　　●機器取付●工事範囲

○その他

●電気方式 高圧

低圧

●管路式　　●波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）●ふ設方式

●単２線式　　　（●１００Ｖ　　●２００Ｖ）

●単相３線式　　　１００/２００Ｖ

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

形式

構造

用途

●地中線

屋外に使用する高圧ケーブルはＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６

６００Ｖ　架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）」に（※よる　〇よらない）

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

電
波
障
害

調
　
査

受変電設備・盤

○測定のみ　　　●対策工事実施設計書作成まで

●工事前　○工事中　●完成後

　　　　箇所

●測定内容

●測定箇所

●測定時期

●調査範囲

ランプ及びヒューズの予備品は、２０％とする。

受信可能な全チャンネルとし、結果報告書を提出する。

別表　　付属品・予備品

工事完成に際しては，各種試験，検査に合格の責任を持つ。

例　　盤・ケ－ブルラック・ケ－ブルダクト等

●試験機器類の校正記録を提出する。

尚、電気主任技術者の立会費用は本工事に含む。

●整備不良の電動工具等持ち込まない。

その他

検査及び試験を行うべき機材等は標準仕様書による他下記の項目とする。

試験・検査一覧

●分電盤等の端子接続部施工管理手順は、電気設備工事監理指針（令和元年度版）の資料５（Ｐ１１２７）に基づき施工する。

電
力
共
通

動
　
　
力

電
　
　
灯

拡
声、

時
計

電
　
　
話

(mm)

引込開閉器

壁掛型制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

分電盤

スイッチ

（台上）

（土間）

コンセント

ブラケット （一般）

（踊場）

（鏡上）

（一般）

（一般）

端子盤

保安器函

壁掛スピーカー

アッテネーター

壁掛型親時計

子時計

壁掛インターホン

（和室）

（身障者便所）

（身障者）

壁付位置ボックス

（和室）

壁付位置ボックス

機器収納函

直列ユニット

（和室）

床上～中心

台上～中心

鏡上端～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

天井下～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～上端

床上～中心

床上～上端

床上～上端

床上～上端

取引用計器

取付高 取付高測点名称測点名称

（和室）

  ２００

１,３００

１,９００

  ２００

１,５００

１,１００

  ３００

  １５０

  ２００

  ３００

  １５０

（ｍｍ）

  ２００

  ３００

  １５０

２,０００

１,８００

１,９００

１,５００

１,３００

１,９００

１,３００

  ９００

  ３００

  １５０

  ３００

１,３００

２,１００

２,５００

  １５０

テ
レ
ビ
共
聴

機器取付高さ　(参考寸法の為、盤の寸法・取付位置は監督員と協議する。)

床上～上端 １,９００

イ
ン
ター

ホ
ン

〇インターホン

〇工事着手に際し、事前に必要な機器（照明機器、空調機器、放送設備等）の機能確認を行い、確認結果報告書を提出する。

電気設備工事特記仕様書（２） -

-

002
A1:

A3:一 級 建 築 士 事 務 所
類 設 計 室

株式

会社

本　　　社　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　 　　　　06-6305-2222

大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666

東京事務所　〒144-0052　東京都大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビル４Ｆ　03-5713-1010
設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

○交流無停電電源装置

○工事範囲

○直流電源装置

○配管　　○配線　　○機器取付

用途　　　○建築基準法用　　　○消防法用　　　○受変電設備専用

○工事範囲 ○配管　　○配線　　○機器取付

○太陽光発電装置

○受動　　　○能動

○有　　　　※無

○２００Ｖ

○三相３線式

○外部移報 ○有　　　　○無

○工事範囲

○施工方法

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付○工事範囲

○保安器用接地

○形式

○本工事　　　　○別途工事

○電子交換機　　○ボタン電話装置

○工事種類

○工事範囲

○親時計及び付属装置

○子時計

○マルチサイン装置　　　○出退表示設備　　　○時刻表示設備

○配管　　○配線　　○機器取付

○ＣＲ　-Ｐ　Ｍ　　○ＣＷ　-Ｐ　Ｍ

○プログラムタイマ（○カード式　　　○キー式　　　○　　　　　　　　　　　）

特記なきものは　　　○ＳＷＡ

○工事範囲

○施工方法

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線

○工事範囲

○増幅器

○スピーカ

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

　　　　　　○全館放送用（○一般放送　○非常放送）　　　○ローカル放送用

特記なきものは　　　○ＳＣ

○工事範囲

○工事内容

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○テレビインターホン

○トイレ等呼出し装置 ○１窓　○３窓　○５窓　○　　

○壁付ボタン(プルスイッチの長さは０.２ｍ程度とする)

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○アンテナ ○ＵＨＦ用　　　○ＢＳ用　　　  ○ＣＳ用　　　

○壁面取付形　　○自立形

○配管用ステンレス鋼鋼管

○アンテナマスト

○電界強度測定

○工事範囲

○画像

○伝送方式

○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付

○カラー　　　　○白黒

○ネットワーク伝送方式　　　　○デジタル同軸伝送方式　　　　〇

●配管　　　　　●配線　　　　　○機器取付

○機械警備用配管

○防犯装置　　　●入退室管理制御装置

○Ｐ形　　　１級　　１２０回線

○消火ポンプ始動 ○消火栓箱内押ボタン

○消火栓一体形　　　●単独形

○受信機

　　○壁掛形　　○自立形

○自動閉鎖装置 ○工事範囲

○連動制御器

○自動閉鎖装置

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○単独　　　○自火報受信機と一体

○防火戸用【ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下電磁式またはラッチ式】

　　　　　　　　　　○防煙ダンパ用

　　　　　　　　 遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下】

○防火シャッター用

○ガス漏れ火災警報装置 ○工事範囲

○受信機

○ガスの種類

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○都市ガス（１３Ａ）　○液化石油ガス

○諸警報表示

○工事範囲

○監視方式

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○警報盤　　　○監視制御装置

○三相３線式　　　　　　　 ６ｋＶ

○三相３線式　　　　　　 ２００Ｖ　　　　○

○架空線

○区分開閉器 ○高圧負荷開閉器　　７．２ｋＶ　　３００Ａ

○架空引込用　　　　○地中引込用

○耐中塩じん用　　　○耐重塩じん用

○引外し装置付き（ＳＯＧ形）　　○引外し装置なし　　○避雷器内蔵

○制御電源用変圧器内蔵

○マンホール及び 構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

蓋の文字　　○蓋の用途表示は電力とする。　　　　　　○

○高圧ケーブル

○余長

○碍子、高圧ケーブル ○一般用　　　○耐塩用　　　○重耐塩用

○避雷器

○装柱材

○屋外形　　　○耐塩形

○一般用　　　○耐塩形

○架空線

○マンホール及び 構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

蓋の文字　　○蓋の用途表示は通信とする。　　　　　　○

●配管　　　　●配線　　　　○機器取付

○イージーキャビネット　　　　　　　箱　　　○キーボックス　　　○テスター　　　○マンホールフック

○工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）

○受変電機器●動力盤及び電灯盤○耐圧試験●絶縁抵抗測定●接地抵抗測定●機器機能試験●その他監督職員の指示するもの

○後施工アンカ－の施工確認試験（引張試験機による引張試験）は、１日の施工本数の３％以上かつ３本以上とする。

○着工前・工事完成後、放送機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

●着工前・工事完成後、空調機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

●工事着工前に既設照明器具で床面照度を測定し、完成後の照度と比較する。（照度測定箇所は監督員の指示する箇所とする。）

○停電工事の必要な時は、当該高圧受電設備の電気主任技術者と協議し、打合せ記録を提出する。

○鉄筋コンクリ－トをダイヤドリル等で貫通する時は、鉄筋探査機で開口位置を確認する。

○構外搬出適切産廃処分とする（電線、電線管、器具、管球等報告書を提出する）。

○交通誘導員は大型機器搬入時及び監督職員が必要と指示した時は、安全確保のため交通誘導員を２名以上配置する。

○カラーコーン、コーンウェイト、コーンバーにて囲いながら掘削する。

○工事に係る申請手続き費、消防設備竣工検査費、高圧電気設備検査等の竣工に必要な費用は本工事に含む。

宇治西小倉学園東門周辺整備工事



以降ピット平面図参照

▼敷地境界線

消防活動空地

AX1 AX9 X10X1

7,000 60,00048,300
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00
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60
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▼道路境界線

▼隣地境界線

▼
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地
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線

▼
隣
地
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線

▼
水
路
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界
線

遊田第２児童公園

東門

グラウンド

サブグラウンド

屋外運動エリア

テニスコート

中庭室外機置場光庭

▼
道
路
境
界
線

散水栓

屋外運動エリア

菜園

AX1 AX9

Y10

X10X1

Y1

7,000 60,000

25
,1
90

60
,0
00

散水栓

散水栓

散水栓

散水栓

散水栓 散水栓

散水栓

散水栓

散水栓

農具庫

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

散水栓

散水栓

散水栓

散水栓

ポンプ室
受水槽

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ
控室

駐輪場

注　記

1.特記なき配管配線は下記とする。 保護管

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ） （ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃｘ２（１Ｅ） （ＰＦ２８）

2.プルボックスサイズは下記とする。(ＳはＳＵＳ製とする)

abc  :(a×100)×(b×100)×(c×100)(特記なきは150x150x100)

4.図中、特記無き配管配線は系統図参照とする。

1L-21T-2

ＥＭ－ＴＩＥＥ０．５－２Ｐ （ＰＦ１６）T

3.地中埋設深さはGL-600とする。

２

分電盤

ころがし、ラック

地中埋設配管配線

記　号 名　　称 備　考

凡　例

立上り・素通し・引下げ

ハンドホール
H2-9：重荷重600φ蓋付

H2-6：重荷重600φ蓋付

プルボックス

監視カメラ 監視カメラ設備

情報表示（電気時計）ポール型太陽電池時計

地中埋設標 コンクリート製

露出配管配線

端子盤

配置図　S=1:300

I
T
V

０
１
Ｃ

H1-9：重荷重600φ蓋付

傍記”セパ付”はセパレート付き

校舎棟アリーナ棟

地中埋設標 鉄製

インターホン

手元灯

以降ピット平面図参照

H2-9（セパ付）
HH2

（ﾇ）+（E）

（ヲ）+（B）+（I）

以降ピット平面図参照

関電柱：ユデン2南1西3

H2-9（セパ付）
HH3

駐車スペース照明へ

Ｄ

Ｄ

テニスコート照明へ

記号 配線 配管 負荷名称

ﾊ
EM-S-5C-FB

FEP30
ITV ITV架

EM-CPEE1.2-3Px2 防犯装置 1T-3

ﾆ

空配管 FEP50x3 TEL引込 構内柱

空配管 FEP50x1 LAN引込 構内柱

FEP30
北門ｲﾝﾀｰﾎﾝ 1T-3

空配管 FEP50 予備

ﾎ
EM-S-5C-FB FEP30 ITV ITV架

空配管 FEP50 予備

ﾍ

空配管 FEP50x3 TEL引込 構内柱

空配管 FEP50x1 LAN引込 構内柱

北門ｲﾝﾀｰﾎﾝ 1T-3

EM-S-5C-FB

FEP50

ITV ITV架

EM-S-5C-FB ITV ITV架

空配管 FEP50 予備

ﾇ
EM-S-5C-FB

FEP30
ITV ITV架

EM-CPEE1.2-3Px2 防犯装置 1T-2

ﾙ

東門ｲﾝﾀｰﾎﾝ

EM-CPEES1.2-3P 東門電気錠（入退室）

EM-HP1.2-5P

FEP30

火災報知

EM-CCP-P0.5-10P TEL

空配管 FEP50 予備

EM-CPEE1.2-3Px2 防犯装置 1T-3

EM-S-5C-FB ITV ITV架

EM-CPEE1.2-3Px2 防犯装置 1T-2

東門ｲﾝﾀｰﾎﾝ

東門電気錠（入退室）
FEP50

火災報知

TEL

FEP50 予備

EM-CPEES1.2-3P

EM-HP1.2-5P

EM-CCP-P0.5-10P

空配管

ヲ

電力幹線設備配線リスト

記号 配線 配管 負荷名称

EM-CEE3.5-2C 地絡警報 PAS

B

EM-CET38°,E5.5 L-ｽ 1L-2

EM-CE3.5-3C 防犯装置 1L-2　341

空配管

C EM-CE8-3C,E5.5 FEP50 S-ｺﾞ 1L-2　342

D
EM-CE3.5-3C 防犯装置 1L-2　341

FEP50 予備

FEP65

D2

EM-CE3.5-3C×2
FEP50

外灯

D3 EM-CE3.5-3C 防犯装置 1L-2　341FEP30

EM-CEE3.5-2C 地絡警報 PAS

A
6kV EM-CET60

空配管 FEP80

FEP80

予備

高圧引込

PAS

PAS

EM-CE3.5-3C×2 FEP30外灯

1T-2

1T-2

1T-2

1T-2

1T-2

1T-2

1T-2

EM-CPEES1.2-1P

EM-CPEES1.2-1P

EM-CPEES1.2-1P

EM-CPEES1.2-1P

弱電設備配線リスト ※端子盤以降は各系統図参照。

自 至

北門

北門

北西ＥＰＳ

北西ＥＰＳ

ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

- -

屋外運動エリア

- -

北西ＥＰＳ

北西ＥＰＳ

北門ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

北門

屋外運動エリア

- -

東門

東門

東門ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

東門電気錠

- -

北門

スクールサポーター控室

スクールサポーター控室

東門

東門

東門電気錠

-

スクールサポーター控室

スクールサポーター控室

-

東門ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

自 至

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

L-ｽ

東門

- -

S-ｺﾞ

北門

空配管 FEP50 予備 - -

E EM-CE3.5-3C FEP30 防犯装置 1L-2　341東門

F

EM-CE8-3C,E5.5

L-ｽ

1L-2　342

L-ｽEM-CET38°,E5.5 FEP65

S-ｺﾞ

1L-2

S-ｺﾞ

EM-CE3.5-3C 防犯装置 1L-2　341東門

空配管 FEP50 予備 - -

G
EM-CET38°,E5.5 FEP50L-ｽ 1L-2 L-ｽ

- -FEP50 予備空配管

FEP50 外灯EM-CE5.5-3C×3I

外灯FEP40EM-CE3.5-3C×2J

北門

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

1F EPS

キュービクル

K

L FEP30 手元灯EM-CE5.5-3C 東門1L-2　102R1

1L-2　212R1・R2,102R1

1L-2　212R1,R2

1/300

1/600

A1:

A3:一 級 建 築 士 事 務 所
類 設 計 室

株式

会社

本　　　社　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　 　　　　06-6305-2222

大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666

東京事務所　〒144-0052　東京都大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビル４Ｆ　03-5713-1010
設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

E

H2-9（セパ付）
HH1

工事対象

（J）

軽荷重蓋

（ヲ）+（B）+（I）

▼隣地境界線

遊田第１児童公園

散水栓

立水栓

H1-9
HH8

SOG

PAS

工事対象

工事対象

工事対象 H
FEP50 L-ｽ 1L-2 L-ｽ

- -FEP50 予備空配管

ﾄ
ﾁ EM-CPEES1.2-3P FEP30 東門電気錠（入退室）

ﾘ

EM-CCP-P0.5-10P
FEP30

TEL

EM-HP1.2-5P 火災報知

空配管 FEP50 予備

1T-2

1T-2

1T-2

東門電気錠

スクールサポーター控室

スクールサポーター控室

- -

EM-CPEES1.2-1P FEP30 東門ｲﾝﾀｰﾎﾝ 1T-2 東門ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

工事対象範囲

外灯（ﾃﾆｽ・駐輪用）

外灯（ﾃﾆｽ・駐輪用）

工事対象 M FEP30 外灯 1L-2　212R1 外灯（ﾃﾆｽ・駐輪用分岐）

R1

（ﾘ）+（H）

（ﾁ）

（M）

（ﾄ）

EM-CET38°,E5.5

EM-CE3.5-3C

宇治西小倉学園東門周辺整備工事
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3L7

1M5-3

1M7

3L4-1

3L5

3L4

3L6

3L8

1M5-1

1M9

1M4

1M6

2L4 2L6

3L1 3L3

1L1 1L4

2L1 2L3

2L2-2

2L5

2L2-1

1L4-1

3L2-1
3L2-2

1M1 1M2

1L3

1L2

2L2

2L7

3L2

1M3

1L4-2

18

19

10

6

2 3

14 16～

9 1

7

8

11 13～ 17 4

5

1L5

1M11

1M10

1M5-2

南西EPS 北西EPS 北東EPS

キュービクル

職員室

1L-3

ピット

1LM-1

EV

1L-2

2L-1 2L-2

3L-1 3L-2

4L-1 4L-2

図工・美術準備室

2L-3

技術準備室

2L-4

音楽準備室・器具庫

3L-3

家庭科準備室

3L-4

理科準備室（1）

4L-3

理科準備室（2）

4L-4

RM-1 RM-2

幹線・動力設備　系統図

スクールサポーター控室へ

用務員・作業室

1L-4

PAS

渦電流ロック式（SOG）

300A（ZPD,ZCT,VT,LA内蔵）

PAS 7.2kV

コンクリート柱

引込構内柱

12m-190-500Kg 支線共

SOG

E14°

EA

スクールサポーター控室

大アリーナ

EPS

ﾌﾟｰﾙ

小アリーナ

ピット

1LM-5A

2L-5A

3L-5A

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ・DS消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室 倉庫

給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

2LM-6A

濾過器室

ろ過装置操作盤

1L-6A

1L-7A

つば付スリーブ つば付スリーブ

1M-1A

光庭

受水槽室

ET

38°

（VE22）（VE22）

5.5°

（VE16）

5.5°

（VE16）

Eo EC ED（ELB） EB EA,D EA ED ED

（電話交換機用） （保安器用）
（拡声ＡＭＰ用）

60°

（VE22）

（太陽光用）

38°

（VE22）

14°

（VE22） （VE22）

5.5°

（VE22）

14°5.5°

（VE16）

Eo

Ｓ S-ｺﾞ(ゴミ庫)

（A） （A）

（B）

（FEP80x2+FEP50x1+FEP30x1）

（C）

（総合監視盤組込）

構造体接地

EM-IE14°（PF16）

（FEP40x1+FEP50+FEP80）

中継槽排水ポンプ
PDU-1

消化ﾎﾟﾝﾌﾟ盤

湧水排水ポンプ
湧水排水ポンプ

湧水排水ポンプ

PD-4～PD-6
PD-1～PD-3
PD-7

PD-8,PD-9

遮断弁

K-1

※

8A

ZM

S

8A

ZM

S

8A

ZM

S

8A

ZM

S

※

※

※

ZM

4A S 6A

ZM

S

ZM

6A

ZM

S

6A

ZM

S

8A

ZM

S

C8A

Z35

C6A

Z35

6A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

ZM

8A

ZM

S

8A

ZM

S

8A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

Z35

S

6A

ZM

8A

ZM

6A

ZM

SS

6A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

ZM

S 8A

ZM

S

8A

ZM

S

8A

ZM

S

※

※

※

※

8A

ZM

6A

ZM

S

6A

ZM

S

6A

ZM

S6A

ZM

S

8A

ZM

S

※

※

※

※

C6A

Z35

6A

Z35

S

（2段）

8A

（2段）

46
00

37
50

37
50

37
50

38
50

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

46
00

37
50

37
50

37
50

12
50

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

注　記凡　例

記　号 名　　称 備　考

ケーブルラック

１．図中に示す配線記号の幹線サイズは、配電盤・幹線リスト参照の事。

３．プルボックスサイズは各平面図参照とする。（ＳはＳＵＳ製とする）

４．ケーブル配線等による防火区画・１１４条区画の貫通部は、防火区画貫通処理を行う。

　　　　：防火区画及貫通処理（ケーブルラック貫通部）を示す。

２．制御線の配線サイズは、警報盤リスト参照の事。

５．接地配線について

　　　　：防火区画及貫通処理（配管・ケーブル貫通部）を示す。

電灯分電盤

動力制御盤

別途制御盤

プルボックス

ころがし配線

露出配管配線

地中埋設配管配線

電灯動力制御盤

建築/機械設備工事

盤結線図参照

盤結線図参照

盤結線図参照

天井隠蔽配管配線

立上り・素通し・引下げ

ハンドホール 重荷重900φ蓋付

接地端子盤ET

OA盤 盤結線図参照

　　　尚、各盤への分岐接地線サイズは配電盤・幹線リスト参照とする。

配線リスト

ケーブル配線記号 備考

EM-CEE3.5°-2C

（A） 6.6kV　EM-CET60°

配管

高圧引込空配管

（FEP80）

（FEP30）

（FEP80）

EM-CEE3.5°-2C

（B） 6.6kV　EM-CET60°

高圧引込空配管

（G82）

（G28）

（G82）

　　Ｅ-D３８°ｘ１・Ｅ-D（ＥＬＣＢ）３８°ｘ１・Ｅ-C１４°ｘ１

注記参照

EM-CEE3.5°-2C

（C） 6.6kV　EM-CET60°
高圧引込

ラック

ラック

１）接地母線はケーブルラック上に敷設するものとし、下記とする。

２）接地端子盤よりキュービクルまでは下記とする。

　　Ｅ-A３８°ｘ１・Ｅ-B６０°ｘ１・Ｅ-D３８°ｘ１

３）接地端子盤より総合監視盤内通信用機器接地線は下記とする。

　　交換器：Ｅ-A１４°ｘ１、光成端：Ｅ-D１４°ｘ１、保安器：Ｅ-D５．５°ｘ１

　　拡声ＡＭＰ：Ｅ-D１４°ｘ１、太陽光：Ｅ-C５．５°ｘ１

空配管 （FEP50） 予備

空配管 （G42） 予備

警報盤 盤結線図参照

3L5

3L7

1L5

3L4

1M63L6

1M4 1M7

1M9

屋外階段

（１）

太陽光パワーコンディショナー

EA,D-38°
EB-60°
ED(ELB)-38°

ET～屋上ｷｭｰﾋﾞｸﾙ
接地線

EV（2）制御盤

EV（1）制御盤

太陽光発電設備図　　　　参照　d-5

校舎棟より

RM-1A

1M8

3L9-1

1M5

3L8

3L9

1M5

1M11

自立ユニット盤

3L9-2

3L9

ZM

8A

（2段）

ZM

8A

ZM

8A

直流電源盤

幹線動力設備　系統図 -

-
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会社
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大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666
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　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
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一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

工事対象範囲

L-ｽ
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ﾀｲﾏｰ制御
Rx2

ﾀｲﾏｰ制御
Rx2

　分電盤リスト

SPD

分離機

盤名称 一次側結線

分岐開閉器 制御

ﾘﾓｺﾝ

RY

等

負荷容量(ＶＡ)

備　　考

回路

No.

ELB 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

AC1φ3W
210/105V

1L4

合計[VA]
　MCCB3P

13,622 　50AF/50AT

　MCCB3P
　50AF/50AT

Y1 20 誘導灯用

AC1φ3W
Y2 425 階段(２)　階段非常灯

210/105V

1L3 D1 11 非常用照明

合計[VA]
　MCCB3P

101 443 トイレ　照明

55,802 　400AF/350AT
102 6 東門　手元灯

103 600 交流ホール　照明

104 1,000 EV(１)　照明

1F 105 200 予備

校舎棟EPS

場
所

屋内 ●

屋外 201 Rx8 608 廊下　照明

形
式

自立 T 202 Rx3 873 昇降口　照明

埋込 203 Rx5 1,446 交流ホール　照明

露出 204 93 ＰＳ、ＥＰＳ、倉庫　照明

壁掛 205 ● 91 軒下（東）　照明

上部ダクト 206 ● 56 軒下（北）　照明

OA床用架台 207 865 地域連携・ＰＴＡ室他　照明

指定色塗装 208 718 通級指導室他　照明

209 948 プレイルーム、作法室他　照明

210 907 多目的室　照明

211 ● 245 北側外灯

212 ● 710 東側外灯

213 435 用務員室他　照明

214 400 予備

215 400 予備

216 400 予備

301 ● 400 廊下、ＥＰＳ、中庭　コンセント

302 ● 300 廊下、ＥＶ(１)　コンセント

303 ● 30 予備

304 ● 1,039 HWC(１)　洗浄便座、オストメイト

305 ● 600 ＨＷＣ(１)　自動水栓

306 ● 123 ＭＷＣ(1)　自動水栓他

307 ● 500 ＭＷＣ(１)　洗浄便座

308 ● 1,000 ＭＷＣ(１)　洗浄便座

309 ● 125 ＷＷＣ(１)　自動水栓他

310 ● 500 ＷＷＣ(１)　洗浄便座

311 ● 1,000 ＷＷＣ(１)　洗浄便座

312 ● 1,000 ＷＷＣ(１)　洗浄便座

313 ● 500 ＷＷＣ(１)　洗浄便座

314 500 多目的室(１)　コンセント

315 500 多目的室(２)　コンセント

316 400 ＥＶ(１)、廊下　コンセント

317 300 作法室　コンセント

318 ● 500 作法室　冷蔵庫

319 ● 1,500 作法室　ＩＨ

320 ● 1,000 作法室　ポット

321 400 作法室　コンセント

322 500 通級プレイルーム　コンセント

323 ● 800 通級指導室　コンセント

324 ● 500 通級職員室、待合室　コンセント

盤名称 一次側結線

分岐開閉器 制御

ﾘﾓｺﾝ

RY

等

負荷容量(ＶＡ)

備　　考

回路

No.

ELB 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

電灯分電盤

1L-2 325 ● 1,500 予備

続き 326 ● 1,000 通級職員室　ポット

327 ● 1,500 地域連携・ＰＴＡ室　ＩＨ

328 ● 1,000 地域連携・ＰＴＡ室　ポット

329 ● 200 北側外壁　コンセント

330 200 地域連携・ＰＴＡ室　コンセント

331 ● 200 控室　コンセント

332 ● 500 作業室、荷受室　コンセント

333 ● 500 地域連携・ＰＴＡ室　冷蔵庫

334 ● 500 荷受室　冷蔵庫

335 ● 600 荷受室　パススルー保冷庫

336 ● 400 昇降口　コンセント

337 200 交流ホール　コンセント

338 ● 400 階段(１)　シャッター

339 200 １Ｔ-２　ＴＶ機器

340 200 １Ｔ-２　ＬＡＮ機器

341 ● 200 北門・東門　防犯装置

342 ● 44 200 100 農具庫　手元開閉器Ｓ-ｺﾞ

343 300 交流ホール　コンセント

344 100 リモコン制御電源

345 200 予備

346 200 予備

347 200 予備

348 200 予備

349 200 予備

350 200 予備

351 200 予備

352 200 予備

353 200 予備

354 200 予備

501 ● 860 多目的室　全熱交換器

502 ● 468 通級プレイルーム他　全熱交換器

503 ● 370 地域連携・ＰＴＡ室　全熱交換器

504 ● 680 交流ホール　全熱交換器

505 ● 62 倉庫(１)　換気扇

506 ● 199 トイレ　換気扇

507 ● 142 通級指導室他　換気扇

508 ● 223 作業室　換気扇

509 ● 67 換気扇

510 ● 194 用務員室　ガス給湯器

511

512 ● 400

湧水排水ポンプ(ＰＤ－１－４)

513 ● 400

湧水排水ポンプ(ＰＤ－１－５)

514

●

200

湧水排水ポンプ(ＰＤ－１－６)

515 200 予備

516 200 予備

601 ● 290 多目的室　空調室内機

602 ● 414 通級指導室他　空調室内機

603 ● 293 地域連携・ＰＴＡ室他　空調室内機

604 ● 576 交流ホール　空調室内機

605 ● 2,000 地域連携・ＰＴＡ室　電気温水器

606 ● 2,000 通級職員室　電気温水器

607 ● 2,000 作法室　電気温水器

608 ● 203 用務員室　空調室内機

609 ● 2,000 用務員室　電気温水器

610

611 400 予備

612 400 予備

3P 50AF/30AT

合計

計
26 12,144 25,717 7,547 10,394 55,802

盤名称 一次側結線

分岐開閉器 制御

ﾘﾓｺﾝ

RY

等

負荷容量(ＶＡ)

備　　考

回路

No.

ELB 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調 その他

　MCCB3P
　100AF/60AT

400

2,000 作法室　電気温水器●

予備

●

Rx2
ﾀｲﾏｰ制御
Rx2

ﾀｲﾏｰ制御

●

Rx1
ﾀｲﾏｰ制御

Rx1

●

予備200106

●

-

-
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第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺
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当　齊藤　直
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図面No.

E-

電灯分電盤

7,800 1L-41L4-1

422 1,200 L-ｽ1L4-2 4,200

1L-2
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校舎棟１階

分電盤リスト

電灯分電盤

L-ｽ

AC1φ3W
210/105V

1L4-2 101 222

合計[VA] 　MCCB3P 102 200 予備

1,622
　50AF/30AT

501 1000

ｽｸｰﾙ 502 200 予備

ｻﾎﾟｰﾀｰ控室

場
所

屋内 ●

屋外 合計

形
式

自立
計

422 1,200 1,622

埋込

露出

壁掛 W

上部ダクト

OA床用架台

指定色塗装 ●

SPD

分離機

●

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ控室

ｴｱｺﾝ

●

●

●

電灯

　分電盤標準仕様

　分電盤標準結線図

凡例

注記

・１次側ブレーカーには赤キャップ取り付けのこと。
・AS：昼光ｾﾝｻｰによるON/OFF　　AT：昼光センサーによるON／タイマーによるOFF　

・予備回路は実装回路数の20％を見込む
・屋外分電盤は●鋼板製溶融亜鉛メッキ(指定色塗装)　　○SUS製とする。
・D種接地端子及びD種（ELB）接地端子は、必要数以上設けること。

AC 100V  受信機　監視盤類n

10n AC 100V  照明

20n AC 200V  照明

30n AC 100V  コンセント

40n AC 200V  コンセント

50n AC 100V  空調・換気

60n AC 200V  空調・換気

G000 GAC(保安回路)

T 盤形式　ドアのある構造

D 盤形式　ドアのない構造

2P2E 50AF/20AT(協約形ハーフサイズ)

2P1E 50AF/20AT(協約形ハーフサイズ)

20Aフルパワーリモコンリレー

リモコントランス

リモコン制御用T/U(4回路用)

外部入力T/U(1回路用)

伝送ユニット(分電盤用)

T/U

T/U(外部)

CPU

AMP

T

CPU増幅器(分電盤用)

デイタイマー(24時間式)

年間プログラムタイマー

SPD(クラスⅡ)

漏電警報出力

マグネット

SPD

▲

MC

2E

1E

R.Tr

R

1

AC 1φ200/100V

10

20

30

40

50

60

MCB3P

1E

1E

R.Tr

CPU

EEスイッチ連動ユニットEE

2E

1E

2E

1E

2E

1E

2E

1E

2E

1E

2E

1E

2E 2E

MCCB3P
50/50

D種接地線
接続

電力量計（検定品）

エネルギー計測ユニットE/U

・ＥＬＢ欄に「▲」と記載された分岐開閉器は漏電警報出力付とし、「●」と記載された分岐開閉器
　はELCB、記載無きはMCCBとする。

T/U(調光)調光用T/U(1回路用)

Ｗh

※SPDを設置する場合

埋込型G

自立型V

壁掛型W

屋外型WP

アワーメーター（100V用）HM

・リモコンリレーは100/200によらず両切とする。

・単相３線式の主幹ブレーカーは中性線欠相保護付とする。
・ELCBは高調波,サージ対応品,雷インパルス不動作形とし,感度電流は,ウォシュレット用は

　１５ｍＡ,それ以外は３０ｍＡ,５０ＡＴ超過は１００ｍＡ,動作時間は０．１ｓとする。

・塗装：●明記なきものは標準色

分離機

SPD

PT

n

10

20

30

40

50

60

双投型開閉器
DT

屋内新設
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設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

照明器具名称説明

A 44 wp N

（例）

色温度

補助記号

光束（×100LM）

形式記号

形式記号

V

埋込下面開放

T

埋込下面パネル

R

SR

スクエア下面開放

O

P

逆富士型

SQ

反射笠型

SQP

D

MR X

ペンダントライト

Y

建築化照明

Z

シーリングライト

ダウンライト

フットライト

スポットライト

UD

C

PN

片反射型

トラフ型

棚下灯

ブラケットライト

黒板灯

BR

SP

ID

FT

FD

K

補助記号 色温度

w 防雨型

wp 防雨・防湿型

sus 防雨・防湿型（ステンレス）

x 調光型

a システム天井

D 昼光色（6000K）

W 昼白色（5000K）

N 白色  （4000K）

WW 温白色（3500K）

L 電球色（3000K）

R 調色

特記

１）図中の器具寸法、姿図は参考とする。

２）光束・消費電力・色温度は器具番号を基に照明器具名称説明を参考すること。

３）同じ室内に採用するLED器具は、ランプの色むらがないようにする。

４）ランプの演色性は、Ra85以上とする。

５）光源の色温度は現場監督員と調整すること。

６）照明器具取付にともなう電源ユニット、基礎は全て本工事とする。

７）誘導灯器具、非常用照明器具は認定品とする。

９）メーカー名・型番は参考とし同等品以上とする。

１０）照明器具の消費電力は、JIS C 8105-3の測定方法による。

「※」のついた照明器具の消費電力は、一般社団法人本照明器具工業会のガイド114による。

HP

LP

浴

黒

棚

ユニバーサルダウンライト

ミラーライト

スクエア下面パネル

フード照明

キッチンライト

ハイポールライト

ローポールライト

浴室灯

誘導灯

階段通路誘導灯

非常照明

g ガード付

v 遮光ルーバー付

８）誘導灯器具、非常用照明器具は点検用リモコンを納品すること。【参考品番：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（パナソニック）】

パナソニック　ＬＧＷＣ８５０２１ＹＦ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０
器具光束１７２ｌｍ、電圧１００Ｖ
防雨型、ツマミネジ方式、ＮａＰｉＯｎ・明るさセンサ付
カバー：アクリル（乳白）
アルミダイカスト（プラチナメタリック）
点灯照度調整機能付

T15W

T トラフ型

LED（LSS1-2-15）

T30Wa LED（LSS1-2-30）

T23W

T トラフ型

LED（LSS1-4-23） T30W

T トラフ型

LED（LSS1-4-30）

T30xW LED（LSS1-4-30） 調光

T37W

T トラフ型

LED（LSS1-4-37）

T48W

T トラフ型

LED（LSS1-4-48） T65W

T トラフ型

LED（LSS1-4-65）

T65xN LED（LSS1-4-65） 調光

V14wpW

V 逆富士型（防湿・防雨型）

LED（LSS9MP/RP-2-14）

D08W

D ダウンライト

LED（LRS1-08） 埋込φ150 D33W

D ダウンライト

LED（LRS1-33） 埋込φ150 D45WW

D ダウンライト

BR17wpL

BR ブラケット型（防湿・防雨型）

LED 15W×3灯

BR5

BR ブラケット型

LED　5.0W 標示灯（使用中）

パナソニック　ＮＮＦ１１９１０ＬＥ１＋ＦＫ１１５７１Ｊ

BR26wpN

BR ブラケット型（防湿・防雨型）

LED（LBF3MP/RP-4-26） SP158xN

SP スポットライト

lm172

SP400xN

SP スポットライト

LED（LSR2W-400）　調光 黒26N

黒 黒板灯

LED（LRS8-4-26）　

4260lm:パナソニック　埋込ＸＬ５７４ＷＡＴＫＬＡ９
3800lm:パナソニック　埋込ＸＬ５７３ＷＡＴＫＬＡ９

SQP38xL

SQP スクエア下面パネル

ＬＥＤスクエアベースライト 埋込型 消費電力:34W

SQP43xLＬＥＤスクエアベースライト 埋込型

□４５０、和紙柄パネル（木製格子）
定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
枠：木製（白木）、パネル：ポリカーボネート（和紙模様入り）
電球色、３０００Ｋ、Ｒａ８３ 電源ユニット内蔵　※直付型

C62L：ルイスポールセン：LPスリムラウンド680φ-5742911342
C26L：ルイスポールセン：LPスリムラウンド440φ-5742911290

乳白アクリル（ディフューザー）
材質: ダイキャストアルミ（本体）
4000K /φ440,φ680 

C-L22:φ440 / C-L53:φ680 
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C26L

C シーリングライト

LED

C62L LED

UD12L

UD ユニバーサルダウンライト

軒下用LED　３５０形

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット別売、ユニバーサルタイプ
適合電源ユニット（別売）NTS90354、非調光（ＬＥ９）、調光可能型（ＬＪ９）、中角タイプ　２３°

器具光束：１２７５ｌｍ、１００～２４２Ｖ
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）
反射板：アルミ（銀色鏡面仕上）
光源遮光角３０度、首振角度約３０度、水平回転角度３０度、埋込穴：φ１００

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７５
電圧１００Ｖ
壁埋込型
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
枠：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
埋込穴１２８×３６８　埋込深さ＝４２

T23gW LED（LSS1-4-23）ガード付

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束８１５ｌｍ、電圧１００Ｖ

防雨型、拡散タイプ

カバー：プラスチック（ブラック）

パナソニック　ＬＧＷ５１５０４ＬＥ１

C08wpN

C シーリングダウンライト（防湿・防雨型）

LED

T65xL LED（LSS1-4-65） 調光

D ダウンライト（防湿・防雨型）

D08wpW LED（LRS1RP-08）埋込φ150

V30wpW LED（LSS9MP/RP-4-30）

lm

lm3800

lm4260

lm2714

lm6389消費電力:38W

消費電力:22W

消費電力:54W

消費電力:23W

消費電力:4.3W

消費電力:5W 消費電力:31W以下 消費電力:263W以下

消費電力:9W以下

消費電力:9W以下 消費電力:32W以下 消費電力:33.8W

消費電力:35W以下 消費電力:46W以下

消費電力:46W以下

消費電力:46W以下

消費電力:15W以下

消費電力:23W以下

消費電力:8W

消費電力:13W以下

消費電力:24W以下

消費電力:18W以下

消費電力:18W以下

消費電力:22W以下

消費電力:22W以下

消費電力:27W以下

LED １５０形 3030 lm消費電力:36W

パナソニック　ＮＴＳ６６１５２－１５０+NTS90151LJ9

ＬＥＤ内蔵、電源ユニットNTS90151LJ9×3、可変配光型　３灯用、一般光色タイプ
首振範囲約４５度、水平回転範囲約３５５度
光源寿命：４００００時間（光束維持率７０％）
３５００Ｋ、Ｒａ８５、狭角～広角、配光調整機能付
器具光束３０３０ｌｍ（出荷時１７°）、消費電力３６Ｗ
枠：アルミ（外面：ホワイトつや消し仕上、内面：ブラックつや消し仕上）
灯具：アルミダイカスト（ブラックつや消し仕上）、埋込穴□１００×３００

LED　４００形　調光 16000消費電力:83.6W

パナソニック　ＮＹＭ２０２２１ＬＲ９

光束１６０００ｌｍ、消費電力８３．６Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、広角タイプ、直付型
光源寿命６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型
本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板
約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付
器具本体（２．１ｋｇ）

拡散パネル付　ＮＹＫ００１１８ 拡散パネル付　ＮＹＫ００１１９

D17W LED（LRS1-17）埋込φ150

D22W LED（LRS1-22）埋込φ150

消費電力:17W以下

消費電力:21W以下

D13W LED（LRS1-13）埋込φ150 消費電力:14W以下

T30Wa　パナソニック　ＸＬＸ２３０ＮＥＮＣＬＥ９（5000K）

T15W　パナソニック　ＸＬＸ２１０ＮＥＮＣＬＥ９（5000K）

T30xW　パナソニック　ＸＬＸ４３０ＮＥＮＰＬＡ９（5000K） パナソニック　ＸＬＸ４４０ＮＥＮＵＬＥ９（5000K）

T30W　パナソニック　ＸＬＸ４３０ＮＥＮＰＬＥ９（5000K）

T48W　パナソニック　ＸＬＸ４５０ＮＥＮＰＬＥ９（5000K）

T65xN　パナソニック　ＸＬＸ４６０ＮＥＮＰＬＲ９（5000K）

T65W　パナソニック　ＸＬＸ４６０ＮＥＮＰＬＥ９（5000K）

V30wpW　パナソニック　ＸＬＷ４３３ＡＥＮＺＬＥ９（5000K）

V14wpW　パナソニック　ＸＬＷ２１３ＡＥＮＺＬＥ９（5000K）

パナソニック　ＸＹＭ２０２２５ＬＲ２（5000K）パナソニック　ＮＮＦＷ４１８１０ＣＬＥ９（5000K） パナソニック　ＸＬＸ４３１ＢＳＮＴＬＥ９（5000K）

パナソニック　ＸＮＷ１０６３ＷＮＬＥ９（5000K）

D22W　パナソニック　ＸＮＤ２５６９ＷＮＬＥ９（5000K）

D17W　パナソニック　ＸＮＤ２０６９ＷＮＬＥ９（5000K）

D33W　パナソニック　ＸＮＤ３５６９ＳＮＬＺ９（5000K）

T65xL　パナソニック　ＸＬＸ４６０ＮＥＬＰＬＲ９（3000K）

D13WW　パナソニック　ＸＮＤ１５６９ＷＶＬＥ９（3500K）

D13W　パナソニック　ＸＮＤ１５６９ＷＮＬＥ９（5000K）

D08WW　パナソニック　ＸＮＤ１０６９ＷＶＬＥ９（3500K）

D08W　パナソニック　ＸＮＤ１０６９ＷＮＬＥ９（5000K）

D08WW

D13WW

LED（LRS1-08）

LED（LRS1-13）

埋込φ150

埋込φ150

消費電力:9W以下

消費電力:14W以下

ガード　ＦＫ４１５３３

ＬＥＤスクエアベースライト 埋込型

パナソニック　埋込ＸＬ５７３ＰＪＶＫＬＡ９

□４５０、乳白パネル　木枠、調光可能タイプ（約１０～１００％）
定格出力型、消費電力３４Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
枠：木製（白木）、パネル：ポリカーボネート（乳白）
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８３

5080

トラフ型

LED

T

T30x2W 消費電力:22W以下

ｉＤシリーズ直付型２０形　ｉスタイル

パナソニック　直付ＸＬＸ２３０ＮＥＮＣＬＡ９（5000K）

SQP50xL

SQP スクエア下面パネル

消費電力:34Wlm

パナソニック　ＰＡＶ１００３５ＵＶＷＰ／Ｗ／５０

５０００Ｋ、Ｒａ８５、光源寿命：４００００時間（光束維持率７０％）

HP50L

HP ハイポールライト

LED　街路灯　1灯用

HP50vLLED　街路灯　1灯用　遮光ルーバー付

電球色、３０００Ｋ、Ｒａ８５、標準タイプ、フロント配光
電圧１００～２４２Ｖ
光源寿命６００００時間（光束維持率８５％）、電源ユニット別置
本体：鋼板（ミディアムグレーメタリック）
パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）
上方光束比０～５％、耐風速６０ｍ／ｓ
落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ

lm4950

lm4950

コンクリート基礎共

：500×500×1100L

消費電力:61.3W

消費電力:61.3W

外灯用4.5Mポール込

パナソニック　モールライトＸＹＧ１０４２ＲＬＥ９相当

パナソニック　ＸＬＸ４２０ＮＥＮＰＬＥ９（5000K）相当

宇治西小倉学園東門周辺整備工事
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▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

スクールサポーター控室

ﾌﾟｰﾙ

小アリーナ

ﾌﾟｰﾙ

小アリーナ

校舎棟より

記　号 名　　称 備　考

凡　例

●電気設備共通

端子盤

ケーブルラック

プルボックス

ジョイントボックス

露出ボックス

ハンドホール 構内交換設備

●構内交換設備

電話用モジュラージャック　6極4芯 壁付　

床付電話用モジュラージャック　6極4芯

ＯＡフロアー用電話用モジュラージャック　6極4芯

T

１．特記なき配線・配管は下記による。但し二重天井内はケーブルころがし配線とする。

注　記

ＥＭ－ＴＩＥＥ０．５－２ＰＴ （ＰＦ１６）

３．プルボックスサイズは下記とする。（ＳはＳＵＳ製とする）

abc         :（a×100）×（b×100）×（c×100）（特記なきは200x200x150）

４.ケーブル配線等による防火区画・１１４条区画の貫通部は、防火区画貫通処理を行う。

　　　　：防火区画及貫通処理（ケーブルラック貫通部）を示す。

２．フリーアクセスフロアー内はころがし配線とし、壁面への立上げ配管配線部分は、

　　フリーアクセスフロアー内配管１ｍ程度突出しとする。

５．受口以降の配管配線について、行先表示がないものは各階ＥＰＳ内端子盤接続系統

　　とする。

保護管 露出部

（Ｅ１９）

６．記入なきは系統図参照とする。

※教室等配線の多い区画部には、弱電設備２次側配線共用として防火区画貫通処理

：短管工法 （Ｅ５１）×２ を敷設すること。

ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－１０Ｐ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）10Ｐ

ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－２０Ｐ （ＰＦ２８） （Ｅ３１）20Ｐ

ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－３０Ｐ （ＰＦ２８） （Ｅ３１）30Ｐ

ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－１０Ｐ （Ｅ２５）10Ｐ+30Ｐ

ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－３０Ｐ （Ｅ３１）

TA
TB

一般電話機

多機能電話機

多機能電話機（停電対応）

別途工事

別途工事

別途工事

ＥＶ制御盤

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２８）

FAX:複合機用

ＥＭ－ＴＩＥＥ０．５－２Ｐ　×２Ｔ （ＰＦ２２） （Ｅ２５）

床付電話用モジュラージャック　6極4芯×2

ＯＡフロアー用電話用モジュラージャック　6極4芯×2

2

2

構内交換設備　系統図 -

-

A1:

A3:一 級 建 築 士 事 務 所
類 設 計 室

株式

会社

本　　　社　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　 　　　　06-6305-2222

大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666

東京事務所　〒144-0052　東京都大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビル４Ｆ　03-5713-1010
設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

空配管（予備） （FEP50）
EM-CCP-P 0.5-10P（FEP30）

工事対象範囲
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3
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3
8
5
0

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

EPS EPS

ピット

EPS EPS EPS

職員室

ピット

（通級）校長室

キュービクル

アリーナ棟へ

30P

※

※

※

※

※

※

※

※

用務員作業室 （配膳）
控室

コモンズ

職員室

構内交換設備　系統図

スクールサポーター控室へ

空配管（予備） （FEP50）
EM-CCP-P 0.5-10P（FEP50）

（つば付スリーブ）FEP50x2

FEP50x3

G54x3

T

EV（1）制御盤

T

T

1T-2
T
T

B
T

T

2

（つば付スリーブ）FEP50x3

ＭＤＦ ＰＢＸ

総合監視盤

1T-3

ＰＢＸＭＤＦ

T T T T

A B A B
T
B

T T T T T
T T

A A

T T

FAX 2
2 2

1T-1

10P+30P

10P

20P

2T-2

3T-2

10P

4T-2
T

T

A

2T-1
30P

3T-1

4T-1

大アリーナ

ピット

大アリーナ

指導員室

校舎棟へ

10P

1T-6A

2T-4A

T

B

T

EV（2）制御盤

2 1T-4A1T-5A

T

20P2T-3A

30P

3T-3A 10P

T
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電気錠（建築工事）

電気錠アダプター（付属品）

Ｅ

電気錠制御盤（１回線）
０１Ｃ

―凡　例―

ＥＭ－ＣＰＥＥ　　０．９－３Ｐ

ELA

ＥＭ－ＣＰＥＥＳ　１．２－１Ｐ
S

５．系統図

01C

AC100V

東門

１Ｆ

職員室（総合盤組込）

ELA

150±10 95±18 115±1870±5

日本MOLEX 1625-2R1

日本MOLEX 1625-2P1 31±1
収縮チューブ

日本MOLEX 1625-09R1

11
±
1

電気錠アダプター（附属品）

項　目 内　容

黒（本体収縮チューブ）彩　色

約２５ｇ重　量

電線管φ２５以上

丁番

電線管φ２５以上

絶縁ブッシング

電気錠

コネクター

絶縁ブッシング

ＦＬ

配管および通線
通線：電気工事

扉

配管内通線（電気工事）

フレキ配管（電気工事）

1ヶ所用ＳＷ　ＢＯＸ（電気工事）

配管：建築工事

コンクリートボックス

結線：電気工事

通電金具
取付：建築工事

：建築工事

取付：建築工事

結線：建築工事

扉工事区分

０１Ｃ 電気錠制御制御盤

本体：マンセル　Ｎ－８．０　近似色　　パネル：マンセル　Ｎ－２．０　近似色彩　色

ＡＣ１００Ｖ±１０％

１３Ｗ

約９００ｇ（オプション含まず）

消費電力

入力電源
重　量

仕　上

材　質

シボ加工

樹　脂

項　目 内　容

接点容量　ＤＣ２４Ｖ

外部入力 接点容量　ＤＣ２４Ｖ　０．１Ａ以上

外部出力

開　扉解　錠

電　源

す押

135±10

45±10

70

12
0

7 8

83
.5

操作表示器Ｂ

約７０ｇ

樹　脂

重　量

材　質
パネル

ライトグレー

項　目 内　容

屋　内

電気錠制御盤から供給

設置場所

使用環境温度
入力電源

０℃～４０℃（結露なきこと）

※１コ用スイッチボックスに取付可能

職員室

Ｂ

操作表示器Ｂ

（黒色）

　本装置は、電気錠の状態・異常を管理及び、遠隔にて電気錠の解錠操作を行えるものとする。

１．概要

30
0

66220

シリンダー錠

解錠開扉警報電源

ブザー停止

　　（１）盤面のボタン操作で、電気錠の解錠／施錠が可能。 

　　　　　設定が可能。

　　　　　５分のいずれかの設定が可能。

　３－４．メンテナンス機能

　　　　　監視することが可能。

　　（１）電気錠の状態（扉開閉／施解錠／警報）をリアルタイムに表示することが可能。

　　（２）電気錠に異常があった場合、警報表示およびブザーで知らせることが可能。

　　（２）電気錠の一回解錠時間は１秒，５秒，１０秒，２０秒，３０秒，６０秒のいずれかの

　　（３）開扉警報（扉閉め忘れ）の時間は、０秒（警報なし），１秒，３０秒，１分，２分，３分，

　　（１）電気錠の動作・各種警報回数を動作カウンターとして記憶することが可能。 

　　（２）カウンターは通電回数・施錠エラー・解錠エラー・開扉警報・こじ開けを個別に

　　（３）電気錠制御盤及び電気錠アダプター間の通信状態を診断することが可能。 

　３－３．施解錠機能 

　３－２．監視機能

　　（１）１ゲート（電気錠）の制御が可能。

　　（２）内蔵のタイマー機能により、以下のことが可能。 

　　　　　１）設定した時間帯を連続解錠にする。 

　　　　　２）解錠時間帯を各曜日に３つまで設定可能。

　　（４）操作表示器

３．機能

　３－１．管理機能 

    （２）警報が発生すると、警報表示灯が点灯、点滅する。

　　　　　　点灯、点滅は警報の種類により異なる。

　　　　　２）ブザー停止条件は以下の通り

　４－２．警報発生時の動作

　　　　　１）電気錠制御盤本体がブザー鳴動する。

　　　（３）警報端子出力があり、警報発生時に接点を出力することが可能。

　　（１）警報発生時には以下の動作を行い、警報を知らせることが可能。

　　　　　　　ブザー鳴動の有無を設定することが可能。 

　　（２）電気錠制御盤１回線用バッテリー（盤内蔵）

　　（１）電気錠制御盤１回線

２．機器構成

４．警報について

　４－１．警報の種類 

　　　　　・開扉警報　・コジアケ警報　・施錠不良警報　・解錠不良警報　・通信異常警報

　　（１）警報の種類は以下の通りである。

　　　　　　　・警報発生から３０秒経過による自動停止（※１、※２）

　　　　　　　・ブザー停止ボタンを押すことによる停止（※２）

　　（３）電気錠アダプター（付属品）

　　　　　・通信不良警報　・ボタン短縮警報　・外部入力短絡警報

　　　　　　　　※１　警報復旧条件を満たしたとき以外のブザー停止では、機器の警報状態は継続

　　　　　　　　　　　している。（警報解除には別途、復旧条件を満たす必要がある）

　　　　　　　　※２　コジアケ警報のみ３０秒のみ経過してもブザー鳴動をし続ける。

　　（５）電気錠（建築工事）

１台

１台

１台

２台

１台

火報入力

Ｂ

1T-2

入退室管理設備　仕様書・機器姿図 -

-

A1:

A3:一 級 建 築 士 事 務 所
類 設 計 室

株式

会社

本　　　社　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　 　　　　06-6305-2222

大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666

東京事務所　〒144-0052　東京都大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビル４Ｆ　03-5713-1010
設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

S

工事対象範囲

Ｅ

ELA

S

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

008



校舎棟より

火災報知設備　系統図 -

-

A1:

A3:一 級 建 築 士 事 務 所
類 設 計 室

株式

会社

本　　　社　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　 　　　　06-6305-2222

大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666

東京事務所　〒144-0052　東京都大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビル４Ｆ　03-5713-1010
設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

※ ※

防災監視盤

Ｒ－１－１ Ｒ－１－２

※ ※

Ｒ－２－１ Ｒ－２－２

※ ※

Ｒ－３－１ Ｒ－３－２

※ ※

Ｒ－４－１ Ｒ－４－２

Ｒ－１－３

Ｒ－２－３

Ｒ－３－３

火災報知設備　系統図

校舎棟へ

アリーナ棟へ

アリーナ棟へ

１０ ７

５

６

２

１ ２

４

４３７

２

１ ５

ＥＡＭＰ

１０

１１

６３２ ５４

４

１

１

１

１

１

１

１

１ ２

４３２

８ １０ ５ ６９ ７１１

１０６３２ ５
５

４

４

８６ ３ ４９ ５７

８

１０

４１

３

３

２

４ ６ １ ２５ ３

１

階段

４

階段

３

階段

１

階段

２

ＥＬＶ

３

階段

４

階段

５

１

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

天井いんぺい配      線 露      出

Ａ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ　

（２５） （ＰＦ２２）

（３１） （ＰＦ２８）

 床いんぺい

（ＰＥ２２）

（ＰＥ２８）

（２５） （ＰＦ２２） （ＰＥ２２）

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　５Ｐ　Ｄ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ　Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　４ＣＢ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－１０Ｐ　Ｅ

（１９） （ＰＦ１６） （ＰＥ１６）

（１９） （ＰＦ１６） （ＰＥ１６）
Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

ＣＣＥ Ｅ

Ｄ

Ｅ：Ｒ型幹線

Ｅ：Ｒ型幹線

Ｄ

Ｄ

ＤＤ

Ｅ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ ＣＣ

Ｄ

ＤＤ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ：Ｒ型幹線

Ｅ：Ｒ型幹線

Ｅ×２：Ｒ型幹線

Ｄ

Ｄ

Ａ Ａ Ａ Ｅ

Ｅ×３：Ｒ型幹線

Ｄ

Ｄ

２

２

Ｅ：Ｒ型幹線

Ｅ：Ｒ型幹線

スクールサポーター控室へ

２

Ｄ

１

Ｂ

１

Ｅ：Ｒ型幹線

Ｅ：Ｒ型幹線

Ｅ×２：Ｒ型幹線

Ｅ：Ｒ型幹線

３２

３

８ ９

４

３１１ １２

６

５

７

４

６
３

５

１０６

２

２
２

階段

１

ＥＬＶ１

６
１

階段

１２６

８７ １

２

３

６４

９

弱電共通配管内入線

拡声設備計上

Ｍ－Ｒ－１Ｓ

Ｂ

ＤＤ

Ｃ

７

３

Ａ

Ａ

大アリーナ

46
00

37
50

37
50

37
50

11
50

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

EPS

ﾌﾟｰﾙ

小アリーナ

46
00

37
50

37
50

37
50

35
30

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RSL

EPS EPS EPS

キュービクル

職員室

ピット

EV

ピット

武道場

４系統

３系統２系統

１系統

１系統

警空調全熱

ＡＣ１００Ｖ

１

１ ２４３

４

２

２

３４

１

３ ４６５

５ ６８７

３

５ ６８７

１

１

２１

１

工事対象範囲

スクールサポーター控室

１３

Ｄ
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アプローチ周り平面詳細図 1/50

1/100

A1:

A3:一 級 建 築 士 事 務 所
類 設 計 室

株式

会社

本　　　社　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　 　　　　06-6305-2222

大阪事務所　〒532-0011　大阪市淀川区西中島4-3-2 類ビル　　　　　 06-6305-6666

東京事務所　〒144-0052　東京都大田区蒲田5-38-3 蒲田朝日ビル４Ｆ　03-5713-1010
設

　

　計

第　１　回

第　２　回

第　３　回

工事名称

図面名称 縮尺

担

当　齊藤　直

一級建築士 大臣登録第311846号

　廣重　圭一

構造設計一級建築士　第5621号
一級建築士 大臣登録第235240号

第　４　回
鈴木　邦彦

設備設計一級建築士　  第4707号
一級建築士　大臣登録第358739号

図面No.

E-

弱電設備配線リスト

記号 配線 地中埋設配管 負荷名称 自 至

ﾄ FEP30 東門ｲﾝﾀｰﾎﾝ ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

ﾁ EM-CPEE1.2-3P FEP30 東門電気錠 電気錠

1T-2

1T-2

20
00

3000

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ控室　平面詳細図　S=1/50

（弱電設備）

記　号 名　　称 備　考

凡　例

電話用モジュラージャック　6極4芯　壁付

注　記

一般電話機

差動式スポット型感知器　２種

機器収容箱    露出型　縦型 収容

発信機  Ｐ型１級　フラット型表示灯付

プルボックス

ｺﾞﾐｺﾝﾃﾅ

地中埋設配管配線

1.特記なき配管配線は下記とする。 保護管

ＥＭ－ＴＩＥＥ０．５－２Ｐ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ （ＰＦ１６）

2.プルボックスサイズは下記とする。（ＳはＳＵＳ製とする）

abc  :（a×100）×（b×100）×（c×100）（特記なきは150x150x100）

3.地中埋設深さはGL-600とする。

T

T

T 別工事

隠蔽配管配線

T

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ控室

EM-HP1.2-5P（FEP30）

EM-CPP-P0.5-10P（FEP30）

以降 配置図参照

以降 配置図参照

空配管　 　　　（FEP30）

宇治西小倉学園東門周辺整備工事

EM-CPEE1.2-1P

010

20
00

3000

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ控室　平面詳細図　S=1/50

（電灯・コンセント設備）

記　号 名　　称 備　考

凡　例

照明器具　LED　天井直付

注　記

タンブラスイッチ　1P15A

埋込コンセント　2P15A×2　E付

埋込コンセント　2P15A×1　E付E

分電盤

1.特記なき配管配線は下記とする。 保護管

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ） （ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （ＰＦ２２）

2.プルボックスサイズは下記とする。（ＳはＳＵＳ製とする）

abc  :（a×100）×（b×100）×（c×100）（特記なきは150x150x100）

3.地中埋設深さはGL-600とする。プルボックス

ｺﾞﾐｺﾝﾃﾅ

天井扇 別途機械設備工事

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃｘ２（１Ｅ） （ＰＦ２８）

いんぺい配線

地中埋設配管配線

スクールサポーター控室

×T23W 1

N

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ控室
222

２４Ｈ換気スイッチ

Ｌ-ス
以降 配置図参照

× 1

外灯

HP50L

EM-CE3.5-3C,E5.5（FEP30）

EM-CE38-3C,E5.5（FEP50）

以降 配置図参照

エアコン用

参考：SVF-52S(WW)24

24

東門

▼
道
路
境
界
線

東門　平面詳細図　S=1/50

D

D

（ト）

（チ）

E

参考:WJ4611Q
配線取出し口取付

仮設ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ

仮設

以降 配置図参照

以降 配置図参照

既設ｲﾝﾀｰﾎﾝ移設

EM-CPEE1.2-1P(FEP30)

※仮設ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞへ移設する
※既設部分は再利用の為雨養生する（参考:WJ4611Q）

東門

▼
道
路
境
界
線

N

東門　平面詳細図　S=1/50

（チ）

E

（ト）

Ｄ以降 配置図参照

以降 配置図参照

参考:WJ4611Q

完成

ｲﾝﾀｰﾎﾝ復旧

電気錠配線取出し

Ｄ カメラ付ドアホン子機

壁取付型（JIS1個用スイッチボックス）
自己消火性樹脂

形　　状
材　　質

通話方式 自動交互通話
カメラ 1/4型カラーCMOS

ＪＰ－ＤＡ

電源電圧 モニター付親機から供給

防塵・防まつ形（JIS C 0920 IP54 相当）備　　考

97

1
2
9

264.5

E


